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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　太い指がぎりぎりと喉のどを絞しめ上げる。脳のうに酸さん素そが回らなくなり、視界が狭せばまっていくような錯さつ覚かくを覚えた。

　端はしがぼんやりと白しらんだ視界には、時代がかった日本家か屋おくの一室である応接室の広々とした天てん井じようも、初しよ夏かの日差しに新緑が照り映はえる見事な中庭も映らない。数分前まで二人並んで座っていた座ざ布ぶ団とんの上、自分に馬乗りになった少年の怒りに満ちた形ぎよう相そうだけだ。

　少年といってもその体たい軀くは並の大人おとな以上にたくましい。手足は長く、分厚い胸むな板いたはワイシャツを押し上げており、華きや奢しやな少女などすっぽり覆おおってしまうほど。それでいて粗そ野やな表情や動作は迫はく力りよくのある美び貌ぼうを損そこなうことなく、荒あら々あらしい魅み力りよくを引き立てていた。

「てめえ、やはり十じゆう全ぜんの刺し客かくだったんだな」

　御み堂どう十全。行く宛あてもなく食べる物も尽つき、寒風を避さけるために逃にげ込んだコンビニの裏さえ追い出され、冷たい路ろ地じ裏うらで震ふるえていた自分を拾ってくれた神様。

　神の名を傲ごう然ぜんと呼び捨てる無ぶ礼れいに眼を剝むいたが、気道を締め上げられているため諫いさめることもままならない。だがその意い図とは伝わったらしく、少年の気配が険けんを増した。

「この期ごに及んで、まだあいつのために怒るのか。いいか、俺は女に手を上げるのは趣しゆ味みじゃねえ。だからといって、命を狙ねらわれてすんなり許してやるほど馬ば鹿かでもねえ」

　いい加減なオールバックの下、沸ふつ騰とうするような怒りに煮にえたぎる視線がわずかに少女の顔から逸それた。彼の下、少女は座布団から畳たたみにかけて細い手首を投げ出しているが、よく見ると白い皮ひ膚ふに何かが押しつけられたような痕あとがくっきりとついている。

　それは指の跡だった。その首を容よう赦しやなく捕とらえた指よりも太くて長い、獣けものの指が彼女の両手を上から押さえ込んでいる。

「おまけにてめえは、馬鹿にできねえワンダーの使い手のようだからな。ちょっと俺に似てるか」

　常人には体格のいい彼の下、小こ柄がらな少女が柔やわらかな赤毛を哀あわれに散らし、力なく横たわっているように見えるだろう。

　しかし共に常人は持たざる異能・ワンダーの使い手、ストーリーテラーと呼ばれる二人だ。少女には彼に半なかば重なるように生じた獅し子しのような獣が、グルグルと喉を鳴らしながら自分の両手首を押さえつけている様さまが見える。彼には少女の肘ひじから先が、艶つや々つやとした漆しつ黒こくの毛に覆われた狼おおかみのそれに変じている様が見える。




『ほう、なかなかに強く、美しいワンダーだな』




　両親にも信じてもらえなかった異能を初めて知覚し、賛さん辞じまで贈おくってくれた十全。そう言う十全自身、及び彼が操あやつるワンダーこそが、妖あやしいほどに美しかった。初めて見る他人のワンダーに目を奪われ、「神様みたい」と思わずつぶやいた声も余さず聞き留め、「素す直なおないい子だ」と褒ほめてくれた。




『求める者の目にだけ、私は神として映るのだ。そして求める者に対しては、ちゃあんと神として振る舞ってやる』




　彼特有の言い回しは意味がよく分からなかったが、続く言葉は簡かん潔けつで、飲み込みやすかった。




『私は御堂十全。世をはぐれたストーリーテラーズの集団、デッドカントリーの王。お前が私の役に立つのなら、側に置いてやろう。だが、そうでなくなったら……分かるな？』




　よく分かった。ぎりぎりのところで差し伸べられたこの手は決して、ただここに在ある自分の存在を、丸ごと許容してくれる訳ではないのだと。

　だからこそ信じられた。

　親にも理解されない自分が、なんの見返りもなしに受容されるはずがない。金を払わずに物を盗とるのは泥どろ棒ぼうだ。存在を許容してほしければ、存在価値を示すしかない。

　この神の期待に、応こたえ続けなければならない。

　そう誓ちかった日から二年弱、窓の外からは気の早い蟬せみの声。絵に描いたような日常に紛まぎれて目的に近づき、非日常の力を行使するため甘い声を出してすり寄った。

　十全のところから逃にげてきました、どうか哀あわれな私をお救い下さいと。これまで何度も似たような手を使い、神の期待に応えてきたように。

　だが、さすがは我が神が目の仇かたきにする一族の男。慣れ親しんだ手はまるで通じず、やむを得ず次の手を繰くり上げて襲おそいかかったが、勝負は一いつ瞬しゆんにして決した。ひどくあっさりと敗者にされてしまった少女には、最早脆もろく強がる道しか残されていない。

「き、さま、みたいな、やつには、わから、ない」

　先ほどまでの媚び態たいはどこへやら、精せい一いつ杯ぱいの力で眼前の男を睨にらみつけるが、格の違いは明らかだった。まだワンダーに目覚めて間もないはずなのに、さすがこの成じよう願がん市しでは知らぬ者のない天あま瀬がせに連つらなる家の男。家柄に恵まれ、容姿に恵まれ、環かん境きように恵まれ、ストーリーテラーとしての素そ養ようにまで恵まれているとは。

　自分はこの能力のせいで、全てを失いかけたのに。「赤あか頭ず巾きん」の魅み了りようも、「狼」の爪つめも、まるで歯はが立たなかった。

「わたしには、あのひと、だけ。だから、きさまなど、ころして、や、る……」

　はくはくと唇くちびるを震ふるわせながら、少女はせめてもの呪じゆ詛そをまき散らし続ける。拘こう束そくを解とこうともがく体の上で揺ゆれる胸むねへと、彼は鋭するどい視線を向けた。華奢な体には不ふ釣つり合いなぐらいに育った胸を見据える瞳ひとみに好色さはなく、むしろ忌いま々いましそうに舌した打うちする。

　聞けばこの男、野や性せい味みあふれる魅力ゆえに幼おさない頃から異性に取り囲まれ、同性からは畏い怖ふに近い尊敬の念を向けられてきた、生まれながらの勝ち組であるとか。庇ひ護ごを求めたふうを装よそおい、露ろ骨こつに媚こびを売る少女など、食べ飽あきた菓か子しにすぎないのだろう。まして長年の仇きゆう敵てきが放った暗殺者となれば、毒どく入いり菓子にも等しい。

「十全のワンダーに心を凍らされた、か……馬鹿なやつだ。大方ストーリーテラーを認めない世界への復ふく讐しゆうが餌えさってとこか？」

　馬鹿の一つ覚えだな、と吐き捨てた男の口から再び出た神の名に、少女はびくりと震えた。




『分かっているな？　私の可か愛わいい赤頭巾でいたいなら、天瀬風ふう雅がの番犬を務つとめるあの男を始末するのだ』




　遅ち効こう性せいの毒を凝こごらせたような甘い美貌の神が、頭の中でささやく。彼の力に支配された心しん臓ぞうが強く脈みやく打うち、余計に締しめつけられて苦しみが増した。

　この痛みすら、神から与えられた罰ばつ。

　十全の期待に応じられない自分が悪いのに、見捨てられる不安から信しん仰こうを揺らがせてしまう己おのれの弱さが憎にくい。ワンダーによる束そく縛ばく抜きにして、鉄てつ壁ぺきの忠ちゆう誠せいを貫つらぬく者もいるというのに……！

「だが……そうだな、まだ間に合いそうだが……」

　何かを考え込んでいる男の声など耳に入らない。仇敵暗殺に失敗した今、ここでからくも敗走したところで、あの美しく残ざん酷こくな神が自分を許してくれるはずがない。ただでさえ最近、ワンダーの伸のび悩みを指摘されていたのだ。



















『お前のワンダーは珍めずらしいタイプだからな。だからもう少しだけ、猶ゆう予よをやろう。しかし、次にしくじれば……分かるな？』




　これが最後のチャンスであることを自覚し、単独での出しゆつ撃げき命令を受けた。そのチャンスもすでに消え去った。

　神様は今度こそ私を見捨てる。

　さらにひどく心臓が痛んだが、回かい避ひできない未来はどうしようもない。ならせめて、と思いついたことが、復讐と忠誠に縛しばられた胸へとわずかなひびを生じさせた。

「おねえちゃん」

　御堂十全のワンダー、「冷血王ハートレスキング」。その能力によって凍いてついた心に、たったひとりの理解者である姉の笑顔がひびを伝って染しみ通る。幼い頃から幾いく度ども踏ふみつけられ、凍りつくことで保たれていた心が、ほろほろと砕くだけていくのが分かった。

「たすけて」

　は、と目の前の男が冷たく笑う。十全が目の仇にしている男の態度は、皮肉にも彼によく似ていた。

「お前、姉がいるのか。そいつもデッドカントリーの一味なのか？　生あい憎にくだが、うちの警けい備びは天瀬の本家同様甘くねえぜ。今回は油断したが、十全の野や郎ろうが女ひとりでも突っ込ませてくると分かった以上、今後はこんなに簡単に俺と会うことはできねえ」

　鼻で笑われ、拘束されたままの首を許される範はん囲いで振った。違う。助けてほしいのは自分のことではない。

「おねがい。おねえちゃんを、たすけ、て」

　頼める義理ではないことは分かっている。しかし神に見放され、単身敵てき陣じんに飛び込んだ身では、他にすがるものがなかった。

「おねえちゃんに、ワンダー、ない。わたしが、やくに、たてなきゃ……おねえちゃん、が、ころされ……る」

　異能ワンダーを持つ妹を庇かばったために、共に家を追い出された優しい姉。ワンダー以外に能のない自分は十全に見放されれば行き場はないが、家庭的で家事万能の姉なら、きっと大丈夫。

「わたし、じかんまでに、かえらないと……ころすって……だから……」

　いつしか両腕に凝こごらせたワンダーは消えていた。ただの少女に戻った彼女のか細い願いを黙だまって聞いていた男は、太い眉まゆをぴくりと跳はねさせる。

「俺は一応、てめえに命を狙われたんだぜ。当然、てめえの姉を助ける義理はねえ」

　この上なく当たり前の反応だった。しかし、無用な怒りを買っただけかと絶望した瞬しゆん間かん、厳おごそかな問いかけが降ってきた。

「だが……日ひ野の宮みや茜あかね子こ、だったな。お前、俺の役に立つと誓うか」

　首の縛いましめが外はずれ、大きな手が左胸の上方十センチほどのところに移動した。彼の動きに合わせ、黄おう金ごんの被毛をなびかせた獣……「美しき獣ビユーテイフルビースト」の分厚い手の平も同じ高さに移動する。

　首を絞められ続けたために四し肢しが麻ま痺ひしている茜子は、思わぬ展開についていけない。戸と惑まどう彼女の肩かたを、彼はもう片方の手でしっかりと固定した。

「誓うならこの空そら宗むね雄ゆう大だいが、てめえも、てめえの姉も、助けてやる」

　何も言えずにその顔を見つめていると、雄大は焦じれたように催さい促そくしてきた。

「誓わねえのか。なら、てめえも、てめえの姉も死ぬぞ」

「ち……ちか、う。ちかい、ます」

　己はさておいて、姉を引き合いに出されればうなずかない訳にもいかない。棒ぼう読よみで誓いを立てると、雄大は小さくうなずいた。

　空中に留とどまっていた獣の手の平が静かに下りてくる。それは茜子の胸を傷つけることなく、ずぶりとその内部に潜もぐり込んだ。

「なにっ……!?」

「動くな!!」

　異様な感覚に動どう揺ようした茜子を上から押さえつけ、雄大は慎しん重ちように獣の指を動かす。

　一見エロティックな光景にも見えるが、彼を包む肌はだを刺さすような緊きん張ちようがそうと感じさせない。よほど集中しているのだろう、額ひたいに結んだ汗がぽたりぽたりと落ちては茜子の服を濡ぬらす。

「美しき獣ビユーテイフルビースト」の指先が自分の肉体の中をさまよっている。思わず息を止めた茜子の胸の中、凍てついた心臓に温かな感かん触しよくが触ふれた。

「こいつか……」

　く、と小さく息を詰めた雄大がきつく眉み間けんにしわを寄せた。彼の集中力に同調し、茜子も思わず息を吞のんだ時だった。

　穢けがれなき乙女おとめの強い愛が、獣と化した王子に人の心を取り戻させたように。

　心臓に刺さり、心を凍らせた氷の欠片かけらが、獣の高い体温に溶けていく。

「動くんじゃねえぞ……」

　吐と息いきのような命令に合わせ、大きな手の平がそうっと心臓を包み込む。高い体温を染みこませるように、そっと、そっと。

「あ……」

　ワンダーは精神の具現だという。ならば今自分の心を包み込む熱が、彼の心の温度なのだ。人より高く思えるそれが胸に染み通り、心臓を縛める氷が跡形もなく消え去る様を、茜子はあ然としながら感じていた。

「あ、ぁ……」

　素すのままの感情が乗った、温かな血が体を巡めぐり始めたのが分かった。それにつれて世界が変わっていく。

　いや、正確に言えば、世界は何一つ変わっていない。変わったのは茜子の認識にすぎないが、とどのつまりは同じことだ。

　十全という絶対神への畏い敬けいに近い崇すう拝はいの念が薄れていく。同時に雄大に抱いだいていた殺意もまた、霧きりが晴れるように消えていく。

　死の氷から解き放たれて、生まれ直したような気分だ。呆ぼう然ぜんとしながら汗で貼はりつく前まえ髪がみをかき上げると、色を変えた視界の中、雄大がじっとこちらを見ていることに気づいた。

「……おい、どうだ、気分は」

　ふーっと大きなため息をついた雄大は、茜子と同じようにぞんざいに前髪をかき上げて身を起こした。いまだ額ににじむ汗を手の甲で拭ぬぐいながら、茜子が手をつけずにいた茶を飲み干す横顔に問いかける。

「……どうして……？」

「誓っただろ」

　空からになった器うつわを卓に置いた雄大は、放り出していた上着を手に取った。形はいわゆる長ランのようなそれだが、色は真まっ白しろで、差し色としてところどころに金が使われている。その背を守るように立つ「美しき獣ビユーテイフルビースト」の黄金の被毛がよく映えて、猛たけ々だけしくも美しい。

　十全も恐ろしくきれいな男だが、闇を従えて輝かがやく月のような彼とは対極の美だ。我われ知しらず見み惚とれていた茜子であるが、彼が突然身み繕づくろいし始めた理由に気づいてはっと瞠どう目もくする。

　どこへ行こうというのか。起き上がろうとした茜子を、雄大は眼で制した。

「まだ動ける状態じゃねえだろ。てめえはそのまま、そこで寝ていろ」

「そん……うぶっ」

　言いつけを無視して上体を起こそうとした茜子に、なぜかこの時期に半はん纏てんが投げつけられた。いつの間にか部屋の外に出て行った「美しき獣ビユーテイフルビースト」が持ってきたようである。

「暑いだろうが他にねえんだ、着てな」

「い、いや、しかし」

「逆らうんじゃねえ。うちに女物はお袋のか、お手伝いさんのしかねーんだ、我が慢まんしろ。とにかく、ンな格好で人の家の中をウロウロするな」

「……お手伝いさん……」

　妙みように可愛い単語を思わず繰り返してしまった茜子は、雄大にじろりと睨まれて慌あわてて半纏を手に取った。

　誘ゆう惑わくを最初のステップとして戦うスタイルである茜子は、ノースリーブの膝ひざ丈たけワンピース一枚きりという格かつ好こうだ。もみ合っている最中にめくれた裾すそも、心臓が氷こおり漬づけの間は特に気にならなかったが、今となっては気き恥はずかしい。

　汗まみれの肌に半纏の分厚い布地が貼りついて気持ち悪いが、着ないという選せん択たく肢しはなさそうだった。ぴったり足を閉じ、ワンピースの上から半纏を羽は織おっている間に、白い制服姿になった雄大は応接室を出て行こうとする。

「貴き様さまは……どこへ行く」

「決まってんだろ。十全の野郎と決着をつけに行く」

　馬鹿じゃねえかとばかりの、尊そん大だいな口く調ちようだった。そういう言い方も、やはり十全に似ていた。

「てめーが慕したうあの王様は、残念ながらあまり部下を信用していないようだな。監かん視し役やくが家の側に張りついていたぜ。俺の仲間がそいつを尾び行こうしてくれたおかげで、ようやくあの野郎とサシでやり合えそうだ」

　飽きっぽい上に、一いつ箇か所しよに留まって居場所が知れることを嫌いやがる十全は、頻ひん繁ぱんにねぐらを変えるのだ。ついに尻尾しつぽを摑つかんだ喜びが、不敵な笑えみとして表れていた。

　雄大からしてみれば渡りに船。茜子にしてみても、今となっては願ってもない展開と言えるかもしれない。

　だが確かに、胸は痛んだ。すでに十全のワンダーからは解放されているはずなのに。

　うなだれた茜子からふいと眼を逸らし、雄大は事もなげにつけ加えた。

「だからついでに、お前のねえちゃんもどうにかしてやる」

　弾はじかれたように顔を上げた茜子は、胸の痛みも忘れてさっきと同じ問いを繰り返した。

「ど、どうして……」

「だから、誓っただろうが」

　呆あきれたように繰り返されたが、呆れるのは本来こっちである。

「噓うそかもしれないのに……？」

「俺に噓をついたのか？　なら後でぶっ飛ばすが、お前が噓をついたようには見えねえ」

　当たり前のように言われて二の句を失った。噓はついていない。ワンダーのせいで散々噓つき呼ばわりもされたし、十全の命めいを果はたすためならば時には心にもない媚を口にしてもきたが、先ほどの懇こん願がんは噓ではない。

「でも……いくら誓ったからといって、どうして私を助けた!?　下へ手たをすれば、貴様も十全様に心を凍らされて……!!」

　取り乱す茜子の言葉をさえぎるように、彼はくるりと振り返った。長ランもどきの裾が華か麗れいに翻ひるがえる様が眼に鮮あざやかだ。

「てめえらストーリーテラーのせいで、俺と兄貴分たちは今まで散々迷めい惑わくを被こうむってきた」

　過去の面倒ごとを思い出しているのか、その顔はいかにも忌々しげである。責められているように感じてぎゅっと唇を嚙かんだが、次の瞬間、雄大の表情からはあっさり険が消えた。

「だが、受け皿がないからストーリーテラーは十全の野郎に簡単にそそのかされ、犯罪に走るんだろう？　俺はつい一年ほど前にストーリーテラーとして目覚めたばかりだし、てめえも知ってのとおり、いろいろと恵まれて生まれついたんでな」

　堂々と自じ慢まんしているようでありながら、雄大は一瞬鼻の頭にしわを寄せた。茜子がビクッとしたのを見ると、すぐにさっぱりした表情に戻ったが。

「だからお前のように、ずっと虐しいたげられてきた者の気持ちは分からねえ。でもな、刺客が来るたびぶん殴なぐったところでイタチごっこだ。根本的な解決にはならねえってことぐらいは分かる」

　一いつ般ぱんの犯罪者と同じ構図だ。一時的に刑けい務む所しよに収しゆう監かんしたところで、解放された後の行き場がなければ再び悪事に手を染そめるだけだろう。他に、生活の手段がないのだから。

「だから俺と仲間たちが、受け皿を作った」

　そう言うと彼は、にいと口の端を引き上げて笑った。

　一時間ほど前、初めて顔を合わせた時から雄大はしかめ面つらだった。特に体をすり寄せ、十全から逃げたい、助けて下さいと訴うつたえた時が一番しかめ面だった。しかめ面と嘲ちよう笑しよう以外に表情パターンがないのだろうかと思っていた分、意外なほどに気さくな笑顔に眼を奪われる。

「受け皿……ワンダーランドのことか？　馬鹿げている。そんな、きれいごと……」

　美しくも残酷な神の束縛を逃のがれた心臓が、とくとくと脈打ち、熱い血を全身に運んでいくのが分かる。最後の抵てい抗こうとして発した声は、情けないほど弱々しかった。

「……恥ずかしい名前なのは認めるが、他にしっくりくるもんもねーし、そこはお互たがい我慢しようぜ。大体十全のデッドカントリーだって、相当恥ずかしいだろうが」

　ワンダーランドの創始者であり、統とう治ち者しやである雄大も名称にはいささか抵抗がある様子だが、掲かかげた理想自体は否ひ定ていしようとしない。かりかりと頰ほおをかくと、照れ隠かくしにか再び背を向けた。

「とにかくだ。役に立つと誓った以上、お前はもう俺の部も下の。回復したらこき使ってやるから、おとなしくここで待っていな」

　後ろ姿で素そっ気けなく言い放ち、遠ざかっていく広い背中。

　姿は見えなくなっても、彼の声が、存在が、温ぬくもりが、自由になったはずの心臓を包んで放さない。十全から受けたワンダーによる束縛とは似ているようで、明らかに違う。

　胸が苦しい。なのに嬉うれしい。初めての感情に戸惑いながら、必死に叫さけぶ。

「待て、そんな、私は十全様に捨すて駒ごまにされる程度のストーリーテラーなんだ！　なのに、こんな真ま似ね……!!」

「勘かん違ちがいするな、てめーのねえちゃんのことは、あくまでついでだ」

「だが！　私を助けたことは……!!」

「おい、碧へき人と、銀ぎん之の助すけ!!　それに無む縫ほうの兄貴!!　出かけるぞ。今日こそ十全の野郎との因いん縁ねんに、ケリをつけてやる!!」

　自じ尊そん心しんをすり減らしながら制しても、雄大は無視だ。ワンダーランドの中ちゆう核かくを成す、三人の強力なストーリーテラーの名を呼びながら、部屋の外に出て行った。

「よっしゃあ、この時を待ちわびていたぜ!!　行くぞ碧人、グズグズしてっと置いてくぞ!!」

「落ち着け、銀。君はすぐ頭に血が上のぼるんだから……とはいえ、僕も正直、あまり冷静とは言えないな」

「おー、二人ともやる気ジューブンじゃん？　じゃ、俺がいなくても……ジョーダンだって、睨むなよぉ、雄大。今日ぐらいは働くに決まってんだろ。この無縫様が、風雅兄貴と英え里りさんの分まで、ボッコボコにしてやる!!　そしてやっと、この能力ともおさらばだ!!」

　雄大が出てくるのを待っていたようだ。三者三様の声が血けつ気き盛さかんに応じ、一ひと塊かたまりになって行軍を始めたのが分かる。

　すぐに動ける状態ではないとはいえ、雄大の命を狙った茜子をひとりで放り出して。

　あ然としながら、しかし起き上がることもできず、体感時間で三十分ほど経たっただろうか。どこからか二人分の足音が近づいてきて、応接室の扉とびらが開く。さすがに見張りぐらいつけないとまずい、と思ったのだろう。十全が自分にそうしていたように。

　それにどこか傷ついた茜子の眼に、信じられない姿が映った。




『お前が万一雄大を倒せたら、こいつらを必ず生きたまま私に献けん上じようしろ。いいか、生きたままだぞ。絶対に殺すな、傷もつけるな！　やつらは私の獲え物ものだ!!』




　珍しく感情を露あらわにした十全の声と共に、突きつけられた写真の中で微笑ほほえむ恋人たち。数年前に隠かくし撮どりされたものとは聞いていたが、間違いない。

「あ、天瀬風雅に、英里……!?」

　片方は雄大と同じぐらいガタイがいいが、どこかぽややんとした青年。もうひとりはお嬢じよう様さまがそのまま大きくなったような、おっとり系の美女。あの十全が最終ターゲットとする天瀬家の当主夫ふ妻さいが、揃そろって室内に入ってきた。

　絵に描いたような日本家屋にしゃれたスーツとワンピース姿の二人組だが、ここが応接室であり革かわ張ばりのソファと椅い子すが置いてあるせいか、奇き妙みようにマッチしている。

「ああ、君が新しく十全のところから来た子だね？」

　まるで近所の子供が遊びに来たような口振りで、風雅は笑った。

「私を……知っている、のか……？」

「ええ、さっき雄大さんに聞いたから。十全は、まだ雄大さんと風雅を殺そうとしているのね？　相変わらず、困った人……」

　英里も茜子が刺客だったことは理解している様子だが、二人揃ってどこか反応が鈍にぶい。というか薄い。氷の欠片を溶かされて無害化したと知っているにせよ、あまりにも信用しすぎではないか？　もしや雄大は、茜子のことを単なる被害者として紹介したのだろうか。

「ああ、そうそう、茜子ちゃん、これを着て？　全く雄大さんったら、いくら他に何もないからって半纏なんか着せちゃって!!　本当に朴ぼく念ねん仁じんなんだから!!」

　戸惑う茜子をよそに、薄手のカーディガン片手の英里はプリプリしている。当たり前のように触れてくる優しい指先を反はん射しや的てきに避よけようとすると、驚いたような顔をした。

「ごめんなさいね、勝手に触さわろうとして。でも、それ、暑いでしょう？」

　小首を傾かしげる姿は、三十代とは思えないほど可愛らしい。無理に若作りをしている訳でもないのに、自然なしぐさが愛らしかった。

　こういう女性が、十全様のタイプなのか。

　突然胸を刺した痛みに驚き、唇を嚙んでいる間に、英里が手て際ぎわよく半纏を脱ぬがせて白いカーディガンを着せてくれる。なんのためらいもない行動に改めて戸惑っていると、

「ん？　どうしたのかな。ああ、そうか、君は十全の刺客だったんだものね。ちょっと馴なれ馴なれしくしすぎたかな？」

　心を読んだように風雅が話しかけてきた。ぎょっとして後ずさった茜子に、包容力にあふれた笑みが向けられる。

「日野宮茜子、というのだね。雄大に聞いたよ。大丈夫、安心して。君はもう十全の支配下にはないし、君のお姉さんも、必ず雄大が助けてくれるから！」

「ええ！　今度こそ、十全をぶっ飛ばしてね!!　あら、いけない、私ったら」

　天瀬夫妻ののんきな会話のテンポに飲み込まれそうになっていた茜子であるが、ふと心臓が冷たくなった。まるで抜かれたはずの氷の欠片が、息を吹き返したように。

「──できるはずがない」

　きょとんとする二人が急きゆう激げきに憎らしくなってきた。なるほど、茜子ではなく雄大を信用しての態度なのだ。夫婦揃ってストーリーテラーでもないくせに、どうしてここまで能天気でいられるのか分からない。

「十全様の『冷血王ハートレスキング』は心を凍らせるだけのワンダーじゃない。私なんかより、よっぽど強力なストーリーテラーも多数お側にいる。勝てるはずがない……!!」

　雄大など、たかだか一年ほど前にワンダーに目覚めたばかりの男ではないか。これまでの快かい進しん撃げきは、十全その人と直接ぶつかったことがないからにすぎない。

　絶対に勝てない。殺される。茜子を救い、姉を救おうとし、自分では気の利きいた服を用意できないからと英里に声をかけてくれたらしいあの男が、元々の目的であったにせよ、自分の願いをきっかけにして殺されてしまう……!!

「大丈夫だよ、茜子」

　赤毛を振り乱して訴える茜子に、風雅がまた優しく微笑みかける。

　いかにもおぼっちゃん然とした人のいい笑顔は、これまでの茜子であればうっとうしいものでしかなかっただろう。しかし十全の能力から解放されたことに加え、風雅自身が持つオーラのようなものが反発を感じさせなかった。

　天瀬家はかつて、他者を癒いやす力を持っていたという。ストーリーテラーとは異なる異能であるそれは、時を経へるにつれて失われていったそうだが、風雅の微笑みには癒しの力の一片が残っているように感じられた。

「雄大は、やると決めたらやり遂とげる子だよ。とはいえ危険がないとも限らないから、僕らもこっちに避ひ難なんするようには言われたけどね。だから大丈夫、安心して」

　さすが、十全に命を狙われ続けているのに生き延のびてきた男というべきか。不ふ思し議ぎな説得力にあふれた言葉につり込まれ、茜子は思わずうなずいてしまった。

「……そう……ですね。あの男なら、もしかして……」

　確かに、雄大ならやり遂げるかもしれない。少なくとも彼は、十全という神に繫つながれた鎖くさりは断たち切ってくれたのだ。

　育ち始めた信頼が顔に出たのか、やにわに英里の表情が曇くもった。

「あら……茜子ちゃんも、もしかして、雄大さんのこと……」

　妻の懸け念ねんに気づいて、風雅もいきなり歯切れが悪くなる。

「あー……うん、雄大を信用してくれていいよ。でもさ、茜子。一言だけ忠告しておこうか」

　突然風向きが変わったことは分かっても、言わんとしていることは見当がつかない。訳が分からず見上げると、風雅は表現を探すように瞳をさまよわせている。

「あのね、雄大は兄貴分の僕から見ても、すばらしくいい男だ。今時珍しい硬こう派はなタイプでね。手て前まえ味み噌そながら天瀬の分家である空宗の御おん曹ぞう司しでもあるし、生まれながらに地位も名誉も持っている」

「……はあ、そのようですね。自分でも言っていましたし」

　十全の部下たちの中でネットスラングに詳くわしい者が言うところの、『イケメン爆ばく発はつしろ』というやつだろうか。働きの悪い茜子は限りなく機能を制限された通信機しか持たされておらず、その手のことには疎うといのだが。

「うん、そうだ、雄大は自分が置かれた立場もよく分かっている。だからこその忠告だよ、茜子。君はとっても魅力的な女の子だと思うけど、雄大の優しさに、あまり過か剰じような期待は……ん？」

　何を心配しているのか、熱心にしゃべっていた風雅の言葉が途切れる。茜子もピクッとまつげを震わせた。

「……この、足音」

「ええ、たぶん、雄大さんたちよね……？」

　戸惑う英里の眼の前で、応接室の扉が勢いよく開く。

「よお」

　そこには出て行った時と、ほとんど変わらぬ雄大の姿があった。

「え、えっ？　雄大さん……まさか、もう」

　彼らが出かけていってから、まだ一時間ほどである。いくらなんでも戻りが早すぎる上に、あの十全を倒すために出かけたわりには、疲労した様子がなさすぎた。

「貴様、そんなに簡単に、十全様を……!?」

「あいつの話は後だ」

　素っ気なく言った雄大が扉の脇わきにずれた。入れ替わりに、細い肢し体たいがおずおずと室内に足を踏み入れる。

　十全の意向により白黒のメイド服を着ているが、本来の彼女の趣味ではない。同じく無理やり伸ばすように強要されていた肩にかかる長さの髪が乱れ、顔も薄うす汚よごれているが、茜子を見た瞬間瞳に強い光が灯ともった。

「茜子！」

「透とう子こおねえちゃん……!?」

　最愛の姉の姿を眼にした茜子が透子に飛びつく。それまでどこか遠えん慮りよがちだった透子も、再会できた妹以外眼に入っていない。ただ強く互いの存在を、無事を確かめるように、固く抱ほう擁ようを交かわした。

「ほらね！　さすが雄大、僕の自慢の弟分さ!!」

　無む邪じや気きに喜ぶ風雅の声で、茜子はようやく我に返った。優しいまなざしに気づいて瞳を巡らせれば、表情だけはぶっきらぼうなままの雄大と眼が合う。

「空宗……雄大」

　呆然と彼の名をつぶやいた茜子の瞳から涙が零こぼれ、滑なめらかな頰を音もなく伝い落ちた。それを見た雄大はフッと笑うと、「ま、しばらくは、姉し妹まい水入らずにしておいてやるよ」とつぶやいて踵きびすを返そうとする。

「ま、待って！　待って下さい!!」

　透子から離れた茜子は、急ぎ白い背中を追った。彼の服の長い裾をはっしと握にぎり締め、振り向いたその顔を熱っぽく見上げる。

「雄大……いえ、雄大……様」

「……あ？」

　ふるふるとまつげを震わせる茜子から、媚の気配を感じたのだろう。見下ろす雄大の眉間に、たちまちしわが寄った。

「あ、茜子、ごめん、ちょっと遅かったかな？」

　危険な空気を察した風雅が、中断していた忠ちゆう告こくを再開させる。何度もこういう場面に立ち会っているらしく、切せつ羽ぱ詰つまった様子で語る声はかなり大きい。

「あのね、雄大はほら、老ろう若にやく男なん女によ問わず誰だれにでもこの調子だから。特に女の子は、みんなすぐに雄大のことを好きになっちゃうけどさ。残酷なことを言うけど、君だけ特別って訳じゃないから!!」

「──もちろんです、そんな畏おそれ多い!!」

　何を言っているのかと、茜子は風雅以上の大声できっぱり明言した。あまりの勢いに眉間のしわも吹き飛んだ雄大を、再びうっとりと見上げる。

「神は全てを平等に愛するもの。そして信徒は、神へ純じゆん粋すいな愛を捧ささげるもの」

　陶とう然ぜんとした表情は、恋する乙女のようでいて決定的に何かが違う。見返りを、成じよう就じゆを求めぬ、それでいて無む償しようの愛には遠い。捧げること自体を目的とした想いは、相手に与える影えい響きようをまるで考こう慮りよしていない。

　拾われた直後に十全へ向けていたものと全く同じ感情を、茜子はためらいなく雄大へと向けた。かつての神ならば、全てを見み透すかしたような笑みと共に苦もなく受け止めてくれたからだ。雄大は限りなく無反応に近いものの、かすかに瞳をすがめているが。

「雄大様……刺客である私でさえ危険を顧かえりみずに救って下さったその偉い大だいさ、器の大きさに、日野宮茜子、感服いたしました……」

「……まあ、てめーが初めてじゃねーしな……」

　チラリと側にいる仲間たちに視線をくれる雄大であるが、茜子のまなざしは揺らがない。

「その上あのクソ十全をぶっ殺し、おねえちゃんまで助けて下さるなんて！　あなたこそが正に真の英えい雄ゆう!!　私は自分のちっぽけさを痛感しております。あなたのような方が、この腐くさった世界に実在したなんて……いえ！　あなたがいらっしゃるのですから、世界は腐ってなどいない!!　腐っていたのは私の眼ですね、申し訳ありません!!」

「……いや、十全自身は俺たちが踏み込む前にまたトンズラこきやがったから、結局戦っちゃいねーんだが……」

　だからこんなに早く帰ってきたんだ、と言い訳でもないことを言い訳がましく並べる雄大を、横から兄貴分である天瀬無縫がからかった。

「おっ、珍しい、雄大が女の子に押されてる～」

「うるせぇ!!」

　よほど動揺したのか「美しき獣ビユーテイフルビースト」と一緒にガルッと怒ど鳴なった雄大を、他の仲間たちも揶や揄ゆし始めた。

「おお？　どーしたよ、雄大。意外だなぁ、お前、そういう子がタイプ？」

「違う、うるせえ!!」

「はは、そうだね、君も茜子ちゃんにとってはタイプじゃないようだね。これはレアだなあ」

「うるせえっつってんだろーが!!」

　あまりの声量に透子は一瞬ビクッとしたが、茜子は「怒った顔もすてきです……」と熱く見つめている。ただしその表情はやはり、恋する少女のものとは違っていた。

「……あら、これは、いつもの心配はしなくていいのかしら？」

　英里が困ったように小首を傾げ、風雅は「うーん、うーん」とうなった。

「雄大、その……彼女たち、どうするんだ？」

　微び妙みように嚙み合わない空気の中、風雅がコソコソと相談し始めた。

「……他に行き場もねえようだし、とりあえず、ワンダーランドに入れるしかねえだろ……そのための受け皿なんだしよ……女はあんまり入れたくねーし、あくまで当座の話だが……」

　前髪をかき上げ、苦にが々にがしくつぶやく雄大の声はかなり小さかったのだが、敏びん感かんに聞き留めた茜子は大きくうなずいた。

「はい、雄大様がおっしゃるならば！」

　この先何百回も聞くことになる台詞セリフを聞いて、この時の雄大はただ肩を竦すくめるに留めた。彼女にかかった本当の呪のろいを解とく努力を怠おこたったことを、死ぬほど後こう悔かいする羽は目めになると知らずに。







　──この神の期待に、応え続けなければならない。
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　土曜の真夜中の公園には、昼とは違ったしめやかな喧けん噪そうが点在している。成じよう願がん市しの中心からやや外はずれた位置にあるものの、名前だけは中央公園と呼ばれる広い敷しき地ちのあちこちには、茂しげみや東あずま屋やなど、適度に身を隠かくす場所が散らばっている。そこかしこで若い恋人たちが愛を語らうのに夢む中ちゆうだ。

　しかし本日はいささか様子が違う。数時間前、突然一組のカップルが悲鳴を上げた。周りのお盛さかんな連中と違い、ベンチに座って静かに愛を語っていたはずの二人は突然素すっ裸ぱだかになってしまったのだ。

「一体なんなの!?」

「ふ、不ふ思し議ぎな事件があちこちで起こってるとは聞いていたけどなぁ……」

　人体発火や集団神隠し、密室からの盗とう難なん事件など、奇き妙みような事件が増えているとの噂うわさは聞いていたが、まさか自分たちに火ひの粉こが降りかかってくるとは思っていなかったのである。慌あわててベンチの陰かげに隠れた二人の耳に、あちこちから同様の悲鳴が聞こえてきたのがそれから数分後。誰だれかが通報したのだろう、パトカーの音が聞こえてきたのは十五分後。

　駆かけつけた白衣の青年たちに当座の着替えを与えられ、キープアウトの文字が躍おどるテープで封ふう鎖さされた中央公園を出て行ったのが四十五分後のことだ。

　ショックで放心状態の二人は、自分たちを保ほ護ごしてくれた青年たちが非常に手て際ぎわがよくて頼もしいが、実は警けい官かんなどではなかったことを知らぬまま家いえ路じに就ついた。

　同時じ刻こく、封鎖された公園内では、揃そろいの白い制服に身を包んだ集団が今夜の事件を引き起こした犯人を追いつめつつあった。キリンだの象ぞうだの、動物を象かたどった遊具の隙すき間まを走りながら先頭の青年が叫ぶ。

「あいつだな。碧へき人と、頼んだぞ!!」

　スプレーで派は手でな銀ぎん髪ぱつに染そめた髪かみをツンツンと立たせた、バンドマンのような容よう姿しの青年が相方に合図を送る。心得て、優等生然とした細ほそ面おもての少年……別べつ院いん碧人が淡あわい色の髪を軽くかき上げた。

「ここで会ったが百年目、というやつだな。破は廉れん恥ちな野や郎ろうめ、これ以上好きにはさせないぞ!!」

　見た目にそぐわぬ勇いさましい口く調ちようで吐き捨てるなり、寝そべったパンダの形をした遊具に登って逃にげようとする小こ柄がらな人影へ腕うでを伸のばす。

「頼むよ、僕のお姫様。『眠らせ姫キラービユーテイ』!!」

　呼びかけに合わせて出現した彼の異能ワンダー、そのモチーフとするストーリーはもちろん『眠り姫』。緩ゆるやかに波打つ金色の髪を伸ばした愛らしい美び姫きだ。ただし楚そ々そと裾すそを引く蒼あおいドレスの下からは無数のいばらが垂たれ下がっており、犯人目掛けて一いつ斉せいに空くうを切った。

「ぎゃっ!?」

　首と腕に巻きついたいばらに自由を奪われ、犯人の動きが止まる。おっしゃ、とツンツン頭の少年がガッツポーズを決めながら前に出た。碧人と違って制服の前を開いているため、中に着込んだ蛍けい光こうイエローの派手派手なＴシャツが眼に痛い。

「よし、後は俺に任まかせろ!!」

「待て銀ぎん!!　まだ眠りの毒どくが回っていない!!　その上君のファッションなんか見せたら、余計に眼が覚めてしまう!!」

　碧人の制止を聞き流し、渡会わたらい銀ぎん之の助すけは握にぎった拳こぶしを夜空に向かって突き上げた。

「『時代錯誤の騎士アンテイークナイト』、推すい参さん!!」

　高らかな呼び声に召しよう喚かんされたのは、大きな盾たてと槍やりを構え、フルフェイスの兜かぶとで完全武ぶ装そうした甲かつ冑ちゆうの騎き士しだ。主あるじを真ま似ねたポーズで勇ましく声なき咆ほう吼こうを上げると、件くだんの犯人に襲おそいかかった。空から振ぶりも厭いとわぬ突進力は、元になったストーリーである『ドン・キホーテ』に負けていない。

　巨大な槍が犯人の肩に向かって叩たたきつけられる。しかし碧人の言うとおり、「眠らせ姫キラービユーテイ」が得意とする神しん経けい毒どくはまだ回りきっていない。当たりはしたが動きを止めるには至いたらず、逆に大振りの隙すきができた。

　しまった、と仰のけ反ぞった銀之助に、犯人が怒りに燃えた眼を向けた。その顔は碧人たちよりもさらに幼おさなく、せいぜい中学生だろう。銀之助のＴシャツを見て毒づく。

「チッ、男かよ、しかもえれー趣しゆ味みの……まあいい、ちっとはマシな格かつ好こうにしてやらあ。やれ、『はぎ取る王様ストリツプキング』!!」

　犯人のワンダー、王おう冠かんと真まっ赤かなマントだけを身に着けた小太りな王の姿が空中に出現する。そのモチーフである『裸はだかの王様』ならば全ぜん裸らを指摘されて恥はずかしがるのは王様だが、ストーリーテラーの独どく自じ解かい釈しやくにより出現したワンダーの力は異なる。

　ほっほっほ、と笑った王の手が銀之助に向かってマントを翻ひるがえした瞬しゆん間かん、銀之助は素っ裸になっていた。

「うぎゃっ!?」

　慌ててその場にへたり込んだ銀之助の背後で、碧人が肩を竦すくめている。

「やれやれ、銀のワンダーは、パワーは雄ゆう大だいに劣おとらないけど、相変わらず詰めが甘いな……」

　ぼやく碧人や「ふざけんな、あのシャツ二万したんだぞ!?」とわめく銀之助を捨て置いて、犯人の少年は公園の出口に向かって駆け出した。自由自在に相手が身に着けているものを奪う能力を用いて、彼を縛いましめていたいばらはすでに解かい除じよ済ずみだ。

「くそっ……!!」

　舌した打うちした碧人が走り出そうとした時だった。横合いから彼らと同じ、白い制服に身を包んだ小柄な影が飛び出した。

「碧人さん、あなたのワンダーはヤツとは相性が悪いようです。私にお任せ下さい!!」

　ポニーテールにした赤毛がふわりと揺ゆれる。意志の強そうな大きな眼が、キッと犯人を睨にらみつけた。一年前と違って凜り々りしい印いん象しようが強いものの、キュロットからすんなり伸びた足は健康的な色気を発散している。

「茜あかね子こ!?」

「だめだ、茜子ちゃん、そいつに近づくと……!!」

　銀之助と碧人が顔色を変えたが、犯人は突然現れた美少女に舌なめずりする。

「へえ、結構いいじゃん。今日見た中じゃあんたがピカ一だな。お前もそう思うだろ、『はぎ取る王様ストリツプキング』!!」

　逃とう亡ぼうの足を止め、少年は再びワンダーを出した。自分も年とし端はもいかない子供ではあるが、相手はさらに華きや奢しやな美少女であるとの侮あなどりが、その表情にありありと窺うかがえる。デッドカントリーに所しよ属ぞくしていた時代から、幾いく度どとなく見てきた表情。

　勝利への扉とびらだ。

「行くよ、『血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード』！」

　小さくつぶやいた彼女にほぼ重なるようにして、ワンダーが出現した。無む論ろんそのストーリーは『赤あか頭ず巾きん』だ。

　濡ぬれた頭巾から常にぼたぼたと赤い雫しずくを落としている少女の姿をしたワンダーを見ても、「はぎ取る王様ストリツプキング」を操あやつる少年は口の端はしを吊つり上げただけである。見た目こそ恐おそろしげだが、「眠らせ姫キラービユーテイ」のようにいばらを出すでもなく、「時代錯誤の騎士アンテイークナイト」のように武ぶ器きを構えている訳でもないからだ。

「馬ば鹿かめ、貴様も裸に剝むいてやる!!」

　下げ種すな叫びを上げ、少年が距離を詰めてくる。か弱き姿で相手を油断させる、それこそが彼女、日ひ野の宮みや茜子の第一のワンダーであるとも知らずに。『赤頭巾』の登場人物は、無力な少女以外にもたくさんいるというのに。

「はぎ取る王様ストリツプキング」のマントがばさりと空気を打った。同時に茜子は、赤頭巾の姿を引き裂さくように叫んだ。

「ウルフモード!!」

　次の瞬間、赤頭巾の姿は霧む散さんし、彼女の肘から先は黒い剛ごう毛もうに覆おおわれる。変化は体毛だけにとどまらず、筋きん肉にくが増加し、伸びた指先には研とぎ澄すまされた長い爪つめまでぞろりと生はえ揃そろった。

「なっ、うぐおッ!?」

　狼おおかみに変じた腕が一いつ閃せんし、少年の眼から光が消しよう滅めつする。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした獣けものの腕に袈け裟さ懸がけにされた「はぎ取る王様ストリツプキング」が消え、本体である少年も肩を押さえてその場に膝ひざを突いた。すかさず碧人がいばらを伸ばして眠りの毒を打ち込み、完全に無力化する。

「……ふう」

　任務完了、とばかりに息を吐く茜子であるが、彼女の仲間たちの絶ぜつ叫きようは大きくなるばかりだ。

「ぎゃあああああ、茜子！」

　ぎりぎりのところで「はぎ取る王様ストリツプキング」の能力は発動していた。月明かりの下、豊かすぎる胸むねを押さえつけるためのさらしまで奪われ、茜子は素す肌はだをさらして立っている。

　お気に入りのＴシャツを盗とられても文もん句くを言うだけだった銀之助が、顔色を変えて彼女に走り寄ろうとした。直後、いばらに足を取られて転倒した。

「碧人てめえ、何しやがる!!」

「それはこっちの台詞セリフだ、粗そ末まつなものを振り回すんじゃない!!」

　いつも銀之助に対して厳きびしい碧人は本日も厳しい。だが女性には優しい彼は、自分の制服の上着を脱ぬぐと、「眠らせ姫キラービユーテイ」の腕に渡す。

「茜子ちゃん、とりあえずこれを」

　斜ななめに視線を逸そらした碧人が、ワンダーを使って助け船を出そうとした時だった。

「茜子!!」

　鋭するどい叫びに続き、どかどかと派手に地を蹴ける足音が聞こえた。初めて会った時から聞き分けていた足音を聞き留め、茜子がぱっと表情を輝かがやかせる。

「あっ、この響ひびきのいい声と重じゆう厚こうな足音は雄大様！　うぶっ」

　飼かい主ぬしを見つけた子犬の笑顔が、乱らん暴ぼうに投げつけられた白い制服に包まれた。碧人のものはまだ彼のワンダーの腕にある。

「雄大様、じゃねえ、とっととそれを着ろ!!」

　はたして、茜子に駆け寄ってくるやいなや、自分の上着を部下に向かって投げつけた長身の男は空そら宗むね雄大だ。感情が激しているせいか、彼のワンダー……『美女と野や獣じゆう』のストーリーをモチーフにした「美しき獣ビユーテイフルビースト」まで姿を見せている。
















　元々強こわ面もての彼である。一年前、自分を救ってくれた時以上に険けわしい顔を見て、茜子はおろおろと眉まゆ根ねを寄せた。初対面の時の彼女が毛を逆さか立だてた子こ猫ねこならば、今は完全に飼い主の怒りに怯おびえる子犬だ。

「雄大様、ご足労いただく必要はありませんでしたのに……!!　ご安心下さい、最近世間を騒さわがせていたストーリーテラー『はぎ取る王様ストリツプキング』は、無事に捕ほ獲かく……」

「馬鹿野郎!!」

　びりびりと響き渡る大声に、茜子のみならず碧人や銀之助までビクッと首を竦める。

「も、申し訳ありませんでした！　すみません、支給品の制服を奪われてしまうなんて……」

「……そうじゃねえ。とにかく、ちゃんとこれを着ろ」

　ぶかぶかの制服を被かぶったまま、悲しげにうつむく茜子を下した目め遣づかいに見下ろしながら、雄大は不ぶ器き用ような手つきでその肩にきちんと服をかけてやった。

「ああ……思い出します、とっさに半はん纏てんを与えて下さった雄大様の優しさ、英え里り様にもさり気なく代わりの服を頼んでおいて下さった気き遣づかい……」

「……いや、いいからさっさと着ろ」

「はい、雄大様がおっしゃるならば!!」

「……ああ、そうしろ」

「はい、雄大様がおっしゃるならば!!」

　このループに入ったが最後、茜子から他の反応を引き出すのは不可能だ。最も早はやそれ以上言わず、ボタンを留めるのは本人に任せた雄大が、配下の少年たちをじろっと睨む。

　躾しつけのいい猟りよう犬けんと化した茜子の飼い主のような立場にある彼であるが、碧人曰いわく「どっちかというと、今じゃ雄大が茜子ちゃん限定の番犬」。

「おい、てめえら、見てねえだろうな」

　地を這はうような声で雄大が問えば、銀之助は馬鹿正直に答えた。

「いや、見えちまったからこそ、隠そうとうぐっ!!」

　語り出した銀之助の顔にいばらを巻きつけ、ついでに自分の上着も投げつけた碧人が、軽く右手を上げて宣せん誓せいする。

「見てないよ、本当に」

「……ならいいが」

　疑わしそうな彼の機き嫌げんを取るべく、碧人は笑ってつけ足した。

「いやあ、でもさすが雄大、茜子ちゃんのピンチにちゃーんと間に合うなんて!!　かっこよかったよ、まるで王子様みたいだった。それにしちゃゴツいけど」

　親友の意い図とを汲くみ取り、雄大の眼に浮かんだ凶きよう暴ぼうな光が和やわらいだと思いきや、

「ええ！」

　瞳をらんらんと光らせて、茜子が話に食いついてきた。

「もちろん、雄大様はいつもかっこいいのですけど！　私のていたらくを見すごさず、貧ひん相そうな体を衆しゆう目もくにさらさせまいと、駆けつけて下さった魂たましいの高こう潔けつさときたら……!!　自みずからの危険を顧かえりみず私を救って下さったあの時のまま！　さすがです、十じゆう全ぜんなどとは大違い……!!」

　まだ半分しか留まっていないボタンを放り出し、いつもの演説が始まった。

「ですが、あいつも一つだけ役に立ちました。雄大様とワンダーランドの未来に貢こう献けんできるようになったのも、ある意味あのクソ野郎のおかげですから!!」

『雪の女王』のストーリーを根にした「冷血王ハートレスキング」を操るデッドカントリーの王、御み堂どう十全の魔ま手しゆを逃のがれた茜子は、この上なく雄大を慕したっている。

「雄大様とお会いし、命を狙ねらい、仕損じて殺されかけ、救われた……この儀ぎ式しきが、私の魂の救きゆう済さいには必要だった。ああ、なんと偉い大だいなる英雄!!　圧あつ倒とう的てきな美しさと力でストーリーテラーズを導く王!!」

　絶対の英雄として、あるいは神として。

「うん、茜子ちゃん、いくら天あま瀬がせでもあまり長い間公園の封鎖もできないから、そろそろ引き上げようか？　あと悪いけど、胸元はもっとちゃんと留めよう？」

　苦笑した碧人は、意味もなく足元の小石を蹴っている親友に気遣いの瞳ひとみを向ける。

「……ま、なんだ、雄大。出会いが出会いだったから、こういう反応も仕方がないさ。面倒がって誤ご解かいを解とかず、放置していた君も悪いよ。今ではすっかりミイラ取りがミイラに」

「……うるせえし、微び妙みように意味違うだろ、それ」

　苦笑した碧人が肩に置こうとした手を、雄大は素そっ気けなく払い除のける。

「俺は十全みたいな化け物じゃねえ。ただの人間の男だってのに、無む防ぼう備びにすり寄ってきやがって……どうなるか分からなかったのかよ、クソ」

　苛いら立だつ雄大に気づかぬまま、茜子はまだ雄大様教演説を続けている。

「おーい、碧人、いばらを退どけてくれねーと、俺は服を着られねえんだけど……」

　いまだにいばらに包み込まれた銀之助の情けないうめきをよそに、演説はまだしばらく続いたのだった。










「血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード」、「美しき獣ビユーテイフルビースト」。歪ゆがんだ寓ぐう話わの呼称を持つ異能・ワンダーは、その使い手であるストーリーテラーのねじれた半身であるという。

　大たい抵ていは幼よう少しよう期きに発現するその姿は、同じストーリーテラー以外には見えない。いわゆる空想上の友人イマジナリーフレンドと同じ扱あつかいをされ、実際年を経へるにつれワンダーを失う者も多い。

　ごく一部の強力なストーリーテラーだけが、周囲に隠れて己おのれのワンダーを磨みがき、強力な使い手として成長する。しかしその過か程ていにおいて、異能ゆえに周囲から爪つま弾はじきにされる者も多い。

　何せワンダーはストーリーテラー以外には、見えもしなければ触さわれもしない。そのくせストーリーテラー側が意図すればワンダーの異能で、あるいは体で触れ、干かん渉しようすることが可能。よく言えば妖よう精せい、悪く言えば悪あく霊りようのような存在である。気味悪がられるのも仕方がない。

　日野宮茜子も、強力なワンダーを持つがゆえに世間に馴な染じめないストーリーテラーのひとりだった。二つ年上の姉である透とう子こはストーリーテラーではなかったが、妹の言葉を信じ理解しようと努つとめてくれた。だが両親は茜子を疎うとんじて、彼女を庇かばった姉と一緒に家から放り出したのだ。

　行き場のない二人を拾い上げてくれたのが、強力無む比ひなワンダーの使い手である御堂十全。彼は能力ゆえに社会に馴染めぬストーリーテラーたちをまとめ上げ、デッドカントリーという犯罪者集団を作り上げていた。自分たちを受け入れない世界の中に、暴ぼう力りよくとそれにより得た財力や人じん脈みやくを使って牙が城じようを築きずこうとしていたのだ。

　最初は怯えるばかりの茜子だったが十全のワンダーによって心を凍らされ、忠ちゆう誠せいを誓ちかい、命めいじられるままに汚よごれた仕事をこなしてきた。透子はワンダーによる支配こそ受けなかったものの、細々とした雑事を言いつけられ、まるで召めし使つかいのように働かされた。互たがいを人ひと質じちとされた姉し妹まいは逃げ出すこともできず、十全に仕つかえる従順な人形となったのだ。

　デッドカントリーでの日々を思い出すだけで胃いの底が冷える。気まぐれな王の機嫌を損そこねぬよう、毎日が細い綱つなの上を渡るような、神経を削けずる暮くらしだった。

「だけど、あのつらかった日々は全て、雄大様にお仕えするための前奏曲プレリユード……」

「はぎ取る王様ストリツプキング」を捕ほ縛ばくした翌よく日じつの朝のことである。上着としていた制服がないため、パーカーとキュロットだけ着ている茜子は、雄大の後について広大な日本庭園の一画を歩いていた。

　雄大の生家である空宗邸ていの中だ。すぐ後ろで雑ざつ談だんしている碧人や銀之助は茜子より前からここで暮らしているにもかかわらず、いまだに「大だい名みよう屋や敷しきか」と呆あきれるレベルの、時代がかった巨大な屋敷は庭も実に見事なもの。映画のセットとして使わせてもらえないか、と頼まれることも多いらしい。

　残念ながら、映画のセットに貸し出すことは絶対にできない。なぜなら広い敷地の一部は茜子たちのように世間に弾はじかれたストーリーテラーの楽園、ワンダーランドとして開放されている。下へ手たな映画では再現できないような光景が日常茶さ飯はん事じであるからだ。

　この場所が、引いては雄大の存在がなければ、自分と姉は今でも十全の奴ど隷れいであり続けたのだろう。そう思うたび茜子のさらしにつぶされた胸は、感謝と誇ほこりに満ちるのだ。ポケットに手を突っ込み、無言で歩を進める雄大の背中を見つめて、ほう、と息を吐く。

「冬があるから春が尊とうといんだもの。いえ、雄大様に似合うのはどちらかといえば夏！　違う、実りの秋だってとっても雄大様らし……いえいえ、違う！　この方に似合わない季節なんてない!!　冬だって、あの十全のクソ野郎よりずっと……!!」

「茜子」

　苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔で振り向いた雄大に、満面の笑みで応じた。

「はい、なんでしょう、私の尊敬する雄大様!!」

　信頼に輝く瞳から眼を逸らし、雄大は手元のスマートフォンを一いち瞥べつする。ワンダーランドの住人で連絡を取り合うための専用アプリ『アリス郵ゆう便びん局きよく』の、可か愛わいらしい画面が見えた。

「……風ふう雅が兄貴と英里さんが、報告を聞きたいだとよ。あの変へん態たい野郎を捕つかまえたのはお前だ、来い」

　顔文字が乱らん舞ぶするメッセージ画面に辟へき易えきしている様子であるが、茜子は勢い込んでうなずいた。

「はい、雄大様がおっしゃるならば!!　しかも風雅様と英里様のお召めしとあらば、たとえ火の中水の中……!!」

「風雅兄貴の部屋まででいい」

　げんなりした表情を隠しもせずに雄大はあごをしゃくる。絵に描いたような日本家屋の少し向こうに、西洋の童どう話わに出てくる城をそっくり持ってきたような建物があった。実際にヨーロッパの貴族が使用していた建物を解体し、日本で組み直したというから驚きだ。

　雄大の母の実家、天瀬家の本家である。現在の主である天瀬風雅のことを雄大は「兄貴」と呼んでいるが、正確には従い兄と弟こだ。一人っ子の雄大にとって、風雅とその弟である無む縫ほうは昔からの遊び友達であり、兄きよう弟だい同然に育ってきたと聞いていた。積極的に聞きすぎて若じやつ干かん雄大に引かれるぐらい聞いていた。

「ふうん、報告か」

　と、それまで二人の背後で銀之助と雑談に興じていた碧人が話に割り込んできた。

「僕らも援えん護ごしようか？　雄大」

「いらねぇ」

　にやにやと人の悪い笑みを浮かべる碧人を振りきるように、雄大は足を速めた。

「てめえらはこっちで待たい機きしてろ。また動きがあれば連絡する。行くぜ、茜子」

「はい、雄大様のご命令とあらば!!」

　大きな瞳をきらめかせてその背を追う茜子は、犬であればちぎれそうに尾を振る様が見えただろう。それは嬉しそうな彼女の背後で、銀之助は眉まゆをしかめている。

「おい、報告だけなら茜子は別にうがっ!?」

　彼の脇わき腹ばらに鮮あざやかなエルボーを叩き込んだ碧人が、爽さわやかに微笑ほほえんだ。

「二人とも行ってらっしゃい、風雅様と英里様によろしく!!　がんばれよ、雄大!!　さあ銀之助、君は今日こそ大学に行け!!」

　実は大学生である銀之助は、背を叩かれて「なんだよぉ」と唇くちびるをとがらせた。

「……おう」

　視線だけで二人に挨あい拶さつをした雄大は、茜子を連れて空宗家の敷しき居いをまたぎ、天瀬家の華か麗れいなるファサードを潜くぐった。







　空宗邸が大名屋敷なら、天瀬邸は貴族の館やかたである。広すぎる家の切り盛もりは奥方である英里だけではさすがに無理で、空宗邸同様、今の時代に常じよう勤きんの使用人が何人もいるほどだ。

　しかしストーリーテラー絡みの話となれば、下手な人間の耳には入れられない。英里が大のもてなし好きということもあり、ストーリーテラーに関する報告を行う際は、いつも彼女が手作りのお菓か子しを用意して待っていてくれる。

「雄大、茜子、お帰り!!」

　本日も二階の奥にある夫婦の私室にて、主である天瀬風雅が柔やわらかな笑みで二人を出迎えてくれた。

　天瀬家の血を引く人間は基本的に体格がいいのだが、穏おだやかで人当たりのいい風雅はあまり威い圧あつ感かんを感じさせない。高価なスーツをきっちり着込んでいても、人のよさがにじみ出ているためである。

「……ああ」

　威圧感の塊かたまりのような従兄弟の無ぶ愛あい想そうな態度にも、風雅はにこにこしたままだ。さあさあ座って、と主自らアンティークな白い椅い子すを引いてくれる。

「そんな、私ごときなど床で十分です！」

　へりくだる茜子に「いいから座れ」と促うながした雄大は、さり気なく彼女の隣に腰こしを下ろした。風雅は英里を手伝って、二人の前に紅茶とシフォンケーキを並べながら満足そうだ。

「本当によくやってくれたよ。例のストーリーテラーはどうやら十全の手先ではなかったようだけど、その分動きに一いつ貫かん性せいがなくて、天瀬の情報網もうにもなかなか引っかからなくてね……」

　天瀬の癒いやしの力に興味を持った十全が、まず風雅に近づいてきた。その際に当時彼の婚こん約やく者しやだった英里を一方的に見み初そめ、奪おうとして失敗。せいぜい周囲を和なごませる程度の力の持ち主ぬし、と風雅を侮っていた十全はまさかの敗北を喫きつし、命からがら敗走したという。

　それ以来、十全はストーリーテラーとしての己の力を磨いた上に、同じストーリーテラーを集めてデッドカントリーを作り上げた。満を持して風雅と英里、及び天瀬に連つらなる者たちを根絶やしにせんと企たくらむ十全から身を守るため、風雅は実じつ弟ていの無縫や弟分である雄大の手を借りた。それが全ての始まりだったと、茜子は聞かされている。

『最早あの女に対する執しゆう着ちやくなど失うせているがな。それよりも、元々はストーリーテラーでもなかったくせに、私に対たい抗こうしてくるあの一族が気に入らない』

　冷ひややかな表情で吐き捨てる十全のことを思い出してしまい、思わず唇を嚙み締めた瞬間、横から雄大の声が飛んできた。

「おい、何を考えてる」

　不機嫌そのものの指摘に、茜子は恐きよう縮しゆくして居住まいを正す。

「申し訳ありません、十全のクソ野郎の名を聞くと、つい……ですが、もう大丈夫です。だって今の私は、あなたという最強の主を得たのですから……」

　デッドカントリーから身を守るため、基き盤ばんとなる組織を作ったのは確かに風雅である。天瀬という政財界にも顔の利きく名士の存在が、先日の公園封鎖などの無理を通してくれている。

　だが十全配下のストーリーテラーをただ倒すだけでなく、その洗せん脳のうを解いて仲間に引き込み、デッドカントリーに対抗する戦力とするワンダーランドの創造は雄大の功こう績せきだ。己の理想に適かなう「美しき獣ビユーテイフルビースト」に目覚めた彼は両親と風雅に掛け合い、空宗家の土地の一部開放と天瀬家の全面バックアップを取りつけたのである。

「ストーリーテラーではない頃から、降りかかる火の粉こを際限なく払い続けるイタチごっこに嫌いや気けが差していらしたのですよね。しかも十全の元手下でヤツの野望を砕くだく、なんという痛快さ！　戦えば戦うほどに手て駒ごまを失っていく恐きよう怖ふに怯えてか、最近十全の動きも鈍にぶいですし……！　そこまで計算されているのですよね、さすが雄大様！」

「……買いかぶりすぎだと思うが、まあ、ありがとうよ」

　言葉の反応はそれだけだったが、茜子の感謝の意は伝わったようである。心なしか彼の機嫌が上昇したことを感じてほっとした。雄大が機嫌を直したせいか、二人の様子を見守っていた風雅や英里までにこにこ嬉しそうだ。

「とにかく、往おう来らいで人の服を引っぺがすなんて、破廉恥なストーリーテラーが捕まってくれてよかった」

　風雅の優しい瞳が、隣の英里を愛いとおしそうに見つめる。

「中央公園までは手頃な距離があるから、僕と英里も時々散歩に行くんだ。でも、十全の手下ではないにせよ、あんなワンダーの使い手が出るんじゃ、とても彼女を外に出せなかったからね。また出かけられそうで嬉しいよ。ありがとう、茜子」

　おおまかな報告は受けていたらしい。心を込めて感謝され、茜子は「そんな」と慌てて手を振る。

「とんでもありません、あいつを追いつめてくれたのは碧人さんと銀之助さんです。私は最後に出しゃばっただけで……!!」

「でも、君はその……身を挺ていして、がんばってくれたそうじゃないか」

　茜子が衣服を剝かれたことまで聞いているようである。紳しん士し的てきに言葉を濁にごした風雅は、改めて雄大に向き直った。対する雄大の機嫌がまた下降し始めたことを、茜子は敏びん感かんに察知した。

「雄大、女の子だからと変に遠えん慮りよしないのはいいことだと思う。茜子の『血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード』のように、敵を引きつけてから自分でとどめを刺させるようなワンダーは珍めずらしいし。だけどやっぱり、向かない戦いはあると思う。嫁よめ入いり前の女の子に肌はだをさらさせるなんて……」

「……俺だって、好きで行かせた訳じゃねえ。ただ、こいつが、俺の役に立ちたい立ちたいとうるせえからだ。前線に出さないと、捨てられた犬みたいな眼をしやがるし……」

　ぼそっと吐き捨てた雄大に意味ありげな目線を寄よ越こされ、茜子は細い肩を落とした。

「……申し訳ありません、雄大様。せっかくのお心遣いに報むくいたかったのですが、最後の最後に、お手数をおかけしてしまって……」

　思わぬ反応だったのだろう。雄大はほんの少しだけ慌てた顔をしたが、元々表情が豊かとは言いがたい男だ。機嫌を損そこねたと感じた茜子は、ますます身を縮めてしまう。室内に沈ちん痛つうなムードが漂ただよい始めたその時、

「あら、でも、それなら、雄大さんが反省して茜子ちゃんをお嫁さんにすれば解決するじゃない!!」

　ぱん、と両手を合わせた英里が、おっとり笑顔で爆ばく弾だん発言をし、気まずい空気を霧散させた。茜子は思わぬ言葉に固まるが、雄大は何も言わずに横を向く。ただし、瞳は茜子の様子を窺っている。

　風雅も口は挟はさまないが、きらきらと光る瞳には明らかに期待の色があった。三者三様の視線が交差する中心で、茜子は毅き然ぜんと首を振った。

「とんでもない!!　確かに雄大様には早くすてきな女性と結婚し、できればたくさんのお子様に恵まれていただきたいとは思います!!　そして可能であれば、子し々し孫そん々そんまで末永くお仕え、いえその!!」

　危あやうく自分の欲望をさらけ出しそうになり、咳せき払ばらいして軌き道どう修正する。

「とにかく、仮の話だとしても、私と雄大様を並べるなど、なんと畏おそれ多い……!!　雄大様には英里様レベルの女性でないと、釣り合いが取れません!!」

　何せ英里は、十全が求めた女性なのだ。だから雄大も彼女のような人を求めるはずだ。それが世界の理ことわりだ。

「あらあら、ありがとう」

　困ったように笑う英里の横で、風雅もどうしたものか、という顔をしている。

「……うーん、まあ、そうだねぇ。確かに英里は、すばらしい女性だけど……雄大にも、好このみってものがあるだろうし」

「当たり前だ。……英里さんはいい女だとは思うがな」

　語気荒あらく吐き出した雄大が最後にぼそっとつけ足すと、風雅は「ありがとう」と微笑んでからさり気なく水を向けた。

「ねえ、雄大。君の好みの女性って、どんな人だっけ？」

　願ってもない質問に、茜子の瞳も輝く。

「あっ、雄大様にもそのようなものがあったのですか!?」

「どういう意味だ」

　ジロリと睨みつけられ、たちまち縮み上がる。

「いえ、雄大様は一見粗そ野やに見られがちですし、甘い言葉など吐くような御お方かたではありませんが、どんな女性にも平等に接する心優しい方です。英里様に振られた腹いせに、いまだに風雅様をつけ狙う十全などとはまるで違う器うつわの持ち主ですから……!!」

　だから、「好みの女性」などという俗ぞくっぽい単語に驚いてしまったのだ。

「私は雄大様に、できるだけ早く相応ふさわしいお相手を見つけていただきたいのです……!!　しかし、何分雄大様は硬こう派はな御方。大変おもてになりますのに、どの女性にも興味をお示しでないので、この機会に何かヒントをいただければ、と……!!」

　必死に弁解する茜子の顔を、雄大はひたと見み据すえた。茜子も一言一句聞き漏もらすまいと、ぎゅっと拳を握って備そなえる。

「──俺の好みはな、茜子」

　初めて出会ったあの日と同じ、いやそれ以上に鋭い眼光が茜子を向く。そのまなざしを逸らすことなく、雄大は告げた。

「ふわふわの赤毛で、小柄だが出るところは出ていて、真ま面じ目めで凜々しく芯しんが強いが少々思い込みが激しく、猪ちよ突とつ猛もう進しんが過ぎて危あぶなっかしい上に、自分のこととなるとてんで鈍いが、だが、だからこそ……眼が離せない、女、だ」

「雄大……！」

　いち早く反応したのは風雅だった。

「がんばったね雄大、グッジョブ！」

「風雅、『ぐっじょぶ』ってなあに？」

「ああ、それはね」

　英里に向かってにこやかに解説を始めた風雅を軽く睨みつけた雄大は、心持ちあごを上げて茜子を見下ろした。

「……どうだ、分かったか。俺の、好み」

「……なんと……」

　心に刻きざむようにして耳を傾かたむけていた茜子の眉が、少しだけ下がる。

「雄大様は、あまり趣味がよくないですね……」

「あぁ？」

　途と端たんに雄大の顔が険しくなり、茜子は慌てて弁解した。

「いえ、申し訳ありません！　ですが、私は……いえ、世界は雄大様に、英里様のような方と結ばれることを望んでおりますので!!　いつも穏やかで、いい匂いがして、器用でお料理が上手じようずで家庭的な……それでいて芯が強く、毅然と十全をはね除けた、クイーンオブ大和撫子やまとなでしここそが雄大様の伴はん侶りよに相応しいかと……!!」

「うーん、確かに、英里はすばらしい女性だけどねぇ」

　苦笑した風雅が、困ったように雄大のほうを向く。

　ところが雄大は突然立ち上がり、部屋の入り口に向かって移動を始めた。彼より数歩前に出現した「美しき獣ビユーテイフルビースト」が中空を滑すべるように移動し、乱暴に扉を開く。

「うわっ」

　扉に耳を押しつけ、熱心に聞き入っていたらしい。反動で室内に倒れ込んできた碧人は、獣の腕に襟えり首くびを摑つかまれたことによって転倒を免まぬかれた。

「……なんの真似だ？　碧人」

　ずいと詰め寄られた碧人は、ハンズアップしながら苦笑する。

「ほら、まあ、好奇心は猫をも殺すってやつですか？」

　開き直って告白した碧人は、突然耐えきれなくなったように噴ふき出した。

「いやあ、君にしちゃがんばってるね、ごめんごめん！　でもさぁ！　君が女性に相手にされないって、正直死ぬほど面おも白しろ、うわわ!!」

　雄大本人に直接襟首を摑まれ、至し近きん距離で凄すごまれた碧人は爪つま先さきが床から浮きそうだ。風雅が「まあまあ」と仲ちゆう裁さいに入った。

「それより、ここしばらくは調査に捕獲で忙しかっただろう？　今日はもういいから、ワンダーランドに戻りなさい」

「え？」

　茜子は突然の提案に戸と惑まどってしまう。

「あの、肝かん心じんの部分はまだ何もご報告が……」

「あ、うん、じゃあ一応確認しておこうか。『はぎ取る王様ストリツプキング』はワンダーランドには入れないんだよね？　雄大」

　苦笑した風雅の表情が引き締まり、雄大も碧人を解放してやった。

「ああ。受験勉強でフラストレーションが爆ばく発はつしたガキが、暴あばれていただけだからな。二度と馬鹿な真似はしないように釘くぎは刺しておいたし、あの能力ならエロ目的以外に使うアテもねえだろ」

「十全に眼をつけられる可能性も低い、か。そうだね、むしろ裕福な家の子のようだし」

　眠りの毒から目覚めた「はぎ取る王様ストリツプキング」は、雄大たちにこってりと搾しぼられた後に一通りの身上調査をされた。彼なりに一応考えて、身分を示すような物は持たず家から離れた場所で犯行に及んでいたが、天瀬の情報網にかかれば一ひと溜たまりもない。

　その正体は隣の校区にある中学校に通う一中学生であり、十全とは無関係にワンダーに目覚め、即そく物ぶつ的てきな欲望に任せて悪戯いたずらをしていたのだ。自分以外のストーリーテラーに会ったこともなかったようで、放ほう逐ちくされる際はむしろ名残なごり惜おしそうにしていた。

「そのようです。雄大様の『美しき獣ビユーテイフルビースト』のかっこよさをよく理解していましたし、根は悪い子ではないと思います!!」

　雄大のワンダーの雄お々おしい造形美は、中学生男子の心にストレートに突き刺さったようだ。「スゲー！」「カッケー!!」を連呼する少年と一緒になって、ずいぶん盛り上がってしまった。

「……てめーが一番の被害者だろうが……」

　雄大自身は少年をいまだ許しがたいらしく、小さな声で吐き捨てたが、茜子に褒ほめられたこと自体は嬉しかったのだろう。身内にしか分からない程度に緩んだ口元を見て、風雅もにこにこする。

「ところで彼にも、『アリス郵便局』はプレゼントしてあげたのかい？」

「まあな。今後も居場所の確認は定期的に行う必要がある」

　もっともらしく理由を語る雄大に対し、碧人が文句をつけた。

「君さぁ、そうやって結局全員にあれを配くばってしまうけど、利用権限の処理とかいろいろ大変なんだぞ？　居場所を摑むだけなら、発信機……ああ、はいはい、分かりました！　そうだよな、特に子供のストーリーテラーには、ワンダーについて語れる仲間が必要だもんな!!」

　自じ己こ完かん結けつして碧人が引っ込むと、風雅も「そうだね、相談できる相手がいないから暴ぼう走そうするんだし」と笑った。

「こっちは相変わらず、報告できるような進展はなしで申し訳ない。十全は相変わらず頻ひん繁ぱんに居場所を変えているようで、どこにいるか分からないんだ。手がかりを見つけたら、また連絡するよ。さ、学生諸しよ君くんは学校に行きなさい」

「また来てね、みなさん。報告抜きで、ただ遊びに来てくれるだけでも歓かん迎げいするわ」

　名残惜しそうに英里が言ったのを皮切りに、茜子はぴっと背せ筋すじを伸ばした。

「はい、では、これにて失礼いたします!!」

　深々とお辞じ儀ぎする茜子、仏ぶつ頂ちよう面づらの雄大、再び思い出し笑いをしている碧人の三人は、連れ立って部屋を出た。柔らかな絨じゆう毯たんが敷しかれた通路の高い天てん井じように、雄大が碧人の頭を軽く小突く音が響く。

「いたた、なんだよ、照れ隠しはやめろよ。君のそういう態度が、ますます茜子ちゃんの誤解を」

「うるせえ。そんなことより、てめえは今日もサボリか？」

　茜子は十五歳、碧人は十七歳、雄大は十八歳。全員本来なら高校生であるが、子供の頃に家を追い出された茜子はまともに学校に行けておらず、現在は碧人などに勉強を見てもらっている。今後もワンダーランドで雄大に仕える予定の身に学歴は不問だが、教養は必要であると周囲が判断したのだ。

　ところがそんな茜子に教える碧人自身は、一応雄大と同じ学校に籍せきを置いているにもかかわらず、あまり真面目に登校している様子がない。

「……君だってサボリだろ」

　気まずそうに言い返してくる碧人は天瀬家の門もん扉ぴを潜ると、当たり前のように空宗家へ戻ろうとする。その腕を摑み止め、雄大は凄んだ。

「銀之助だけじゃなく、てめえもそろそろ学校に顔を出せよ。一応優等生で通ってるんだろう？」

「往来でやめろよ、僕は病弱な優等生で通っているんだ。またカツアゲでもしてると誤解されるぞ。とにかく君は言葉が足りないし、強引すぎるんだからな。女の子なら喜ぶかもしれないが、目上の相手にはその態度は通用しないぞ」

　やんわりとその手を振り払った碧人は、渋しぶ々しぶポケットに手を突っ込んだ雄大を先せん導どうするように歩き始めた。

「君も知ってのとおり、高校の範はん囲いなら、茜子ちゃんや透子ちゃんに教えられるレベルだよ。出席日数はちゃんと計算してる、ご心配なく。『アリス郵便局』のバグも早めに取り除のぞいておきたいし」

　機き械かいやＩＴ関係全般に強い碧人は、『アリス郵便局』アプリの開発者でもある。雄大からは散々「もっとシンプルな名前とデザインに変えろ」と言われ続けているが、笑顔でスルーしていた。

「むしろ君の出席日数のほうが心配だよ。昨日もそうだけど、何かあれば先頭切って飛び出して行っちゃうんだから……総そう大だい将しようはもっと、どーんと自じ陣じんの奥で構えていてくれよ」

「ええ、そうです、雄大様！　前線はどうぞ、私たちにお任せ下さい!!」

　ここぞとばかりにアピールする茜子を見やり、雄大は眉をひそめた。

「碧人は後方支し援えん型だろう。茜子は……」

　数秒の逡しゆん巡じゆんの後、前まえ髪がみをかき上げながら重々しい声を出す。

「茜子は、そんなに強くもねえくせに、敵を引きつけないと攻こう撃げきが相手に届かねえだろ。だから、お前たちだけには任せておけねえ。銀之助はパワーはあるが馬鹿だしな」

　碧人が絶ぜつ句くし、茜子は穴があったら入りたい気持ちでうつむいた。折しも空宗家の門を潜る直前であったため、このまま中に進んでいいのかためらう。

「も……申し訳ありません、本当に……」

　泣きそうな顔をしている茜子をちらっと見てから、雄大はチッと舌を打ち鳴らしてガリガリと頭をかく。

「……だったら僕たち三人で、理想的なバランスを作っていると思うんだけどな」

　二人に挟まれた碧人は、両方の肩を叩いて先に進むように促しながらフォローを始めた。

「相変わらず言葉足らずだけど、要は心配してくれてるんだよな、雄大。分かってる。でも、早く十全をぎゃふんと言わせてやりたいんだ、頼むよ。……僕自身のためにも、できるだけ手伝わせてくれ」

　生き真ま面じ目めな声の底がわずかに震ふるえている。自らの傷とも呼応する彼の痛みを感じ取って、茜子ははっと碧人を仰あおぎ見た。

　実は碧人も銀之助も、最初は十全の部下であり、雄大の前に敵として立ちふさがった過去があるのだ。しかし茜子同様、雄大の「美しき獣ビユーテイフルビースト」によって凍った心を溶かされ、今に至る。

『僕の時なんか、まだ能力の使い方に慣れていなかったからだろうな。心しん臓ぞうを握りつぶされそうになるわ、雄大の心も凍りそうになるわ、ひどいもんだったよ』

　楽しそうに、それでいて誇らしげに、碧人が語ってくれたことをよく覚えている。というか何度もせがんで話してもらった。そのたびに「やっぱり雄大様はすばらしい……！」と感かん涙るいする茜子を見つめ、碧人が「うーん、一応協力してやってるつもりなんだけど、逆効果な気しかしないなあ」とつぶやくところまでがワンセットだ。

「碧人さん……そうですね、碧人さんのためにも……」

「……銀之助のためにも、だろう。分かってる」

　少しだけ表情を和らげた雄大に相あい槌づちを打たれ、碧人も笑顔を作った。

「何より、茜子ちゃんのためにね。そうだろ？　雄大」

　すかさず反はん撃げきされ、言葉に詰まった雄大は、結局答え自体を放ほう棄きした。

「だが、てめえは今日こそ学校に行けよ。今からなら午後の授業に間に合うだろ」

「……ああ、なるほど」

　瞬間いぶかしそうな顔をしたものの、後方支援型ワンダーを持つ碧人は状じよう況きようや心の機き微びを読むのが得意だ。すぐに心得、うなずいてみせる。

「茜子ちゃん、今日の勉強だけど、雄大に見てもらいなよ！　彼ってばこう見えて、なかなかに頭がいいのは知ってるだろう？」

「もちろん！　常に学年十位以内にいらっしゃいます、さすが雄大様！　特に理数系にはお強いです!!」

「ああ、君は、雄大のアルバムも子供の頃つけてた絵日記も通つう信しん簿ぼも丸暗記してるんだっけ？」

「この間、雄大様がお母様のお腹なかにいた時の超音波写真を拝はい見けんしました……!!」

「なんでそこで頰ほおを染めるのかな。余計なことを忘れて記き憶おく容量に空あきを作れば、君の数学ももっと捗はかどるんじゃないかな？　まあとにかく、そういうことで。僕はこの後、アプリ開発に勤いそしむからさ」

「おい」

　ちゃっかり登校は拒きよ否ひする態度に雄大が渋しぶい表情になると、碧人はすかさず話題を逸らした。

「だって、僕だけ登校すると、いろんな人に空宗はどうしたどうしたって聞かれて面倒なんだよ。特に女の子たち！」

「おい！」

　雄大は顔をしかめるが、碧人はどこ吹く風だ。

「雄大くんはいつ来るの、元気なのって取り囲まれてさぁ。いっそ君も、病弱設定をつけて……だめか、この上病弱設定までつけたら、ますますもてちゃうもん……ふぐっ」

「黙だまれと言ってるだろうが。そもそも俺は、別にもててねえ。ミーハー連中に都つ合ごうのいい偶ぐう像ぞう扱あつかいされているだけだ」

　雄大の大きな手が、碧人の口を両頰ごと摑み取るようにしてふさぐ。頰肉に食い込む指先に、「眠らせ姫キラービユーテイ」のいばらが緩く巻きついて引き剝はがした。

「ぷは、なんだよ、さっきから『おい』しか言ってなかったくせに……君は本当に、分かりやすく言葉と態度で示すことを覚えたほうがいいと思うぞ？　僕みたいに察しがよくて、気遣いのできる人間ばかりじゃないんだから」

「いいえ！」

　碧人の言葉をさえぎる無ぶ礼れいを承しよう知ちで、茜子は大声を出した。

「雄大様は背中で語る御方です。過度の言葉など不要！　過度の演出など不要!!　ただそこにいらっしゃる、それだけで十分なのです!!」

　あの十全のように、ペラペラと甘かん言げんを弄ろうする雄大など絶対に御ご免めんだ。その気持ちを込めて切々と主張すれば、碧人が含み笑いを漏らした。

「……へえ、茜子ちゃん、雄大のことが本当に大好きなんだね」

「はい！　雄大様が死ねとおっしゃるなら死にます!!　おねえちゃんのことは頼みます!!」

「うん、絶対言わないと思うけどね？　だって雄大も本当に君のことを、うぐぅっ!?」

　またしても口をふさがれた碧人が、すかさずワンダーを繰くり出す。今度は雄大もワンダーで応戦しようとし、一いつ触しよく即そつ発はつの状態になったが、

「大丈夫です、碧人さん。おっしゃらなくても分かります」

　茜子が静かに首を振った瞬間、「美しき獣ビユーテイフルビースト」だけが消えた。本体の雄大は、はっとしたように茜子を見つめている。

　その眼を、茜子もまたまっすぐに見つめ返した。

「雄大様はこんな私ですら気にかけて、居場所と生きる意味を与えて下さった愛情深き御方。至らぬ点も多い私ですが、忠誠心にだけは自信があります。どうぞこの身、存分にお使い下さいませ！　どこまでもついていきます、私の神様……!!」

　──この神の期待に、応こたえ続けなければならない。




　曇くもりなき狂信者のまなざしを受けて、雄大は一瞬唇を引き結んだ。碧人もワンダーをしまい、当とう惑わくしたように二人を見やる。

「……都合のいい偶像扱いなんぞ、慣れてるつもりだったんだがな」

　肺はいの中の空気を全て押し出すような、深いため息が一つ。

「まあいい。認識なんざ、後から変えられる。……来い、茜子」

　くいとあごをしゃくられ、茜子は恐縮した。畏れ多くも本当に雄大が勉強を見てくれるつもりなのだ、ということは分かっているが、生あい憎にく最速で片づけたい用事があるのだ。

「あ、あの……でも、誠に申し訳ありません、今日はこの後、おねえちゃんと約束が……」

「茜子！」

　と、そこへ、軽快な足音が近づいてきた。

「すみません、雄大様、碧人さん。茜子、お帰り！」

　日野宮透子。あの日雄大たちによって助けられた、二つ年上の姉は、ボーイッシュな短たん髪ぱつによく似合う爽やかな笑みを浮かべて妹を見やる。

「報告は終わったのか？　発注していた布が来たんだ。型紙は前のがあるけど、一応ちゃんと採さい寸すんもしたいからな」

　少年めいているのは髪だけではない。十全に強制されていたメイド服をごみ箱に叩き込んで以降は、常に動きやすさを最優先したシンプルな衣装を着ている。妹と違って体の凹おう凸とつは少なく、受け答えもはきはきと威い勢せいがいいので、今では中性的な兄だと思われてしまうことも多い。

「採寸？」

　なんの話だ、という顔をする雄大に、茜子はしどろもどろに説明する。

「その……すみません。先日奪われてしまった制服を、おねえちゃんに作り直してもらう約束をしていて……『はぎ取る王様ストリツプキング』を締め上げたのですが、あいつ自身にも奪った衣服がどこに行ったか分からないらしくて……」

　碧人は「ああ……」と声を出して鼻先を赤くした。直後に雄大に爪先で軽く蹴られ、「だから見てないって！」と渋じゆう面めんになる。

「本当に申し訳ありません！　私が不器用なばかりに……！　自分で作れもしないくせに、支給品の制服を失ってしまうなんて、本当に申し訳……!!」

「……いや」

　真まっ青さおになって謝る茜子に対し、雄大もふう、と大きな息を吐いた。

「制服を奪われたのは銀之助もだろう。俺が遅れたせいで、お前に不要な恥はじをかかせた。悪かったな」

　何かと言葉足らずな雄大にしては、ひどくストレートな謝罪だった。

　だがあまりにも彼に心しん酔すいしている狂信者には、ストレートもデッドボールになってしまう。

「とんでもありません！　先ほど雄大様がおっしゃったとおり、近づかねば敵を倒せないくせに、大した能力もない私が悪いのです!!」

　自分が口にした言葉を蒸むし返されて、雄大は唇を引き結んだ。耳と胃に優しくない沈ちん黙もくの中に、鹿しし威おどしが澄すんだ音色を放つ。

「ぎ、銀の服なんか、いくら奪われてもいいんだけどな。稼かせぎのほとんどをつぎ込んでいるっていうのに、あいつのファッションセンスときたら……その代わり、透子ちゃんには迷めい惑わくをかけてしまうが」

　碧人が必死になって話の流れを修正する。

「……まあ、とにかく、採寸しましょう。申し訳ありません、できるだけ早く終わらせます。お茶ちや請うけを用意しますから、お二人とも後でお茶でもいかがですか？」

　透子がしっかり流れを引き継ぎ、うつむいた妹を引き取った。







　ワンダーランドの住人が住まう建物は表向き、空宗家の広大な庭の片かた隅すみにある離れという体てい裁さいを取っている。

「離れっつーか、長屋だよな」と評したのは、西洋甲冑を身に着けたワンダーを操るくせに時代劇が大好きな銀之助だったか。確かに離れというより長屋、もしくはホテル、さもなくば寮りようのような作りだ。実際ワンダーランドのメンバー内では「寮」で通じる。

　共同スペースである談だん話わ室しつや厨ちゆう房ぼう以外は個々に独立した部屋になっており、風ふ呂ろもトイレも各部屋に完かん備びされている。住人たちには個室が与えられ、特別な用事がないかぎりはそこで自由に過ごすことが許されていた。

　茜子と透子は隣同士の部屋を与えられているが、どちらかの部屋で一緒にいることが多い。本日のように用事がある時はもちろん、何もなくても他た愛わいのないおしゃべりを楽しんだり、時には同じベッドで寄り添い合って眠ったりもする。

「また胸が大きくなったんじゃないか？　茜子」

　メジャーを器用に操って採寸する透子は妹のスタイルのよさが誇らしげであるが、本人は浮かない顔だ。

「……そう……」

　キャミソールを押し上げるふくらみを持ち上げ、憂ゆう鬱うつそうに眉根を寄せる。

「こんなの、もういらないのにな……肩は凝こるし、さらしでつぶすと痛いし、動く時に邪じや魔まだし、制服の布は余分に必要だし……」

　ワンダーランドの「血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード」になった今、こんな肉にく塊かいには価値を感じない。デッドカントリーにいた時とは、戦せん闘とうスタイルが一変したからだ。

　もっともワンダーの特性が変化した訳ではないため、「赤頭巾」で油断を誘い、「狼」でとどめを刺すというやり方自体は変わらない。だが現在の主である雄大は、できるだけ「赤頭巾」でいる時間を短くせよと命じている。敵を倒す力を持っているのは「狼」なのだから、射しや程てい距離に入った獲え物ものは即そく仕し留とめるようにと。

　十全は違った。「赤頭巾」で愛らしく媚こび、甘え、相手を骨ほね抜ぬきにせよと命じた。「狼」は最終手段であり、「赤頭巾」の力こそがお前のワンダーの本質、特質なのだと。




『常に可愛らしく、美しくいろよ、茜子。お前のワンダーの特性上、素の状態の魅み力りよくが高いほうが威い力りよくが強くなる』




　忠誠に凍りついた心には、髪を梳すく指先の感かん触しよくはひたすらに心地ここちよかった。たくましい胸に身を預け、うっとりしている茜子を見下ろして王は微笑んだ。




『何より、私のために、常に美しくいろ。女は咲いてこそ花だ』




「何が花だッ、おねえちゃんをこき使って、私のことだって、結局、捨すて駒ごまにしたくせに……!!」

　荒々しく吐き捨てた茜子は、眼を丸くしている姉に気づいて表情を和らげた。

「ご、ごめん、おねえちゃん、ちょっとあの、自称帝てい王おうのことを思い出してしまって……でも大丈夫、今の私には雄大様という本物の王様がいるもの！」

　雄大の名を口にするたび、かつては氷こおり漬づけだった胸に日差しが差し込む。ただし日差しといっても淡いものではない。春より夏の、情け容よう赦しやなく降り注そそぐ陽光のイメージだ。苛か烈れつさこそが、やはり雄大には相応しいと思う。

　雄大は茜子に「狼」たるを要求する。その爪で、牙きばで、自らの道を拓ひらけと言ってくれる。

　身の危険を生じさせるほどに、魅力的で愛らしい「赤頭巾」。そんなものより誇り高き「狼」の部分を認め、求めてくれるのだ。

「……うーん、けどな、茜子。その、ちょっとぐらいおしゃれに気を遣つかってもいいんじゃないか？　お前だって年頃の女の子なんだ。気になる人とか……いるだろう？」

　いつもはっきりした物言いを好む透子にしては、迂う遠えんな言い方だ。その理由を知っている茜子も、曖あい昧まいな微笑みを浮かべる。

「私にはそんなことを考える暇ひまはないよ、おねえちゃん。私にはおねえちゃんみたいに、裁さい縫ほうや料理でみんなの役に立てる能力はない。ワンダーを磨いて、お仕えするしかないんだから」

　ワンダーランドでの生活は、最低限の衣食住は保証されているものの、やはりホテルよりは寮に近い。机やベッドなどの最低限必要な家具は備えつけられ、光熱費も家や賃ちんも天瀬家がもってくれるが、それ以上の娯ご楽らくや贅ぜい沢たくに関しては基本的に自給自足である。

　とはいえ、ほぼ全員が様々な理由によって家族と暮らすことのできなくなったストーリーテラーたち。平均年齢も若く、大半が収入源を持っていないので、ワンダーランドでの活かつ躍やくに応じてポイントを貯ため、『アリス郵便局』を通じて換かん金きんして稼かせぐシステムになっている。碧人はその大半を機器類やゲームに、銀之助はファッションにつぎ込んでいる。

　だが透子にワンダーはない。茜子の稼ぎは悪くなく、物欲に乏とぼしい姉妹がたまの娯楽を楽しむ程度は十分だったが、それに甘んじるような彼女ではなかった。デッドカントリーでの小間使い生活の経験を生かし、戦闘に駆かり出される茜子たちに代わって家事を行い、ワンダーランドに貢こう献けんしているのだ。もちろんその分もポイント換算されている。

「大丈夫、雄大様は十全のようなナルシストクソ野郎とは違う。だからこれは、私の問題。お世話になっている以上、恩おん返がえしをしたいの。そうでなきゃ、私自身が私を許せないんだ」

「……その理り屈くつでいくと、ワンダーも使えない私は、ここにいるために死に物狂いでがんばらないとな」

　やるせない笑みをたたえる姉に、茜子は顔色を変えた。

「おねえちゃん、ごめん、皮肉を言ったつもりじゃないの！　そもそもおねえちゃんは、私を庇わなければ家にいられたんだもの」

「馬鹿、じゃあ私に、妹を見殺しにする姉になれっていうのか？　冗じよう談だんじゃない、そんなの私が私を許せない!!」

　力ちから一いつ杯ぱい断言した透子の、凜りんとしたまなざしが痛々しいものを見るそれに変わった。

「だから、恩返しはもちろんがんばるとして、お前ももう少しお前の幸せを求めていいと思うんだ」

「そんなの……おねえちゃんもだよ。だって、私じゃなくて、おねえちゃんには気になる人がいるでしょう……？」

　びく、と透子が頰を引きつらせる。その頰にうっすらと朱しゆが散っていく様を、追及しようとした矢先だった。

「なになに、なんの話～？」

　軽けい薄はくな声が響いた。ぎょっとして振り仰げば、へらりと笑う男の顔がある。

「無縫様！」

　びっくりする茜子に、透子が慌てて裁断前の布を被せた。

「無縫！　貴様、また勝手に人の部屋に……!!　おまけに茜子が、こんな格好の時に……!!」

　透子の顔が赤いのは、今や照れているのではなく怒りのためである。それは百も承知だとばかりに、侵しん入にゆう者しやこと天瀬無縫は悪びれない。

　造ぞう作さく自体はよく見れば、兄の風雅にそっくりだ。長身で体格がいいところなど、従兄弟である雄大とも共通点がある。だが銀之助と違ってセンスはいいものの、ちゃらちゃらと着き崩くずした服装や、締まりのない笑顔のために印象は全く違った。

「はは、そーだな。眼がん福ぷく？」

「貴様……」

　低い声を出した透子が布切り鋏ばさみを握り締めると、無縫は大おお仰ぎように後ずさった。
















「おー、こえーこえー。冗談だって、俺も命が惜おしーもん。頼むから雄大には言うなよ？　あいつ、茜子に関してはマジ冗談通じねーから」

　な？　と微笑まれた茜子は、「そうですね、このような情けない姿を無縫様にさらすことになったのも、私の至らなさのせい……」と落ち込んだ。

「はは、相変わらず盛せい大だいにすれ違ってんなァ。まあいいや、姉妹水入らずのところ悪わりィけどさ、俺、小腹が空すいてるんだ。透子、なんか作ってくれよ」

「ふざけるな！」

　カッと眼を剝き、透子は怒ど鳴なり散らした。

「大学どころか家にも戻らず、あっちにフラフラ、こっちにフラフラ……風雅様と雄大様を見習え！　大だい学がく芋いもなら神かみ棚だなだ!!」

「えー、あったかいの食べたいんだけど。なーなー、パンケーキ焼いてくれよ。バターいっぱいかけて」

「全くお前は、悪びれもせず……だが、パンケーキなら茜子も好きだし、仕方ないな!!」

「うおっし、やりい!!　口うるさくってメンドクセーし見た目は男みてーだけど、お前のメシだけはホントーにうまいからなぁ!!」

「ふん、口から生まれてきたような男が、褒めても何も出ないぞ!!　出るのはメープルシロップだけだ!!　談話室で待っていろ!!　雄大様たちにも声をかけろよ!!」

　バシンと乱暴に背を叩かれた無縫は、イテーとふざけながら戸口に向かった。

「ホントさ、人間の価値はワンダーなんかじゃねーし」

　ドアを開けながら、独り言のようにうそぶく声が遠ざかっていく。姉妹のやり取りをしっかり聞いていたらしい。

「茜子には悪わりぃけど、怪かい物ぶつ退治をするために怪物になるなんざ御免だぜ。あーあ、早く雄大のやつ、十全の野郎をぶっ飛ばしてくれねーかなァ」

　無縫の長身を吸い込んで、扉が派手な音を立てて閉まる。

　騒そう々ぞうしい男が出て行っただけでは片づけられない、重い沈黙が室内に取り残された。

「あいつは本当に、ストーリーテラーが嫌きらいなんだな……」

　苦い透子の声に頰を打たれた心地がして、茜子はそっと眼を伏せた。

　十全に狙われる兄夫婦を守るため、無縫は雄大より前から戦い続けていた。彼にとってのストーリーテラーはイコール十全とその仲間であり、日常を脅おびやかす異い端たん者しやだった。

　ところが二年前、雄大とほぼ同じ時期に無縫にもワンダーが発現。いい武器が手に入ったとあっさり受け入れた雄大と違い、無縫は「怠け者の蟻スラツガードアント」と名づけられたその能力を嫌い、ほとんど使わない。雄大のワンダーが強力、かつ十全の洗脳を解く力までも持っていたのをいいことに、前線を離れて気ままな生活を楽しんでいるのだ。

『無縫は元々、縛しばられるのが嫌いな性格だからね。雄大たちがよくしてくれるし、無理やり従わせることはできないよ』

　風雅はあくまで無縫の意思を尊そん重ちようする構えだ。無縫の気持ちは分かる。茜子だって、好きでストーリーテラーになった訳ではないのだから。

　だから、透子に引け目を感じてしまう。

　チラリと視線を送れば、姉と眼が合った。優しい彼女はにっこりと微笑み、さり気なく話題を変えてくれる。

「……悪いな、茜子。採寸も大体終わったし、ちょっと休きゆう憩けいしよう。十五分ぐらい待っていてくれ、パンケーキなら粉の買い置きがある」

「おねえちゃん」

　手際よく片づけを始めた透子へと、茜子は慎しん重ちように声をかけた。

「あのさ、おねえちゃんは、無縫様のことが気になって……あっあっ、ごめんなさいおねえちゃん、まち針から手を離して!!」

　針山を握り締めそうになっている透子の手を慌てて摑みながら、続ける。

「だから、おねえちゃんは、私がストーリーテラーだから、無縫様に対して素す直なおになれないんじゃ……」

「馬鹿を言うな！」

　卑ひ屈くつな言葉を切り裂くように、透子が強く叫んだ。

「ストーリーテラーなんて、お前の一部にすぎない！　お前は私の大事な妹だ、そんなささいな要素を気にするようなやつ、こっちから願い下げだ!!」

「うん、確かに、無縫様には雄大様の兄貴分とは思えない、ちょっと軽薄で無神経な面はあるよね」

　話を進めるため、いったん同調してみせたところ、透子は珍しくむっとした顔になった。

「確かにあいつは、表面的にはヘラヘラした怠なまけ者だ！　だが話してみれば、あれでいろいろと考えているんだぞ!!　ワンダーに懐かい疑ぎ的てきであるからこそ、風雅様とも雄大様とも異なる視点を持っているし、ごくまれに気が向けば私の仕事を手伝ったりもしてくれるし、その分のポイントも全部私にくれるし……!!」

　そこまで力説したところで、茜子がうんうん、と微笑んでいることに彼女は気づいた。

「い、今のは、同じ釜かまの飯を食う仲間としての意見だ!!　そもそも、あいつは私のことなんか男友達ぐらいにしか思ってないし、もちろん私だってそうだし……!!」

「分かった、分かったから鋏もしまって!!」

　ついには「血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード」の手も借りて、どうにか透子を抑おさえつける。透子はなおもブツブツ言い訳をしていたが、「早くしないと、雄大様たちも待ちくたびれちゃうから!!」と急せかすと急いで部屋を飛び出していった。

　風のように去った姉の背中を見送った茜子は、パーカーを羽は織おりながら苦笑する。

「もう、おねえちゃんたら、心配性なんだから。雄大様はその程度で部下に対する心証を悪くするような、心の狭せまい方じゃないよ？　語らぬ背中で全てを包み込む、海より広い度量の持ち主でいらっしゃるんだから……」

　うっとりと語った茜子であるが、では無縫は、と思うと眉間にしわを寄せざるを得ない。

　彼が決して悪い人間ではないとは理解している。兄と英里を想うあまり、その反動で嫌っていたストーリーテラーに自分がなってしまったのだ。複雑なのも当然だろう。

　日頃から、軽薄な面ばかりが目立つのも事実だ。しかし世話焼きでワンダーを持たないことに引け目を感じているらしき透子には、ちょうどいい相手だとも思えた。

「大体、風雅様の弟君で雄大様の従兄弟様なのだから、悪い人であるはずがないもの。全ては世に馴染めぬストーリーテラーズをそそのかし、私腹を肥こやし続ける十全のせい!!　あの諸しよ悪あくの根こん源げんをぶっ飛ばせば、万事が解決!!」

　雄大と十全の名前を使えば、茜子が一瞬心に抱いだいたモヤモヤはすぐに晴れていく。この単純明快さこそが、いつも茜子を救ってくれる。

「がんばろうね、私の中の……赤頭巾」

　背後に出現したままの「血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード」の手を、そっと握り締める。

　茜子も正直、自分のワンダーへの気持ちは複雑だ。これがなければ今でも透子と二人、両親と幸せに暮らしていただろうに。

　しかし運命は自分にこの分身を与えた。異能を認められぬ両親と、精一杯の理解を示してくれる姉を与えた。氷の帝王に心を縛られる屈くつ辱じよくと引き換えに、灼しやつ熱ねつの王に仕える喜びを与えてくれた。

　過去を嘆なげいても始まらない。配られたカードで勝負するしかない。

　もっと、強くならなければ。







　茜子が着替えを済ませ、食堂も兼かねている談話室に入ると、すでに雄大と碧人も揃っていた。内ない装そうは昔ながらの学生食堂よりは、今時のカフェ風だ。パンケーキとバターとメープルシロップが混じった幸福な煙けむりが、隣の厨房から漂ってくる。

「茜子ちゃん、こっちこっち！」

　気を利きかせた碧人が雄大の正面の椅子を引いてくれた。畏れ多い、と断る寸前、雄大に「人が飯を食ってる最中に、バタバタするんじゃねえ」と言われてしまう。

「も、申し訳ありません……」

　しゅんと肩を落とした茜子がおとなしく席に着き、碧人はテーブルの下で雄大の足を蹴った。むっとした雄大がすかさずやり返し、バタバタしているのは誰なのか状態の中、明るい声が響き渡る。

「ごっそーさん、うまかった。んじゃな!!」

　最初に焼き上がったものをもらったらしい。真っ先に食べ終えた無縫が、少し離れた席から早々に立ち上がるのが見えた。茜子の分のパンケーキを運んできた透子の眼が吊つり上がる。

「無縫、こら！　お前、風雅様に挨拶ぐらい……」

「するするー、また今度！　とりあえず雄大、代わりによろしく言っといてくれよな!!」

　全く信用の置けない態度で約束した無縫は、雄大の肩を叩いて出て行ってしまった。大方ワンダーランドの外、天瀬とも空宗ともストーリーテラーとも無関係な連中のところへ遊びに行くのだろう。

「本当にしょうがないやつだ!!　毎回毎回、食うだけ食って逃げやがって……!!」

　プリプリと憤ふん慨がいする透子が、きつね色に焼き上がったパンケーキを茜子の前に配はい膳ぜんしてくれる。蕩とろけたバターとメープルシロップのハーモニーに心躍らせつつ、そっと言ってみた。

「でもね、おねえちゃん。無縫様は毎回戻ってくるたびに、おねえちゃんには必ず、……ごめんなさい電動泡あわ立だて器は本当に危ないから!!」

　駄だ目め押おしとばかりにバタバタしているところへ、別の声が飛び込んできた。

「ただいまー！」

　おいしい匂いに鼻をひくつかせながら、帰ってきたのは銀之助である。碧人にじろっと睨まれて、「食ったらまた大学に戻るし！　てめーも学校行けよ!!」と言い訳をした。

「毎度のファッションセンスに思わずイラッとしただけだ。アースカラーやモノトーンが最高だとは言わないが、君には発色のよさ以外の選せん択たく基準がないのか？」

「ウッセー、俺様のセンスが分からねーてめーの問題だろ！　なあ、茜子!!」

　細かなラメをまき散らしたような紫のＴシャツの胸を張り、銀之助が同意を求めてきた。

「……どうですか、雄大様？」

「本人が好きな服を着りゃあいいだろ」

「はい、雄大様がそうおっしゃるなら!!」

「おいやめろ！　かえって傷つく!!」

　本気でショックを受けた顔をした銀之助であるが、立ち直りの早さが彼のいいところだ。

「まあいいってことよ、ガキどもには俺の卓たく越えつしたセンスなんて分からねーよな。やー、そんなことより、昼飯食わずに帰ってきて正解だったぜ！　透子、早速俺のも頼むわ!!」

　茜子の隣に大きな音を立てながら座り込み、軽けい快かいに注文する。ところが透子は申し訳なさそうに眉を下げた。

「あの、大変恐縮なのですが、もう粉を使い終わってしまって……」

「なにィ!?　そりゃないぜ、透子ぉ……あ、碧人、お前のはまだ残ってイテッ!!」

　碧人の皿に手を伸ばした銀之助が、にべもなく指先を叩かれて顔をしかめる。茜子が手つかずの皿を彼に向かって押しやろうとした矢先、雄大が自分の皿を銀之助の前にスライドさせた。そこにはまだ十分温かいパンケーキが、丸々一枚載のっている。

「ほら、銀之助」

「え、いいのか？　雄大」

「甘いモンはそんなに好きじゃねえ」

「サンキュ!!　恩に着るぜ!!」

　にかっと笑った銀之助が、遠慮なくフォークを持ち上げた。茜子は慌てて割って入る。

「いえ、雄大様はご自身でお食べ下さい。銀之助さん、私のを」

「お、マジ？　そっち焼きたてだよなぁ、サンキュ、茜子イテテッ!!　雄大、てめえ!!」

　茜子の皿に伸ばしかけた銀之助の手は、今度は雄大に叩かれた。

「うるせえ、てめえは俺のを食え」

「ですが……」

　なおも気遣う茜子に、雄大は一つため息を零こぼしてから命じた。

「茜子、てめえの皿を寄よ越こせ」

「あっ、はい！　そうですね、こっちのほうが大きいですから！」

　二枚のほかほかパンケーキが載った皿を、ためらいなく押しやる。すると雄大は上の一枚を半分に折り畳むとフォークを突き刺し、豪ごう快かいに食べ始めた。

　あっという間に一枚完食すると、もう一枚が載った皿を茜子に向かって突き出す。

「あの……？」

「やる。食え」

「いえ、そんなっ」

「俺がやるっつったもんが食えねえのか？」

「皿まで食べます!!」

　本当に皿までかじる勢いで食べ始めた茜子を、雄大は腕組みしたままじっと見つめている。視線が強きよう烈れつすぎてガンをつけているようにしか見えないため、碧人は「うん……まあ……がんばってるな」と苦笑いしているが。

「おい、雄大、そんなにジロジロ見てやるなよ。茜子が食いづれえだろ？」

　そこへパンケーキを食べ終えた銀之助が、険を隠さずに横槍を入れてきた。

「とんでもありません、雄大様の視界に入れるだけで私は幸せです!!」

「茜子ちゃん、もう全部食べたんだ？　皿は食べてない？　大丈夫？」

　瞳を輝かせて断言する茜子と心配する碧人を尻しり目めに、雄大と銀之助ははしばし睨み合った。

　ややあって、雄大がチッ、と舌打ちして立ち上がった。

「雄大様？」

「腹が一杯になったら、眠くなった」

　じゃあな、と素っ気なく手を振って、彼は談話室を出て行ってしまった。碧人は少し迷うそぶりを見せたものの、銀之助をひと睨みしてから雄大を追いかけていってしまう。

「しかし透子の料理は、本当にうまいもんなぁ。いい嫁さんになるぜ、あれは」

「あっ……、はい、そうですよね。無縫様と、お似合いですよね……」

　二人を追おうと腰を浮かせかけていた茜子は、ひそかな懸けん案あん事じ項こうを思い出してしまい、しゅんとなった。

　粉を使いきるまでパンケーキを振る舞ってくれた透子だが、彼女自身の口にパンケーキはきっと入っていない。

　そういう人なのだ。だからこそ透子には、幸せになってほしい。

「無縫様だって、おねえちゃんのことは気に入っているはずなんです。ああ、それもこれも、十全の野郎のせい……!!　あいつが余計なことをしなければ、無縫様がストーリーテラーを嫌うこともなかっただろうに……!!」

「……まーなぁ」

　背もたれにギシリと身を預け、銀之助が相槌を打つ。

「でもよ、俺は思うんだがな、茜子。俺もお前も碧人も、十全の手下にならなきゃ雄大たちと会うことはなかっただろう？　そうしたら、無縫様と透子が出会うこともなかっただろう」

　普段は猪突猛進が過ぎて碧人にたしなめられる場面が目立つ銀之助であるが、現在二十二才と、ワンダーランドに属するストーリーテラーの中では年上の部類だ。たまに使う落ち着いた口調には、普段とは別人のような深みがある。

「……それは、そうですが……」

　そうだ、この人は、自らの異能のために大切な人を喪うしなったと聞いている。思わずピンと背筋を伸ばすと、銀之助も真面目な顔で言った。

「まあ実際、俺も無縫様には、透子ぐらいしっかりした子がいいとは思っている。だがな、茜子……お前は？」

　真剣な瞳が、一直線に茜子に注がれる。

「俺は、お前にも、幸せになってほしいんだぜ。分かるだろう……？」

「私の、幸せ……」

　おうむ返しに繰り返してみたが、いまいちピンとこなかった。

「それは……でも、私、十分に幸せです。だって、雄大」

「あのなぁ」

　全てが雄大へと帰結する、毎度の演説を始めさせまいと、銀之助が苛立った声を出す。

「雄大は悪いやつじゃねえ。むしろスゲェいいやつだ、分かってる。だがな、女の子としてのお前に対する、あいつの態度は……いでっ!!　何すんだ、碧人……、!?」

　ゴン、と景気よく頭をはたかれた銀之助だが、その瞳に映ったのは美姫ではなく獣だった。金色のたてがみをたなびかせた「美しき獣ビユーテイフルビースト」が、彼のこだわりヘアに拳を落としたのである。

「てめえこそ、何をしてやがる」

　談話室の入り口で仁に王おう立だちしていた雄大が、一足先に飛び出したワンダーの軌き跡せきを追うように近づいてきた。銀之助がギクリと頰を痙けい攣れんさせる。

「ね、寝るんじゃなかったのかよ？」

「てめえの声がデケェから、眠れねえんだよ。そっちこそ寝不足で鈍なまってんじゃねーだろーな？　お前の躾は碧人の専売特許じゃねえんだぞ。そら、食ったらとっとと大学に戻れ！」

　うっと言葉に詰まった銀之助は、茜子に物言いたげな視線を一度だけ投げて去って行った。

「雄大様、申し訳ありません、うるさくしてしまって……」

「……いや」

　うなだれる茜子へとかける言葉を探すように、雄大は一瞬眼を泳がせた。

「だが、茜子。お前も雑音に耳を貸すな」

「え」

　命令口調に反応し、茜子が目に見えてそわっとする。一瞬うんざり顔を覗のぞかせた雄大だったが、諦あきらめたように不ふ遜そんな口調を維い持じした。

「……てめえは俺を信じて、ついてくりゃいいんだ」

「はい！　もちろんです!!」

　犬耳と尻尾しつぽの幻げん覚かくが見えそうなほどに、茜子はそれは大きくうなずいた。雄大ははあ、と彼にしては珍しくため息を吐き、出しっぱなしの「美しき獣ビユーテイフルビースト」がその心情を代弁して壁かべを殴なぐる。

　次の瞬間、厨房の透子が「敵てき襲しゆうか!?」と叫びながら電動泡立て器を手に現れたが、雄大は無言で談話室を出て行ってしまった。
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「はぎ取る王様ストリツプキング」を捕つかまえてから、ちょうど二週間目の深夜のことだった。

　後ろ髪がみと同じくらい長い前髪で顔を覆おおった、ひどく陰いん鬱うつな空気を身にまとった女性が、さらに「眠らせ姫キラービユーテイ」のいばらに巻かれてようやくおとなしくなった。彼女の腕うでの中、二歳の息子むすこもすうすうと寝息を立てている。

「ひー、どうにかなったな」

「時代錯誤の騎士アンテイークナイト」を引っ込めた銀ぎん之の助すけが、涙に濡ぬれた目元をこすりながらため息を落とす。透とう子こが新調してくれた白い制服の下、子供の落書きのような熊くまがデカデカと描えがかれたピンクのＴシャツが眼に染しみている訳ではない。

「ええ、さすが銀之助さんと碧へき人とさんのコンビプレイはお見事でした。怪け我がをさせずに捕まえられて、よかった。お子さんも……」

　銀之助同様、無事に新調された制服に身を包んだ茜あかね子こも、目め尻じりに溜たまった涙を拭ぬぐいながら微笑ほほえんだ。二人とも別に怪我をした訳ではなく、相手のワンダーの能力が「泣かせる」だったからだ。

　空そら宗むね家けより二ブロックほど離れた深夜の路ろ上じようでのことである。五分も歩けば巨大な団地がずらりと並んでいるのだが、このあたりは等とう間かん隔かくに置かれた街がい灯とうが照らす範はん囲い以外は真まっ暗くらだ。

　この人ひと気けのなさと、そしてささやかな能力ゆえに、捕ほ縛ばくされたばかりのストーリーテラー「夜泣き鳥ナイト・クライ」の犯行は発見が遅れていた。夜中に突然、特に子供が火が点ついたように泣き出すなどさほど珍めずらしくもなく、大人たちは昼間のストレスの発はつ露ろかと思って気に留めなかった。

　しかし頻ひん度どが上がれば、さすがにおかしいとの噂うわさが流れ始める。ふくらんだ噂は天あま瀬がせの情報網もうに引っかかり、まずは碧人がいばらによる索さく敵てきにて、泣く子をあやしながら真夜中の路上をフラフラと歩くストーリーテラーを発見。彼女の身辺を洗い、捕縛チームが組まれ、今回の捕とり物もの劇げきとなったのだ。

「しっかし、結局彼女、子育てのストレスでワンダーに目覚めただけなんだよな？」

　天瀬配下の青年たちによって、バンに担かつぎ込まれる女性を見やりつつ銀之助が言った。

「何日か見張っていたけど、そのようだね。たぶん子供の頃もワンダーが使えたけど、大人おとなになるに従って能力が消えたんじゃないかな。だがストレスによって精神のバランスを崩くずし、再び能力に目覚めたってとこだろう」

　碧人が調べたところによると、「夜泣き鳥ナイト・クライ」は付近の巨大な団地に住む内気な女性。夫は海外へ単身赴ふ任にん中ちゆうであり、息子と二人で慎つつましく暮くらしていた。だが息子が寂さびしさゆえか夜泣きをするようになり、周囲からうるさいと責められた彼女はストレスを溜め込んだ結果、周囲の人間を無理やり泣かせるワンダーに目覚めたのだ。

「周りもみんな泣いていれば、うるさいと責められることもないと、そう思ったんでしょうね……」

　異能ワンダーによって世間に弾はじかれることもあれば、世間に弾かれることによって異能に逃にげ込むこともある訳だ。茜子が複雑な思いを嚙かみ締めていると、銀之助が不意に低い声を出した。

「──にしても、『夜泣き鳥ナイト・クライ』も結局、十じゆう全ぜんとは無関係だったって訳か」

「そのようだな。まあ、確かに言っては悪いがこの能力では、十全が部下にしたがるとも思えないしね。陽動ぐらいには使えるかもしれないけど……」

　思わず耳をそばだてる茜子の頭上で、二人は言葉を交かわし合う。

「だよなぁ、正直ほーんと、どーでもいいワンダーだ!!　『夜泣き鳥ナイト・クライ』といやあ、こいつのストーリーはナイチンゲールだろ、つまり看かん護ご師しだろ？　どうせなら治ち癒ゆ系けいの能力を持ってりゃいいのによ、だったらワンダーランドで面倒見てやれって雄ゆう大だいに言えるのに」

「相変わらずの女性への優しさに関してだけは褒ほめてやるが、それじゃ寓ぐう話わじゃなくて伝記だろ馬ば鹿か。彼女のストーリーはアンデルセンの書いた『小さ夜よ啼なき鳥どり』のほうさ。とはいえ、使いどころが難しい能力だとは思うね。『炎の売人フアイアーデイーラー』や『鶴の倍返しクレインズ・バツクダブル』と比くらべると、犯罪行為に利用するのは厳きびしいなあ」

　炎とそれによる幻げん覚かくを操あやつる「炎の売人フアイアーデイーラー」、十全以外その能力を知らないという「鶴の倍返しクレインズ・バツクダブル」は、「冷血王ハートレスキング」の側近である強力なストーリーテラーだ。「炎の売人フアイアーデイーラー」はがっしりした体格の豪ごう放ほう磊らい落らくな偉い丈じよう夫ふであり、一いつ般ぱん人じんには人体発火にしか見えない現象を引き起こし、幻覚により数々の犯罪行為をたやすく成し遂とげる。「鶴の倍返しクレインズ・バツクダブル」は十全の護ご衛えいであり、普段は和わ装そう姿すがたの物もの憂うげな美女だ。しかし十全に何事かあればたちまち着物を脱ぬぎ捨て、ボンテージ姿で暴あばれ狂くるう。

　彼らよりも十全の役に立とう、寵ちよう愛あいを得ようと、茜子はいつも必死だった……

「でも、『夜泣き鳥ナイト・クライ』、結構可か愛わいかったよなぁ」

　なんだよ、と唇くちびるをとがらせていた銀之助がヘラリと相そう好ごうを崩したことで茜子ははっと我われに返る。

「既き婚こん者しやでお子さんもいらっしゃいますけどね。まあ僕は、その程度ではびくともしないが」

「そりゃテメーが単に、年上好きだからだろ!!　いや、でも、可愛かったよ。守ってやりたい感じっていうか……ちょっと、茜子に似てるよな」

　だらしない表情から、少し遠い眼になった銀之助の視線を感じ、茜子が不ふ思し議ぎそうにする。

「そうですか？　あの方のほうが、ずっと美人だったと思いますが」

「う、うーん、そうかな。好このみによるんじゃないか？」

　どう話を持っていくか、思案顔の碧人の思おも惑わくなど知らず、茜子は別方向へと話を展開させ始めた。

「雄大様は……ああいう方、お好きではないですかね」

「え？」

　碧人が眼を丸くし、銀之助もにわかに慌あわて始める。

「お、おい、彼女既婚者で子持ちだぜ？」

「いえ、さすがにあの方自身をお勧すすめはしませんけど……！　でも、ストーリーテラーで、年上の落ち着いた美女……そういう方が、雄大様には相応ふさわしいと思うのです!!」

　英え里りのような女性こそが雄大には相応しい、との考えは変わらないが、そこにストーリーテラーであることが加われば完かん璧ぺきだ。




『十全様が誰だれを愛そうが、私はあの方を愛し続ける』




　不意に、「鶴の倍返しクレインズ・バツクダブル」の静せい謐ひつな声が耳の奥に蘇よみがえった。それ以上思い出すのが怖くて、茜子は必死に思考を元に戻す。

「ワンダーは、そうですね、雄大様が圧あつ倒とう的てきな攻こう撃げき力りよくを誇ほこることを考えると、やはり治癒系の能力が相応しいですかね!!　ですが、ご自身の身を守る程度の戦せん闘とう力りよくは持っていただくのがベスト……」

　逃とう避ひのために余計真剣に考え込んでいた茜子は、背後へ音もなく現れた人影に気づかなかった。

「あー……、えーと、雄大。『夜泣き鳥ナイト・クライ』は確保完了。無事に終わったよ」

　碧人の声に驚いて振り向けば、いつからそこにいたのか、雄大が立ってじっとこちらを見ている。

「ど、どうしたんだ。今回は僕が以前言ったことを守って、総そう大だい将しようらしく、どーんと自じ陣じんの奥で構えて……」

　張り詰めた空気を解ほぐすように碧人は茶化すが、固めた拳こぶしに近いまなざしに出会って自主的に口を閉ざした。意い図とが通じたと悟さとった雄大は、くいとあごをしゃくりながらつけ足す。

「この間みたいに覗のぞきはなしだぞ、碧人」

「はいはい、分かってるよ。じゃ、行こうか、銀之助？」

「うお？　お、ちょっと、待てコラ！　雄大、おい!!　茜子に何するつもりだテメー!?」

　一いつ拍ぱく遅れて雄大の言わんとすることを察した銀之助が、碧人に引きずられて遠ざかっていく。「時代錯誤の騎士アンテイークナイト」を出して抵てい抗こうを試こころみている模も様ようだが、いばらの神しん経けい毒どくで無力化されるほうが早いだろう。

「雄大様……？　あの、ご、ご足労、ありがとうございます!!　『夜泣き鳥ナイト・クライ』は確保完了、被害はありません!!」

　他に何を言えばいいのか分からず、ピッと背せ筋すじを伸のばして報告した茜子の目の端はしに温ぬくもりが触ふれた。

　雄大の親指だった。片手で頰ほおを包み、まだ雫しずくが残る目尻を親指の腹でそっと拭われる。

「……お前、なんで泣いてる」

「あ……これは、『夜泣き鳥ナイト・クライ』の能力です」

　不意の接せつ触しよくに少しだけどぎまぎした茜子だが、その表情はすぐに安らぎを取り戻した。飼かい主ぬしに優しく触れられて、喜ばない犬はいない。

　ところが雄大は眼に見えてむっとした顔になり、黙だまって濡れた指先を引いた。遠ざかっていく温もりを追うように視線を動かせば、先ほど碧人を追い払ったまなざしと出会う。

「さっきの女、確かに悪くはなかったな」

「え？」

　唐とう突とつな発言を一いつ瞬しゆん飲み込めず、戸と惑まどう茜子に構わず、彼は続けた。

「妻を選ぶなら、ストーリーテラーの女がいいとは思っていた。でないと俺たちのことを説明するのが面倒くせェしな」

「ええ、そうですよね!!」

　碧人たちとの話を聞いていたようだ。ちょうどいいとばかりに、茜子は張りきった。

「私も雄大様には、ストーリーテラーの女性のほうが望ましいと思うのです!!　雄大様の伴はん侶りよは、ワンダーランドを支えるもう一本の柱になるのですから……無む論ろん、ご自身がストーリーテラーの標ひよう的てきになってなお、私たちに優しく接してくれる英里様はすばらしい御お方かた。そういう方であればストーリーテラーでなくても大丈夫だとは思いますが」

「……茜子」

　平へい淡たんな雄大の呼び声。耳に無意識の蓋ふたをして、話し続ける。

「しかし、たった今私は、世間に弾かれ異能に逃げ込むという実例を見たばかりです。残念ながら、異質な者を受け入れる器うつわには個人差があります。加えて、雄大様の伴侶となれば、必ずあのクソ十全が放っておかない……!!　ヤツの毒どく牙がから身を守るには、ある程度の戦闘能力を持つストーリーテラーであることが必要かと」

　英里の美徳を持った上で、戦闘力を兼かね備そなえた女性が望ましい。そのレベルの女性でないと、雄大の側に立つのは許さない。茜子ではなく、この世界が許さない。

「……なるほど」

　ふ、と皮肉なため息を漏もらし、雄大はゆっくりと腕組みした。

「ストーリーテラーで、単独で戦えるレベルの能力のある女が、俺に相応しいと」

「はい！」

「どうせなら、十全に対する怒りも共有してくれるのがベストじゃあるよな。たとえば、あいつのワンダーに支配されていた過去がある、とか」

「鶴の倍返しクレインズ・バツクダブル」こと、剣けん崎ざき初はつ雪ゆきの白い顔がまたしても脳のう裏りに浮かんだ。

　十全がたまに気まぐれを起こし、自みずから茜子に構う時、気づけばいつも初雪の視線を感じていた。すわキャットファイトかと挑ちよう発はつすれば、彼女は同じ台詞セリフを繰くり返した。

『十全様が誰を愛そうが、私はあの方を愛し続ける』

　その眼には神に対するものではなく、ひとりの男としての十全を愛する気持ちがあふれていた。聞けば彼女は氷の欠片かけらによる支配を受けておらず、拾われた恩おんだけを頼りにして、十全に絶対の忠ちゆう誠せいを誓ちかっているという。

　初雪のようにはなれない。

　だからといって、英里のように求められた訳でもない。

　……違う、もういい、もう関係ない。茜子の神は最も早はや十全ではない。

「茜子？」

　不ふ審しんそうに名前を呼ぶ、新たな神。急いで現実に立ち戻った茜子は、とってつけたような笑みを雄大に向ける。

「──そ、そうですね、可能なら……ああ、でも、問題ありません。あいつが私たちや今なお支配されているストーリーテラーに行ってきたことを考えれば、一般的な感覚を持つ女性なら嫌けん悪お感かんしか抱いだきませんから!!」

　語るうち、笑顔は自然と本物になっていった。当たり前だ。雄大は作り笑顔など大だい嫌きらいだし、彼の前に立てば自然と笑みも零こぼれるというものだ。ましてや話題は、雄大の伴侶のことなのだから!!

「でも、そうですね……おっしゃるとおり、もしも十全の支配から解とき放たれ、ある程度の力を持つストーリーテラーなら、雄大様のお目にも適かなうかもしれませんね」

　せっかく雄大が意見を出してくれたのだ。それも取り入れるべきと、考えを進めていく。

「最近あいつはおとなしくしているとのことですが、いい機会かもしれません。どうでしょう、これからはやつらのアジトを突き止めることにもっと注力しては？　これまでは降りかかる火ひの粉こを払うようにして戦ってきましたが、根っこを押さえないといつまでもこの状態です」

　早く十全をぎゃふんと言わせてやりたい。碧人の苦しそうな声が耳の奥でリフレインした。

　普段は明るく雄大を支え、なんだかんだで銀之助との仲も良好な碧人であるが、十全に屈していた記き憶おくは消えていない。……茜子もそうだから、分かる。

　だから雄大には一刻も早く十全を打ち倒し、彼の支配下にあるストーリーテラーをできるだけ多く解放してほしい。

　そうしてくれれば無む縫ほうもようやく偏へん見けんを和やわらげ、もう少し透子にも素す直なおに接してくれるかもしれない。

「うまくすれば、十全をぶちのめし、ついでに雄大様の伴侶候こう補ほも大量ゲットできます!!　ふふふ、十全め、ざまあみろ!!　貴様が築きずいていたつもりのハーレムを、雄大様にそっくり」

　復ふく讐しゆうの喜びに溺おぼれ、瞳ひとみをギラつかせる茜子の唇がひく、とわなないて停てい止しした。

「──てめえ、今の話、マジで言ってるのか？」

　仮にもウルフモードを持つ茜子の比でなく、ギラギラと光る瞳に圧倒される。

「美しき獣ビユーテイフルビースト」が出ている訳でもないのに、雄大が放つ雰ふん囲い気きは獣けもののそれだった。

「あ……あ、の、そ、の、もっ、申し訳ありません！　雄大様の好みを無視して、先走ったことを……!!　確かに十全配下の女性ストーリーテラーは少々過か激げきな性格の者が多く、雄大様の好みにはそぐわないかもしれません。もっとも、私だってあいつの支配から解放された後は、このように元の性格を取り戻しましたが!!」

　またしても初雪が心の舞台に出しゃばってくる。いい加減にして、と心の中でつぶやいた。いずれ必ず、雄大様と一緒に、お前も十全もやっつけてやる!!

　そうすればきっと、胸むねの底にいまだわだかまる泥どろのような感情から解放される。雄大が、解放してくれる。

「──ああ、そうだな」

　深く、重く、雄大はうなずいた。何かを諦あきらめた気配はやがて、自じ暴ぼう自じ棄きな光となってその瞳に凝こごった。

「俺は十全に代わり、お前の神になった男だ。俺の意見は全てにおいて優先される、そうだな？」

「はい、もちろんです!!」

　被かぶせ気味にうなずく茜子の、柔らかな赤毛を武ぶ骨こつな指先がさらりとすくった。少しだけ屈かがんだ雄大の瞳が、近い。

「なら、お前」

　耳じ朶だすれすれをかすめた指先に、思わず肩かたを竦すくめる。近い距離がますます意識され、不ふ穏おんな胸の高まりを覚えた。

「……お、前……？」

「そうだ、お前……の姉となら、考えてやってもいい」

　嫌いやな予感が当たった。

　いっぱいに眼を見開いたまま固まっている茜子へと、駄だ目め押おしのような言葉が降ってくる。

「いい嫁よめになると、この間銀之助も言っていたじゃねえか。料理はうまい、服も繕つくろえる。確かにいい嫁だ。ストーリーテラーでこそないが、妹を庇かばって仁じん義ぎを貫つらぬいたことを考えりゃ十分以上だ」

「あ……の、で、でも！」

　握にぎり締めた指先が冷たい。ワンダーランドの住人になってから早一年、茜子は雄大の意見に逆らったことはなかった。

　だからといって、十全がそうしていたように、威い圧あつで反論を封ふうじられていた訳ではない。決して饒じよう舌ぜつではない雄大であるが、その判断は常に的確で迷いがない。逆らう必要がなかっただけである。

　今までは。

「……なんだ。言いたいことがあるなら、言ってみろ」

　静かに見下ろす瞳がやけに暗く見えた。十全のことを思い出してしまい、舌した先さきまで凍こごえたように萎い縮しゆくする。

　このまま「なんでもありません」で終了してしまいたい。臆おく病びような考えが頭を過よぎった瞬間、針山や鋏はさみを握り締めそうになっている透子の顔も脳裏をかすめた。

　十全の支配から解放してくれたのは雄大だ。しかし透子がいなければ、この心しん臓ぞうを凍いてつかせた支配は魂たましいの最さい奥おうまで達していたと思う。十全の配下の中でも洗せん脳のうの度合いが高い者は、雄大のワンダーでも解放できないそうなのだ。

　初雪なら、そもそも解放もへったくれもなかろうが。いや、いい。彼女のことを考えるのはやめよう。

　今茜子が、雄大に仕つかえることができるのも透子のおかげ。照れ屋な姉が無縫の話を口にするたび赤くする頰、その熱に凍った舌先が溶けていく。

「お、おねえちゃんは、確かにとってもすばらしい女性です！　でも、あの、おねえちゃんには……す、好きな、人、が」

「好きな人？」

　つっかえつっかえ、ようやく口にした言葉を、にべもなくおうむ返しにされる。また舌先がもつれるのを感じながら、必死に訴うつたえた。

「雄大様も、ご存じでしょう……？　おねえちゃんの態度、ものすごく分かりやすいですし……」

「分かりやすい、な。そうだな、お前レベルにも分かるぐらいだ」

　ため息交じりにつぶやいた雄大は、何度もうなずいた。

「なるほど。ああいう態度なら、分かってくれるのか。なるほど……」

　不意に目元を歪ゆがめ、吐き捨てる。

「できるかよ、クソが」

　歪んだ目元に刻まれた陰いん影えいは、遠い街灯に強調されて一層恐おそろしげに見えた。初めて会ったあの日、直接心臓に触れられたような緊きん張ちようが走る。

「……たとえそいつが明らかに、他の男を気にしていてもだ。それでも、好きになっちまったもんは、しょうがねえだろ」

　わずかに目を伏せ、すねたように吐き捨てるしぐさは一転して子供っぽい。

　まるで、ただの十八歳の少年のような。

　不意に、自分の心臓の音を意識した。伏し目がちに十全を見つめる初雪の顔が、無縫のことなど好きではないと言い張る透子の顔が、浮かんで消える。

　雄大がただの十八歳の少年だとしたら、茜子もまた、ただの十五歳の少女だ。命の恩人である美しい少年の前に立つ、ひとりの少女……




『私に神でいてほしいなら、お前もそう振る舞うことだ、茜子。人と人の絆きずななど、たやすく切れてしまうのだからな。その程度のことは、私に言われるまでもなく知っているだろう？』




　いけない。

「帰るぞ」

　張り詰めた空気を裂さくように、雄大は肩で風を切って歩き出す。

　もう少し緊張が続いていれば、ワンダーを出していたかもしれない。知らぬ間に息を止めていた茜子は反動でむせそうになりながら、慌てて彼の背を追った。

　だがそれは条件反射で足が動いたにすぎず、付近に待たい機きしていた車の後部座席に乗り込んだ際も、混乱は続いている。混乱しすぎて、車が動き出してから隣にいるのが碧人であることに気づいた。

「茜子ちゃん、あの……雄大と何かあった？」

　上うわの空で座っている茜子に、碧人がそっと尋たずねかける。

「えっ!?　あれ、碧人さん？」

「うん、そう。君、こっちの車でいいの？　いつもなら、雄大と一緒に……」

「いいじゃねーか、たまには俺らと一緒でよ」

　碧人を挟はさんで反対側の銀之助がぼそりと言ったが、その声は耳を素通りしてしまった。雄大は一体どうしたのだろう。

　自分も、どうしたのだろう。先ほどの雄大のすねた顔がまだ眼まな裏うらに焼きついている。

「……いけない……私だけでも、しっかりしないと」

　雄大はただの人間などではない。自分と同列に扱あつかっていい存在ではない。ぐらぐらと揺ゆれる心の中、それだけは間違えてはいけないと、茜子は必死になって自分に言い聞かせた。







　混乱したままワンダーランドに戻ってきた時には、普段の就しゆう寝しん時じ刻こくをとっくに過ぎていた。律りち儀ぎな透子は簡単な夜食を用意し、寮りようの前に出て妹たちの帰りを待っていてくれた。

「お帰りなさい、みなさん。おにぎりと味み噌そ汁しるは用意してますが……」

　笑顔で労ねぎらう透子の横を、雄大は何も言わずに通りすぎた。透子が思わず振り返ったが、彼は片手を上げることもなく、無言で空宗家本宅のほうに戻っていく。

　この家の息子である雄大は本宅とワンダーランドの寮、両方に部屋を持っている。だが少々子離れできていない母がわずらわしいそうで、最近はワンダーランドに入り浸びたりであったはずなのに。

「？　疲れてるのかな、雄大様。茜子、ああ、大丈夫か？　おにぎりの具はどれがいい？」

　不審には思った様子だが、透子の注意はすぐに妹へ戻った。

「分かってる、お前は鮭さけだよな……、っと、おい、茜子!?」

「ごめん、おねえちゃん、ちょっと来て！　碧人さん、銀之助さん、おやすみなさい!!」

　眼を白黒させている透子の腕を引っ張り、茜子は一いち目もく散さんに姉の部屋へ向かった。途中から透子もただならぬ気配を察し、神しん妙みような顔つきで自室に入った。

「茜子、どうしたんだ？　まさか雄大様と、何か進展が……」

　心なしか期待を込めて迫せまる透子を、茜子は潤うるんだ瞳で見上げた。もちろん「夜泣き鳥ナイト・クライ」の効果はとっくに切れている。

「おねえちゃん、どうしよう」

　声が震ふるえた。透子の腕を摑つかむ指先も震えていた。

「雄大様が……おねえちゃんとなら、付き合ってもいいって……」

「え？」

　青天の霹へき靂れきだったのだろう。奇き妙みように表情を歪めた透子に、茜子は泣きそうになりながら続けた。

「でも……でも、どうしよう。おねえちゃんは、無縫様のことが」

「全然好きじゃない全然ちっともこれっぽっちも好きじゃないッ!!」

　真夜中にもかかわらず、力強く叫さけんだ透子は慌てて話題を変えた。

「私たちのことなんかどうでもいいだろ！　それより!!」

　まだ新しい制服の上から妹の二の腕を摑み、切なげに問いかける。

「茜子、お前は、それでいいのか……？」

「……それは……」

　大好きな姉の訴えに、茜子は心が揺れるのを感じた。しかし、

「でも……無縫様にもおねえちゃんにも悪いけど、雄大様がおねえちゃんを選ぶのは、当然だと思うんだ。だっておねえちゃんは、本当にすばらしい女の子だもの……英里様と違って、分かりやすい大和撫子やまとなでしこではないけど、中身は誰よりも乙女おとめ……」

　語るうち、一瞬目の前の霧きりが晴れていくような開放感を覚えた。もしやこれは、思わぬ僥ぎよう倖こうが転がり込んできたのでは？

　英里とも初雪とも違う意味で、透子はすてきな女性だ。しかも彼女が雄大と結ばれるということは。

　茜子は労せずして、雄大との永遠の絆を手にすることができる。もちろん透子の気持ちを慮おもんぱかりたいとは思うが。

「いや、そうじゃなくて！」

　もどかしそうに、透子は再び叫んだ。

「……私じゃなく、誰でもだよ。お前以外の女性が雄大様の側に立つ、それで本当に、いいのか？」

「えーと……それはつまり、雄大様が認めるようなストーリーテラーの女性がワンダーランドに来るってことだよね？　望むところだよ！」

　ストーリーテラーの女性もそれなりに数がいるのだが、ワンダーランドには現在茜子を含めて数名しかない。茜子以外に刺し客かくとして送り込まれてきた者もいるが、十全を男性として慕したっている者が多く、雄大の力をもってしてもなかなか洗脳が解けなかったのだ。仕方がないので、天瀬が持っている施し設せつでゆっくりと更こう生せいを促うながしている。

　そもそも十全が配下にしたがるワンダーの持ち主ぬしとは、犯罪に向いたストーリーテラーということだ。きつい性格となる傾けい向こうは仕方がないが、芯しんの強い、凜りんとした女性なら大だい歓かん迎げいである。

　本当だ。初雪や英里の面おも影かげがチラチラと脳裏を過よぎるが、そんなことはなかった。何も見なかった。

　雄大と自分の絆は、人と人とのそれではないのだ。そんなに脆もろく、頼りないものではないのだ。

「……そう、か」

　奥おく歯ばを嚙み締めるようにうなずいた透子は、それ以上言わず、黙って妹の柔やわらかな赤毛を撫なでた。

「とりあえず……私も混乱しているから、今日はもう寝よう。部屋に戻れ、茜子。私は後片づけがあるから……」

「え、わ、私も手伝うよ」

「構わないから休め。疲れているだろうし、私もちょっといろいろと、ひとりで、考えたい」

　厳おごそかな拒きよ絶ぜつに満ちた背中が部屋の外へ出て行く。

　止めることもできず、無言で姉を見送った茜子は、やがて迷いを振りきるように自分の部屋へ戻った。







　自室のベッドに入ってみたものの、結局まんじりともできないまま夜が明けた。気分転換に散歩にでも行こうかと思ったが、雄大が早朝は庭でトレーニングを行っていることを思い出して布ふ団とんを被り直す。

「……真ま面じ目めな方だから、雄大様……」

　ワンダーは精神の映し鏡であり、本体の筋力とは無関係である。憧あこがれを映す場合も多く、個々のストーリーテラーが持つストーリーの要素や解かい釈しやくによって能力が変わる。

　だから肉体を鍛きたえてもあまり意味はないのだが、鍛えて悪いこともねえだろう、というのが本人の弁だ。昔からの習慣であるため、癖くせが抜けないらしい。

　今日ばかりはその真面目さが恨うらめしい。そのくせ学校はサボりがちなせいで、教師受けが悪いのも恨めしい。

「ご自身の留る守す中ちゆう、ご家族や私たちに何かあっては困るから、できるだけおうちにいらっしゃるのに……まあ、ご学友が少々わずらわしいのは、本心なのでしょうけど……」

　出会ってまだ一年ではあるが、雄大の考えは理解しているつもりだ。みな彼の表面上のとっつきにくさにだまされて、近寄りがたく思うようだがとんでもない。誰よりも仲間思いであることさえ念頭に置いていれば、その思考を汲くむのはたやすい。

　だからこそ、どうして、透子のことを。

　茜子の幸福だけを追求するなら、昨夜考えたように、雄大と透子が結ばれるのは嬉うれしい。しかし雄大が、透子の幸福を無視するだろうか。

　──そんな男に、あの十全以上の神が務つとまるか。

「いえ、もちろん、私ごときが雄大様の考えの全てを汲むなんて、できはしないけど……！」

　昨夜から延えん々えんと、同じところで立ち止まってはスタートに戻り、を繰り返している。枕元に置かれたスマートフォンに眼をやれば、朝食の時間はとっくに過ぎていた。

　いつもなら透子がフライパンを打ち鳴らしながら呼びにくるはずだが、今日はそんな様子はない。彼女も昨日の話に衝しよう撃げきを受けた様子だったから、気を遣つかってくれているのだろう。

「おねえちゃん……」

　小さな声を足がかりにして、布団から這はい出る。髪を整え、さらしでつぶした胸の上から制服を着れば、雄大の僕しもべたるワンダーランドの一員の出来上がり。

　後は、トレーニングを終えて朝食を食べた雄大が、自室で二度寝を決め込んでいることを祈るしかない。『アリス郵ゆう便びん局きよく』のメッセージ機能を介してそれとなく誰かに聞くことも可能ではあるが、顔を合わせづらいと思わせてしまうのも憚はばかられる。自分の都つ合ごうで、ワンダーランドの平へい穏おんを乱すつもりはない。

　ぐっとあごを引いて決断した茜子は、拳を握り締めて部屋の外に出た。







　部屋を出てから三十分後、茜子は一階の端にある碧人の部屋のインターフォンを押していた。

「碧人さん、ちょっといいですか？」

「ああ、うん、もちろん」

　アプリ開発をしていたのだろう。眼鏡めがねをかけた碧人が出てきた。

　ゲームをしていた可能性もあるが、彼は学校はサボりがちでも、根は真面目だ。授業に相当する時間はワンダーランドに関することに使っているはずである。ちなみに礼れい儀ぎ上じようインターフォンを使いはしたが、恒こう常じよう的てきに「眠らせ姫キラービユーテイ」のいばらで周囲を警けい戒かいしているため、実際には茜子の接近が分かっていたはずでもある。

　とにかく入りな、と促された室内の作りは茜子や透子の部屋と変わらない。置かれている家具は最初から用意されているものにつけ足しはないが、机の上に置かれた最新式のノートパソコンやＩＴ関係の書しよ籍せきとゲームの攻略本で埋うまった本棚が彼らしい。「ネットを見れば攻略情報は分かるけれど、ファンはお布ふ施せとしてこういうものを買うべきなんだよ」と以前熱弁を振るわれたことがある。

　他には碧人が通う高校の教科書が一式。茜子や透子に勉強を教えるため、一年から三年まで全て揃そろっている。学校の先生になるのが夢だったんだ、といつか話してくれたとおり、その教え方は大層丁てい寧ねいで分かりやすい。たまに挟まるネットやゲームに絡めた例え話が、かえって分かりにくい程度だ。

「どうしたんだい、勉強？　それとも……珍しく学校に行った、もとい逃げた、雄大のこととか？」

　いつも家庭教師役をやっている時と同じく、碧人は机の前に二つ並んだ椅い子すの一つに座り、片方を勧めてくれた。

「さすが碧人さん、なんでもお見通しですね！　ええ、実は、雄大様のことなんです」

　銀之助には当たりがきついが、やはり碧人は気が回る。昨日の状じよう況きようから、雄大との間に何事かあったと勘かんづいているらしい。

「ああ、でも、僕が聞いていいのかな？　こういうデリケートな話は、まずはお姉さんにしたほうがいいんじゃ……」

　そわそわし始めた碧人が透子のことを口にしたので、茜子はますます彼の慧けい眼がんに感服した。

「ええ、おねえちゃんには、もう話したんです。ですがなぜか、私はそれでいいのかって、それしか言ってくれなくて……」

　悄しよう然ぜんと肩を落とすと、碧人が突然眼鏡を取った。その表情は妙みように厳しく、痛みを帯びてさえいる。

「……茜子ちゃん、僕は雄大のことを尊敬している。君ほど陶とう酔すいしきってはいないけれど、十全の手て駒ごまで終わるはずだった僕を救ってくれた英えい雄ゆうだと思っている」

　普段は雄大に対してもからかうような態度を示すことが多い碧人だ。内心それを不満に思っていた茜子であるが、雄大がいない場所ではしばしば彼に対する想いを熱く語ってくれるのでよしとしている。

「しかし、彼もただの人間の男にすぎない。好きな女性に対して獣じゆう欲よくを抑おさえきれないこともあるだろう。雄大のすることだからといって、なんでも受け入れてはいけないよ」

「いえ、私は雄大様のお望みなら、二割増しで叶えて差し上げたく思います！　ですが、おねえちゃんの気持ちを思うと、今回ばかりは難しくて……」

「……？　ごめん、茜子ちゃん。ちょっと話が見えないんだが」

　互たがいの前ぜん提てい条件が異なることに、碧人はようやく気づいた様子である。茜子も何か変だとは思っていたので、軌き道どう修正を試みた。

「ああ、申し訳ありません。順を追って説明しますね。実は雄大様が、透子おねえちゃんとなら付き合ってもいいとおっしゃって」

「は？」

　眼を見開いて石化した彼を、これ以上驚かせるのは心苦しい。だがこの話題を振れるのは、碧人ぐらいなのだ。

「ですが、碧人さんもお分かりだと思うのですけど、おねえちゃんは無縫様のことが好きみたいなんです。いえ、個人的には無縫様より雄大様のほうがすてきだとは思うのですが！　ですがやはり、おねえちゃんの気持ちを思うと……」

「……ああ……うん。僕も、雄大の気持ちを思うと、いろいろとつらいよ……」

　気まずそうに眼を逸そらした碧人が漏らした言葉に、茜子はきらっと瞳を輝かがやかせた。

「すばらしいです、碧人さん。たったこれだけ話しただけで、雄大様の心情を把は握あくされるなんて……」

　自分など、一晩経たっても消化しきれず、こうして相談に来たというのに。

「あの、ぜひ、雄大様のお気持ちを教えていただけないですか。あの方はどのように崇すう高こうな考えのもと、あのようなことを……」

　すがる思いで見上げた碧人の眼は、普段とは別人のように冷たかった。

「──君、本当は雄大のことが嫌きらいで、彼の気持ちを知っていてからかっているんじゃないよね？」

　精神の高こう揚ようを反映してか、その背後には「眠らせ姫キラービユーテイ」まで出現している。ドレスの下から垂たれ下がったいばらを除のぞけば、彼のワンダーは楚そ々そとした美び姫きの姿だ。しかしその冷たいまなざしは、姫というよりは女王というべきものだった。きっと雄大の敵であった時の碧人は、こういう雰囲気だったのだろう。

　茜子は即そく座ざに己おのれの失しつ態たいを悟り、「申し訳ありませんでした」と深々頭を下げつつ「血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード」を出現させる。

「自害します」

「ごめん！　ごめんなさい、早まらないでくれ！　悪かった!!　僕が悪かったから!!　雄大に殺される!!」

　慌てた碧人が、今にもウルフモードに入ろうとしていた「血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード」に必死になっていばらを巻きつけた。ようやく茜子がワンダーを引っ込めた時には、二人揃って息を切らしている始末だ。

「……そうだよな。十全の呪じゆ縛ばくから逃のがれる方法は、人によって違う。元はといえば雄大の無む駄だな魅み力りよくと態度が悪いんだが、あいつにも人並みの幸せを摑んでほしいとは思っているし……」

　ブツブツ唱となえながらあれこれと思考を巡めぐらせた碧人であるが、いい案を思いつけなかったようである。

「だめだな、今は下へ手たに結論に飛びつくべきじゃない。だが、とりあえず、銀之助には内ない緒しよにしておこう」

　それだけは間違いない、と断言した矢先だった。

「水臭くせぇ！」

　バーン！　と派は手でな音をさせて扉を開き、室内に飛び込んできたのは銀之助だった。

「げ、君……いつの間に。大学はどうした、大学は！」

「るっせえな、茜子の様子がおかしいから帰ってきたんだ！　それはそーと、てめえのお姫様、索さく敵てき能力が鈍にぶったんじゃねーの？　まあ気持ちは分かるぜ、なかなかの爆ばく弾だんだもんなぁ」

　さすがの碧人も茜子とのやり取りに気を取られすぎて、銀之助の接近に気づけなかったようである。だらしねえな、と笑った銀之助は、自じ慢まんのヘアスタイルを強調するようにツンととがった髪の先を指で撫で上げた。

「俺に任まかせておけよ、茜子。他ならぬお前と透子のためだ、この銀之助様が男を見せてやるぜ。雄大の馬鹿野郎と話をつけてくる!!」

　言うが早いか、またバーン！　と派手な音をさせ、出て行ってしまう。あまりの勢いにしばし固まっていた碧人が、その音に我に返って立ち上がった。

「待て銀之助！　馬鹿が馬鹿と話をしても時間の無駄だぞ!?」

「碧人さん！　雄大様は馬鹿じゃありません!!」

「君限定で馬鹿だし、銀之助については否ひ定ていしないんだな!?」

　律儀に突っ込みながら、碧人が部屋の外に出た。広がる日本庭園の中、錦にしき鯉ごいが泳ぎ回る池にかかる橋の上で、ツンツン頭が銀色に光っている。それはあっという間に庭の端まで辿たどり着き、通用門の向こうへ消えた。

「クソ、無駄に足の速い……身しん体たい能力だけなら、あいつは雄大に引けを取らないからな……」

　歯嚙みする碧人の頭上で「眠らせ姫キラービユーテイ」も同じ表情をしている。彼のお姫様が繰り出すいばらは半径数十メートルの範囲に及び、ワンダーランド内で最大の射しや程てい距離を誇るが、怒りでブーストをかけた銀之助の足には通用しないと諦めた様子だ。

「とにかく、止めましょう！　お二人のワンダーがぶつかり合ったら、双そう方ほうただではすみません!!」

「そうだな、おまけに今日、雄大は学校だ。普通の人の目の前で、ストーリーテラー同士の戦いになるのはまずい……!!」

　揃いの制服に身を包んだワンダーランドの面々は、表向き名門天瀬をつけ狙ねらう輩やからから身を守るための自じ警けい団だんを称している。警けい察さつや公共機関にも暗あん黙もくの了解で認められており、時には手を携たずさえることすらあった。先日の「はぎ取る王様ストリツプキング」戦がいい例だ。

　とはいえ、実際に十全やその手下たちとぶつかることがなければ、ストーリーテラーなど物語上の存在でしかない。今でも末まつ端たんの構成員には、ワンダーを信じていない者さえいる。

　だが現在、前線に立つ面々は全員ストーリーテラーとなった。おまけに大半が十全の元手下だ。一般人の眼に触れないワンダーは現行法では裁さばけず、かつての行いがばれても罪に問われることはないだろうが、下手な騒さわぎを起こしてあまり注目を集めるのはまずい。

　下手をすればワンダーランドは崩ほう壊かい。引いては彼らを支し援えんする天瀬・空宗両家にも迷めい惑わくがかかってしまうだろう。

　ぎりっと表情を引き締め、走り出した碧人と一緒に茜子も弾だん丸がんのように飛び出した。

「あっ、雄大様!?」

　ところが、ものの数歩で立ち止まった彼女に碧人が眼を丸くする。

「雄大？　いや、あいつは学校に」

「いえ、確かに雄大様の足音が聞こえました!!」

「本当？　君、鼻をクンクンさせてるけど？」

　猜さい疑ぎの眼を向ける碧人であるが、さっき通用門を出て行ったばかりの銀之助が、外側から派手に突き飛ばされて地べたに尻しり餅もちをつく様さまを見て表情を改めた。

　茜子が言ったとおりだ。久々に登校した学校の居い心地ごこちがよくなかったのか、不ふ機き嫌げんマックスの顔をした雄大が制服のポケットに手を突っ込んだまま庭の中に入ってきた。茜子など条件反射で土ど下げ座ざしたいレベルの威圧感が、この距離でもまざまざと感じ取れる。

「待って、空宗くん！」

　おまけに雄大の後ろには、見知らぬ少女が追いすがっている。

　すっきりしたデザインのブレザー姿からして、雄大たちが通う高校の女生徒だろう。艶つや々つやとした黒くろ髪かみを持つ、かなりの美人だ。おそらく本人もそう自覚しているタイプである。

　ところが雄大はうるさそうに眉まゆをひそめるなり、彼女に冷ひややかな瞳を向けた。

「取り込み中だ、失うせな」

　機き敏びんに起き上がった銀之助を一いち瞥べつして吐き捨てるその背には、「美しき獣ビユーテイフルビースト」まで出現している。

　女生徒に彼のワンダーは見えないはずだが、ワンダー抜きでも今の雄大が振りまく殺気は目視できそうなほどだ。大きく身を震わせたものの、このチャンスを逃さないとばかりに口を開いた。

「そんな……久しぶりに顔を見せてくれたと思ったら帰っちゃって、私、心配してたんだから。学校、もっとちゃんと来たほうがいいよ」

「なら、お前がまず学校に戻れよ。まだ授業中だぜ」

　正論にぐっと詰まった少女は、それでも必死に食い下がる。茜子の記憶では雄大の登校は九日ぶり、この時刻まで学校にいたのは二十五日ぶりだから、必死にもなるだろうが。

「だって空宗くん、本当に登校しないから！　別べつ院いんくんに聞いても、突然病弱になったんじゃないかなんて、噓うそばっかり……そもそも彼もあんまり学校に来ないし、来ても」

　茜子の隣で碧人がピクッと頰ほお肉にくを震わせた。それを見た訳でもないのに、雄大の声がとがる。

「うるせえ、てめーに俺や碧人の何が分かるってんだ。人の家に勝手に入ってくるんじゃねえ!!」

　雄大のステイタスに群むらがる女の子としては骨ほねのあるほうだったが、この怒ど号ごうには耐えきれなかった。そんな、と声を震わせてから、背を向けて立ち去った。

　茜子としては彼女も一応雄大の恋人候補に入れるべきか否いなか、もっとじっくり吟ぎん味みしたかったが、さすがにそれを言える雰囲気ではない。女生徒が去るまで律儀に待っていた銀之助が、これみよがしに尻のあたりをはたいて雄大の注意を引いた。

「よくも俺様のボトムを汚よごしやがったな……!!」

「テメーはダメージなんたらとかいって、わざわざ破ったような服が好きだろう？　なら、問題ないんじゃねえのか」
















　よく分からん趣しゆ味みだな、と口の端で笑った雄大と銀之助の間に、「時代錯誤の騎士アンテイークナイト」が音もなく出現した。いきなり槍やりを突きつけられて、雄大が濃こい眉を寄せる。

「ここ最近のてめえの情けなさには、正直開いた口がふさがらねえぜ、雄大!!」

　本体のほうも、己のワンダーの後ろでビシリと指を突きつけている。

「茜子相手に空から振ぶってんのは、まあいい。だがな、透子まで巻き込むことぁねえだろ!?　あいつが無縫さんを想ってることぐらい、恋愛下手のてめえでも分かるよな!!」

「うるせえ!!」

　衝しよう撃げき波はのような咆ほう吼こうを発すると同時に、「美しき獣ビユーテイフルビースト」がたてがみを逆さか立だてながら構えを取った。黄おう金ごんの毛並みがきらきらと輝く様は大層美しいが、それゆえに一層、怒りに満ちた形ぎよう相そうは恐ろしい。間合いを計りながらそろそろと近づいていた茜子は、碧人と揃って縮み上がった。

「俺が下手打ってんのは事実だが、それにしたって茜子のやつ、鈍すぎだろ」

「……っ、そりゃ、しょーがねーだろ。あいつにとってのお前は、十全に代わる神様なんだからよォ。正直俺にも、お前をそう思ってるところはあるし……」

　さらに強くなった迫はく力りよくに吞のまれたのか、少しだけ銀之助の勢いが減じた。その分、雄大の眉み間けんのしわが深くなる。

「どいつもこいつも、勝手に俺を定義しやがって……」

　すがめられた瞳が、銀之助ではなくはっきりと茜子を睨にらみつけていた。その視界に入るだけで嬉しいはずの茜子でさえ背筋が凍るような怒りと、心臓を締めつける悲しみがそこにあった。

「やめろ、茜子に何うぉっ!?」

　矛ほこ先さきが逸れたことを察し、割り込もうとした銀之助の声はいばらに巻かれてかき消える。でかした、とばかりに碧人にうなずいた雄大は、燃えるような眼でじっと茜子を見た。

「天瀬の従い兄と弟こ、空宗の長男、次はワンダーランドの統とう治ち者しやか。最後は俺が言い出したことじゃあるが、別に偉えらそうにする気はねえよ。来るやつ来るやつ返かえり討うちにしてるだけじゃ、芸がねえ。それだけのこった」

「……そんな！」

　とんでもないと、茜子はポニーテールがほどけんばかりに首を振った。

「ご謙けん遜そんを、雄大様の行いにより、私も碧人さんも銀之助さんも救われたんです!!　卑ひ下げなさる必要などありません!!　息を吸うように正義を行うあなたは、本当に十全などとは大違……!!」

　不意に、唇に熱を感じた。

　あの日心臓を摑んだ「美しき獣ビユーテイフルビースト」の手の平が、茜子の口元を覆っている。

「……テメーは他の女と違って最初から、俺にああしてくれ、こうしてくれ、と言わねえよな。それどころか先頭切って、俺を守ろうとさえしやがる」

　先ほどの女生徒とのやり取りを思い出しているのだろうか。厚い手の平の向こうに覗く雄大の顔は、ワイルドでありながら端たん正せいな顔のパーツが少しずれたような、悲痛な軋きしみを帯びていた。

「も、もひろん、でふ。だってあならは、わたひの、か、ふぐっ！」

「……ああ、全く、勘かん違ちがいさせてくれたぜ」

　より強い力で茜子の頰を縛いましめる一方で、雄大の顔の軋みもひどくなっていく。

「私の神様になってくれ、か。実はてめえの要求が、一番デカいっていうのにな」

　見たことのない表情に胸を衝つかれる。どうしよう、ひどい勘違いが生じているようだ。雄大は最初から神であり、神になってほしいなどとは一言も言った覚えはないのに。もっと国語の勉強をしておくべきだったと後こう悔かいした時、寮のほうから軽い足音が近づいてきた。

「おい、なんだ。一体何事だ!?」

「おねえちゃん！」

　昼食の準備でもしていたのか、エプロン姿の透子が走り寄ってきた。昨日の今日だ、彼女だけでも気まずいのに、狙い澄すましたようなタイミングでもう一つの影が通用門を潜くぐった。

「おー、なになに、もめごとォ？」

「無縫様……！」

　しばらく顔を見せなかった無縫が、悪びれもせず歩いてきた。

「メシだけ食わせてもらおうかと思ってたけど、気が利きくじゃん。決けつ闘とうごっこでもしてんのか？　いーねー、コーコーセーはセーシュンしててよぉ」

　ぎょっとしたのは茜子だけではなく、碧人もである。その拍ひよう子しにいばらから解放された銀之助はすばやく「時代錯誤の騎士アンテイークナイト」を出現させ、巨大な槍で「眠らせ姫キラービユーテイ」の胴どうを薙なぎ払った。

「っぐ！」

　本体である碧人が脇わき腹ばらを押さえ、その場にうずくまる。フン、と鼻を鳴らした銀之助は、らんらんと光る眼で雄大を睨んだ。

「おい、よそ見してんじゃねえ！　まだ話は終わってねーぞ!!」

　茜子から無縫へ視線を移していた雄大を、彼は懲こりずに挑発する。

「へー、雄大と銀之助の一いつ騎き打うち！　こいつは見物だ。総合力なら雄大のほうが上だろうが、スペックだけ見りゃ銀之助もかなり強力なワンダーの持ち主だもんなあ」

　事情を知らない無縫は、能天気に解説者気取りだ。だが銀之助が、彼を渦か中ちゆうへと引きずり込んだ。

「無縫さん、のんきなこと言ってる場合じゃねーぜ。雄大の馬鹿が、言うに事欠いて、透子と付き合いたいって言い出したんだ!!」

　茜子にも分かるほどだ。銀之助はもちろん、透子と無縫の微び妙みような関係を知っている。彼にしてみれば善ぜん意い百パーセント、一切の悪気なしに発した報告が場を凍りつかせた。

　固着した空気が舌を押さえつけているようで、誰ひとり言葉を発しない。碧人もとりあえず再び銀之助にいばらを巻きつけて引き倒したものの、そこまでだった。

　気まずい沈ちん黙もくの中心になってしまった無縫が、突然雄大に歩み寄る。バシン、と景気のいい音がした。

「──雄大、お前も趣味悪わりぃな！」

　うーうーともがく銀之助を尻しり目めに、無縫は何度も雄大の背を叩く。少々力が強すぎたらしく、一層しかめ面つらになった彼に「悪い悪い」とその兄貴分は笑った。ちっとも申し訳なさそうには見えなかったが。

「でもいーじゃん、俺の義理の従い姉と妹こってことになれば、こいつの生意気さもちょっとはましになるだろ!!　なあ、透子？　いっそ昔みたいにさぁ、メイド服でも着て……」

　いかにも楽しげに、気軽に、無縫は透子へと話を振った。

「透子？」

　いつもの調子で怒ど鳴なりつけられると思っていた、否、期待していたのだろう。無反応をいぶかる無縫は再び透子に呼びかけてはっと瞠どう目もくした。




「お前が、私の、親しん戚せきになる、なら」




　ぎゅっとエプロンの裾すそを握り締めた透子は、瞳の縁ふちに溜まった光を零すまいとするように何度も眼をつぶる。




「い、今まで以上に、ビシビシ、言ってやるから……な」




　やっとそこまで言い終えた彼女は、くるりと踵きびすを返して寮に駆かけ戻っていった。

「おねえちゃん!!」

　茜子の叫びが聞こえたのだろう。細い肩がピクッと震えたが、その足は止まらない。あっという間に寮内に入った彼女は、後ろ手に扉を閉めてしまった。

「おねえちゃん……」

「あー……白しらけちまったな」

　再び始まりかけた沈黙をさえぎるように、無縫も茜子たちに背を向けた。

「あーあ、やめやめ！　つまんねーの。じゃ、そういうことで」

「無縫兄貴！」

　通用門から出て行こうとする無縫を、雄大が鋭するどい声で呼び止めた。錐きりのように突き刺ささる声はさすがの無縫も無視しきれなかったが、一瞬足を止めるも、振り返った顔には迷惑そうな色しかない。

「うっせーなあ、最近十全のやつもおとなしいようだし、俺の力なんざいらねーだろ？　じゃ、そーゆーことで～」

　手を振る、というより蠅はえを払うような動作を最後に、無縫の姿は空宗邸を取り囲む石いし壁かべの外へ消えていった。
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　銀ぎん之の助すけが雄ゆう大だいに喧けん嘩かを吹っかけた日以降、ワンダーランド内に流れる空気は険けん悪あくの一言に尽つきた。

　無む縫ほうほど無責任ではないにせよ、基本的に束そく縛ばくを嫌きらう雄大が統とう括かつしているのである。寮りよう内ないでの生活に細かな決まりはないが、ストーリーテラーとしてワンダーランドに属している以上、避さけられないものがある。

「あのな、銀」

　あれから五日経たち、当番制の見回りに出た先でのことだ。連れ立って空そら宗むね邸ていを出たはずの仲間たちを見ようともせず、腰こし履ばきしたズボンのポケットに手を突っ込んだままズカズカ歩道を歩いていく銀之助を、碧へき人とが堪たまりかねたように呼んだ。

　本日は先日「はぎ取る王様ストリツプキング」騒さわぎの舞台になった中央公園と、成じよう願がん市し役やく所しよ付近に足を伸のばす予定だが、いずれも歩いて三十分ほどかかる場所である。現在は空宗邸を出て五分、敷しき地ちを囲む石いし壁かべに沿って歩いている状態だが、このままでは昨日と同じ展開になると踏ふんでさっさと行動に出たようだ。

「銀」

「っせーな、聞こえてるよ」

「へえ。じゃあ聞くが、今日一緒に見回りに出てるのは？」

「……てめーと茜あかね子こ」

「全部で二人？」

「あともうひとり……」

「名前は？」

「……知らねーよ、本人に聞」

「あのなあ！」

　とうとうぶち切れた碧人が、あえてワンダーを出さずに銀之助の前へと回り込んだ。

「あのな、雄大の性格は分かってるだろ？　君のほうが折れろよ、でないとずっとこの調子だぞ！」

　碧人にしては珍めずらしい大声に、茜子はビクッと首を竦すくめる。だが一同のしんがりに位置する雄大は、素そ知しらぬふりでスマートフォンに視線を落としていた。

『アリス郵ゆう便びん局きよく』を起動させているようだ。成願市内でストーリーテラー絡みと思われる事件があれば、そこに連絡が来る。ただしワンダーランドの住人全員に連絡が来るし、連絡が来れば着信音がするが、朝の定期連絡以外茜子のスマートフォンは沈ちん黙もくを守っていた。要するに雄大は、他のメンバーを避けているだけだ。

「てめーだって俺の性格は分かってるだろ!?　雄大の肩かたばっかり持つんじゃねえ、今回の件はどー考えてもあいつが悪わりィだろ!!」

「それは僕も理解しているが、まだ君のほうに柔じゆう軟なん性せいがあると思っているから譲じよう歩ほを求めているんだ!!　いつまでもこの調子じゃ、十じゆう全ぜんの思う壺つぼだぞ!?」

　さり気なく結構な言われようをしている雄大であるが、彼の反応は軽く眼を閉じただけだった。間違い探しのような変化を見て、ついに茜子も堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

「いい加減に、して下さい！」

　叩たたきつけるような叫さけびを聞いて、他の三人が眼を見開く。声量以前に茜子が叫んだこと自体に度ど肝ぎもを抜かれている様子だ。

「雄大様も銀之助さんも、一体どうしたんですか！　お二人らしくないです!!　このままじゃ、本当に……」

「はぎ取る王様ストリツプキング」も「夜泣き鳥ナイト・クライ」も十全の手下ではなかった。あれ以来十全の動きはなく、居場所は杳ようとして知れていない。

　死し亡ぼう説せつなどもまことしやかに噂うわさされているが、そうとは思えなかった。簡単に死ぬようなタマではないし、もしも彼に何事かあれば、洗せん脳のうが解とけた部下たちに動きがあるだろう。初はつ雪ゆきを含む、氷の欠片かけらによる洗脳抜きで従っている者は、弔とむらい合戦を仕掛けてくるに違いない。

　定期的に『アリス郵便局』を使って全員に連絡をくれる風ふう雅がも、「動きはないけど、それが逆に不気味だよ。嵐の前の静けさってやつかな、必ず何か仕掛けてくると思う」と警けい戒かいを呼びかけている。警戒してほしいなら合間合間に可か愛わいい顔文字を挟はさむのはやめたほうがいい、とは思うが。

　もしかするとワンダーランド内で不和が起こり、結束が弱まることを、十全は待っているのかもしれない。

「──俺らしくない、か」

　苦く唇くちびるの端はしを歪ゆがめた雄大を見て、碧人が意を決した顔になった。

「そうだ、茜子ちゃんの言うとおりだ！　全く君たちらしくない!!」

　全てを吹っきるように断言すると、てきぱき場を仕切り始めた。

「明日の見回りは雄大と茜子ちゃん！　銀は僕と一緒！　能力のバランス的にもちょうどいいだろ!!」

「ああ!?」

「だめだめ、二人っきりになんてさせられるか!!」

　雄大と銀之助が眼を剝むいたが、碧人は銀之助に対しては「黙だまれ銀、ハウス！」で片づけた。

「じゃあ今日は銀と茜子ちゃんで組ませてやるよ。いいね？　茜子ちゃん。じゃ、僕らは中央公園のほうに行くから、君たちは役所方面を頼む」

「あっ、え、私はもちろん」

「ざけんな、俺は犬じゃねーぞ!?」

　躾しつけの悪い犬のような柄がらの悪い叫びを放置して、碧人は雄大に呼びかけた。

「雄大、ちょっと」

　何か考えるがあると察したのだろう。雄大は少しだけ眉まゆ根ねを寄せつつも、碧人と一緒に角を曲がっていった。







　茜子と二人きりでは、いつまでも怒っている訳にもいかないと思ったのだろう。銀之助との見回りは比ひ較かく的てき和なごやかに終わった。市役所付近の巡じゆん回かいを終えて近くの商店街に入った際、「悪かったな」と言い出した銀之助がアイスをおごってくれようとして、「とんでもない、ここは私が」と路ろ上じようで五分間譲ゆずり合いになったこと以外は。

　とにかくこの日は無事に過ぎた。問題は翌よく朝あさである。

　ほとんど一いつ睡すいもせぬまま朝を迎えたが、雄大を待たせる訳にもいかない。一応『アリス郵便局』を起動してみたが、時間が早いせいでまだ定時連絡さえ来ていない。

「十全め、気が利きかない……！」

　この春まではやれ集団下校中の子供たちが一クラス分消えただの、新しくできたばかりのショッピングモールへ爆ばく破は予告状が送られてきただのと、気き忙ぜわしく事件を起こしていたくせに。中には十全と無関係のストーリーテラーが起こしたものや、そもそもストーリーテラーと関係のない事件もあったが、この際なんでもいいとさえ思った。

　無む論ろん茜子たちは事件が起こらぬよう願う側だ。平和が一番と思いはすれど、今の状じよう況きようが事態の解決したゆえの平へい穏おんだとはどうしても考えられない。風雅が敏びん感かんに察しているような、「嵐の前の静けさ」だとしか思えないのだ。

「私はもうだまされないからな、十全！　お前は必ず、仕掛けてくるはずだ……！」

　茜子の知らないところで野の垂たれ死じんでいるなど、ありえない。

　だが、スマートフォンを握にぎり締めてうなっていても、『アリス郵便局』は沈黙を守っている。結局いつもより一時間早くベッドを出て身み支じ度たくを調ととのえ、談だん話わ室しつに入ると、黙もく々もくと朝食を食べている雄大に出会った。まだ時間が早いため、厨ちゆう房ぼうにいるはずの透とう子こ以外は誰もいない。

「お、おはようございます、雄大様……！　申し訳ありません、私のほうが遅いなんて」

「見回りに出る時間に間に合えばいいだろ。余計な謝罪はいらねえよ」

　まだまだ続くであろう茜子の謝罪までまとめて、素そっ気けなくさえぎられてしまう。それ以上言えるはずもなく、少し離れた席に座った茜子の前に、透子がスクランブルエッグとトーストが載った朝食プレートを置いてくれた。

　いつもなら茜子とはもちろん、雄大とも少しおしゃべりでもする透子だが、例の件が響ひびいているのだろう。熱いから気をつけろ、の一言だけ添えて、さっさと厨房に戻った。

　とりあえず食事をしようと、スクランブルエッグをスプーンですくう。ほどよく塩しお胡こ椒しようの利いた味つけであるはずだが、今はまるで砂を嚙かんでいるようだ。

　だが、食べなければ万一十全の手下と交戦になった時に対処できない。おまけに雄大はすでに食べ終えて、食後のコーヒーを静かにすすっている。

　彼は意外に甘いものが好きで、ミルクを少し、角砂糖は一個と半分入れる派だ。二個だと甘すぎるらしいので、甘いものが大好きな茜子は彼が溶かした残りを自分のコーヒーに入れるのだが、今日はとてもそんなことはできそうにない。

　チラチラと盗ぬすみ見た顔は、眉み間けんに薄いしわが寄っている。あれは「失敗したぜ、やっぱり甘すぎたな」の印しるしだ。

　自分が側にいながら、雄大にあんな顔をさせてしまったなんて……！　と罪のないスクランブルエッグを必要以上に嚙み締めているうちに、食事は終わった。まだまだ見回りまで時間はあるが、ここで雄大を避けて部屋に戻るのもおかしな話だ。

　とりあえず私もコーヒーを飲もう。厨房に取りに行こうと立ち上がった茜子を、雄大が呼び止めた。

「おい、どこに行く」

「あ、あの……コーヒーをもらおうかと思いまして。あ、お代わりですか？」

　雄大の手元のカップは空からになっている。これはチャンスだ、さり気なく自分の分と彼の好このみのコーヒーを用意しよう！　思った瞬しゆん間かん、「そうじゃねえ」と言われてしまった。

「厨房に行くなら、ついでにねえちゃんを呼んでこい」

「え？　あ、あの、おねえちゃんの料理に、何か問題でも……？」

　さながら、姉し妹まい経営の小料理屋にて突然因いん縁ねんをつけられるの図である。怯おびえる茜子に対し、雄大はもう一度「そうじゃねえ」と首を振った。

「今日の見回りは、お前のねえちゃんに付き合ってもらう」

　思わぬ言葉に茜子の眼が点になる。まだ透子の料理に文もん句くを言われるほうがマシだった。

「あの……、見回り、ですよね？　おねえちゃん、わりと腕わん力りよくはありますけど、ワンダーはないのですが……」

「知っている」

　断言する声こわ音ねで、眼の色で、分かった。彼は本気だ。主あるじが本気で下した命めいを、犬が拒きよ否ひできるはずがなかった。

　──この神の期待に、応こたえ続けなければならない。

　そうしなければ、異能ワンダーを許容しないこの世界に、哀れな赤わ頭た巾しの居場所はない。







　機き械かい的てきな足取りで厨房に入った茜子は、後から来る面メン子ツのためにせっせと料理をしている透子へ呼びかけた。

「おねえちゃん」

「あれ？　あ、悪いな茜子、食後のコーヒーならすぐに……どうした？」

　様子の違いを敏感に察した透子が、不ふ審しんそうに瞳をすがめて近づいてくる。

「……雄大様が、おねえちゃんを呼べって」

　蚊かの泣くような声で告げると、透子は途と端たんに真顔になった。

「悪かった、実は今日のスクランブルエッグ、胡椒が切れていて」

「ううん、そうじゃないよ！　雄大様は、辛からいものに対してはそれほど細かな好みをお持ちではないし……料理の話じゃなくて、今日の見回り、一緒に来てほしいって」

　数度大きくまばたきをした透子であるが、茜子の様子からその話は事実であると理解したようだ。元来急に冗じよう談だんを言い出すような性格ではないし、雄大絡みとなればなおさらである。

「……何かの間違いじゃないか。私には、ワンダーなんて」

「……ううん、違う。確かめたから。すごく久しぶりに、雄大様のお言葉を聞き返しちゃった……」

　姉妹二人、背中がもぞもぞするのを感じながらしばし見つめ合っていたが、いつまでもこうしてはいられない。どちらからともなく、厨房を出て歩き出す。

「あの、おねえちゃん、呼んできました」

「……おう」

　甘すぎたコーヒーの後口が気になるのか、唇を舐なめていた雄大は無む造ぞう作さに立ち上がった。椅い子すが動く音を聞いて透子は思わず拳こぶしを握り締めたが、茜子は彼に一礼して戸口へ向かう。

「では、私はこれで」

「おい、どこへ行く」

「ええと……、碧人さんたちも見回りですよね。だからとりあえず、私は今日は掃そう除じでもします。それと、最近のストーリーテラーズの目もく撃げき情報を洗い直して」

　勉強も教えてもらえない以上、他の仕事を探すしかない。考え考え告げると、雄大は「あ？」と低い声を出した。

「何を言ってやがる。お前も来るんだ」

　呆あきれたように命めいじられてしまった。確かに、透子と行くとは言われたが、お前は来るなとは言われなかった。

「三人で……？　でも、私、お邪じや魔まじゃ……」

　顔色を窺うかがうように見上げれば、雄大の機き嫌げんがいっそ面おも白しろいほどに下降していくのが分かった。そこでようやく、自分の思い違いを悟さとった。

「そうですね。護ご衛えいは必要ですもの、分かりました！」

「茜子！」

　悲痛な声を上げる透子には悪いが、雄大が本当に姉を気に入っているのなら、自分には応おう援えんする以外道はない。透子だって雄大がいなければ、今でもデッドカントリーの小間使いであったに違いないのだから。







　透子もワンダーランドの一員ではあるが、前線に立つことはなく、買い物や散歩以外の用事で外に出ることもない。白い制服は一応最初に作ったものの、クローゼットにしまったきりだ。

「どうしましょうか、着替えたほうが……」

「その必要はねえ」

「わ、分かりました」

　あっさり言われた透子はエプロンだけ外はずし、普段着で寮の外へ出た。彼女の横に、雄大が当たり前のように並ぶ。茜子は少し迷ってから二人の後ろに立った。

「あの、私は後ろのほうが……普段見回りをしていないので、道も分かりませんし」

　後ろをチラチラ振り返りながら透子が言えば、雄大は彼女の退路を断たつようにスマートフォンを取り出した。

「地図を見ればいい」

　彼の手の中ではやけに小さく見えるスマートフォンの画面上に、『アリス郵便局』のイメージキャラである「やぎさんアリス」が、角をぴこぴこさせながら荷物を運ぶアイコンが現れる。透子もやむなくスマートフォンを取り出して、受け取った地図を表示させた。

「茜子、そっちにも送ったぜ」

「は、はい」

　茜子も慌あわててアプリを起動したが、実はこうして地図を渡されるなど初めてであり、少々戸と惑まどってしまった。敵のストーリーテラー出現によって見知らぬ土地に行く時ならとにかく、ルーティンワークである見回りの道を一々確かめることなどないのだ。

　見回りに出るのは初めてである透子のため、あるいはわりと可愛いものが好きな雄大が「やぎさんアリス」を合法的に見るためだろうとは思った。だから碧人も、彼が口ではなんと言おうがデザインを変えないのだ。

『さすが茜子ちゃん、よく分かったね。そうそう、雄大はわりとこういうのが好きなんだよ』

『ですよね、アプリの画面をご覧になる時、いつもより瞳どう孔こうが一ミリほど開いていらっしゃいますもの!!』

『こええ!!』

　銀之助の引き顔まで含めてやり取りは鮮せん明めいに思い出せるが、「茜子ちゃんを見る時も、雄大の瞳孔は開き気味だよ」と碧人がつけ加えた言葉は茜子の耳に残っていない。そんな情報は、必要ないからだ。

　ちなみにアプリの制作は碧人だが、「やぎさんアリス」を含めた『アリス郵便局』のトータルデザインは、無縫が担たん当とうしている。彼が時折「俺は銀ちゃんのトータルデザインも担当したいんだけどな……」と零こぼすのを思い出しながら地図を見た茜子は、眉根を寄せた。

　今まで行ったことのない場所が指示されていた。成願市のかなり西のほうで、歩いていけない場所ではないが、住宅地から外れているため人が少ない。大きな事件が起こったこともないと記き憶おくしている。

「……雄大様、もしかするとここには、人目を避けた十全配下のストーリーテラーが……？　もしくは、あいつの現在の根ね城じろが……？」

　もしや、今までのことは全て、この日のための壮そう大だいな前振りだったのか。あえてストーリーテラーではない透子を連れていくことで、敵の油断を誘う作戦か？

　ごくりと唾つばを飲んでから尋たずねると、雄大はなんとも言えない顔をした。

「……てめえは本当に、俺を買いかぶっているな、茜子」

「あ、そ、そうですか」

「十全の配下じゃあねえが、そこにストーリーテラーがいるのは間違いねえよ」

　投げ出すように答えた雄大は、かえって混乱している茜子を尻しり目めに透子を促うながす。

「行くぜ、透子」

「は……はい」

　雄大と妹の顔を交こう互ごに見やる透子だが、茜子にも視線で促されて諦あきらめたようだ。隣と後ろ、両方に遠えん慮りよしながら歩き始める。

「そういえば、あまり話したことがなかったな」

「はあ……そういえば、そうですね。私はストーリーテラーではないので、雄大様と接する機会が少ないですから……」

　雄大のほうから話しかけられて、透子は戸惑いながらも真ま面じ目めな受け答えをしている。

「だが、てめえの家事能力には助けられているぜ。俺にも他の連中にも、ベタベタしてこないのもありがたい」

「元々、そういうことには疎うといので……」

　二人の話を一歩引いたところで聞いていた茜子は、透子の表情がかすかな痛みを帯びたことに気づいた。呼応して、茜子の胸むねにまで小さな棘とげが突き刺ささる。

　透子はやはり、無縫のことを気にしているのだろう。雄大と話しながらも、チラチラと何度も茜子を振り返る。今この時、この状況でなければ「雄大様に失礼だよ！」と注意するところだが、その胸きよう中ちゆうを思えばさすがに言えなかった。

「……そうみてえだな。俺も、色恋には疎い」

「そのようですね。大変おもてになるようですのに」

　透子も茜子も学校に通っている訳ではないので、雄大の人気ぶりを見る機会は少ない。だが先日雄大自身が追い払った女生徒のように、まれに家までやって来るつわものもいる。

　たぶんまたいつものアレだけど、とぼやいた碧人に付き合って出て行けば、雄大に会いたくてやって来た女生徒（たまに弟で子し入いり志し願がんの男子生徒）が立っているということはこれまでも何度かあった。家にまで来る者が数カ月にひとりの割合でいるのだから、彼に想いを寄せる人間の実数は相当なものだろう。

「手近なアイドルってところだって言ってんだろ。俺のツラだのステイタスだのが、恋に恋する連中にはよく見えるだけだ」

　この手の話題を口にする時、常に雄大の声は苦にが々にがしい。しかし本日はいつもと違って、吐き捨てて終了ではなかった。

「だが、苦手だからといって何もせずにいても、いいほうに転がりゃしねえことはこの一年で学んだからな。多少みっともなくても、ジタバタすることにしたぜ」

　覚かく悟ごを決めたことを証あかすように、節ふしくれだった指先が前まえ髪がみをかき上げるようにして撫なでつけた。

「だからてめえも、腹を括くくれよ、透子」

　鋭するどい瞳に見つめられ、透子だけではなく茜子も一いつ瞬しゆん、ぶるっと身み震ぶるいした。

「は、……は、ぃ」

　雄大が本気であると、ようやく体の芯しんから理解した様子だ。透子は鼻先を薄赤く染そめて、こわごわとうなずいた。

　普段はボーイッシュに見える透子であるが、隣の雄大がすでに完成に近い雄おすの色香を持っているせいだろうか。やけに愛らしく、可愛らしく思えた。

　それを見た茜子は、危あやうく口から飛び出しかけたエールを喉のど元もとに留とどめておくのに必死だった。無縫には悪いが、こうすると腹を決めた雄大にできないことなどないのだ。

　無縫様ごめんなさい。ですが、おねえちゃんと雄大様が結ばれれば、つまりは私も、天瀬あまがせ・空宗に連つらなる一員になれるのです……!!　そうなれば私はより合法的かつ永続的に、私の神にお仕つかえできるのです……!!

　十全などとは違う、このすばらしい神と、適度な距離を保たもったままで。

　少年と少女にならないで。

　頰ほお肉にくがだらしなく緩ゆるみ、足取りは自然と軽かろやかになる。上機嫌で歩く茜子のポニーテールがぴょこぴょこ揺ゆれる様をチラリと見やった雄大は、それきり何も言わず手元の地図に視線を落とした。







　空宗邸ていを出てから約三十分。空宗邸自体が住宅街から少々離れたところにあるのだが、そこからさらに人ひと気けのない、古びた工場やその倉庫などが並んだ区画に三人はやって来た。

　荷運びをしているトラックは頻ひん繁ぱんに通るものの、人通りは皆かい無むに近い。ガードレールはあるが歩道は狭せまく、二人並ぶのがやっとだ。

「こっちだ」

　先せん導どうする雄大も、初めてか、あるいはあまり来たことがない場所なのだろう。何度も手元に眼をやりつつ黙々と歩く彼について進むうち、突然子供の声が聞こえてきた。気づけば塀へいに囲まれた建物の中から、はしゃぎ声が漏れてきている。

「夜泣き鳥ナイト・クライ」の事件の際に訪れた団地とは少し様子が違う。幼よう稚ち園えんや保育園の類たぐいだろうか。

　雄大はここにストーリーテラーがいると言った。もしや茜子がそうであったように、ワンダーに目覚めた幼おさないストーリーテラーがいるのだろうか。

「雄大様、ここは？」

「天瀬が経営している児じ童どう養よう護ご施し設せつだ。幼い頃にワンダーが発現し、親元を離れざるを得なくなった子供もここで預かっている」

　雄大は「星ほし見みの丘おか園えん」と書かれた看かん板ばんを指し、茜子が思ったとおりの説明をしてくれた。

「そうなのですね。まさか、ここに、十全の魔まの手が……？」

　だとしたら許せない。にわかに背せ筋すじが伸びるような緊きん張ちようを覚えた茜子を尻目に、雄大はさっさと門を潜くぐった。建物の正面で遊んでいた子供たちが珍しそうな視線を向けてくるが、気にしたふうなく先へ進んでいく。茜子たちもとりあえず彼の後を追った。

「おねえちゃん、私の後ろに隠かくれて」

「茜子、でも」

「大丈夫だとは思うけど、何かあってからじゃ遅い。ワンダー抜きで十全の配下と渡り合うなんて、できないよ」

　透子の遠慮を毅き然ぜんとはね除のけ、茜子は「血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード」を出現させた。すれ違う子供たちの中には確かにストーリーテラーがいるようで、何人かがヒッと喉のどを鳴らして後ずさったがワンダーを引っ込めるつもりはない。

　子供たちのワンダーはまだ十全の手下と戦えるまでには成長していないだろう。そもそもワンダーの種類は様々で、戦いに向いた能力を持っているとも限らない。雄大は自分を護衛として見込んで連れてきてくれたはずなのだから、その期待に応えるのが最優先だ。

　彼の役に立たない自分などなんの価値もない。

　と、ぼたぼたと垂たれる幻まぼろしの赤とは対照的な、虹色の輝かがやきがふわりとその側をかすめて飛んでいく。

「敵てき襲しゆうか!?」

　反射的に腰こしを落とし、いつでもウルフモードに移行できるように構えた茜子だったが、それは杞き憂ゆうだった。透子がふわふわと空に向かって飛んでいく儚はかない輝きを見上げながら首を振る。

「いや……違うぞ、茜子。これは、ただの」

「ムホーにーちゃん、スゲー!!」

　シャボン玉だ、と言おうとした透子の声に、興こう奮ふんした少年の声が被かぶさった。







「星見の丘園」の裏庭に十人ほどの子供が集まって、建物にもたれた無縫を取り囲んでいる。

「スゲーだろ？　ほーら、今度はもっとでっかいやつ!!」

　子供たちの誰よりも楽しそうに笑いながら、無縫は赤い色をした丸い枠わくの持ち手を摑つかみ、金属製のバケツに突っ込む。中に満ちていたシャボン液が枠に貼りついたのを確かめて、ふーっと息を吹きかけた。

　途端にいくつものシャボン玉が出現し、あたりにふわふわと漂ただよい出す。無む邪じや気きに伸びたいくつもの手が触ふれても割れない。無縫のワンダーはシャボン玉を出すようなものではないし、グリセリンを混ぜるなどして、強度を与えてあるのだろう。

　空に吹き上がるシャボン玉を見つめながら、茜子は静かに「血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード」を消した。透子はといえば、眼の前の光景に釘くぎづけだ。

「ムホーにーちゃん、あれやって！　でっかいシャボン玉の中に入るやつ！」

「んー、あれかぁ。いーけどさぁ、ありゃ俺ひとりだと、うまくできねーんだよな。誰か助けてくんねーと」

「はい！」

「にいちゃん、はい！　俺！　俺はい!!」

「この間やったでしょ!?　ムホーにいちゃん、私、私!!」

「おい、やめろ、危あぶねえ、シャボン液が零れる!!」

　バケツを蹴け倒たおす勢いで迫せまってくる子供たちに、無縫が慌てて注意を飛ばす。その様を眺ながめながら、雄大はおもむろに口を開いた。

「無縫の兄貴はあれで面倒見がいい。忙いそがしい風雅兄貴に代わって、よくここに来ているんだ」

「……あちこち遊びに行くついでに、だろ」

　最後の抵てい抗こうのように透子の口く調ちようは硬かたい。それでも雄大は、さらに続けた。

「いろいろと複雑で、メンドクセー男だけどよ。悪いやつじゃあ、ないんだぜ。俺が言うまでもねえだろうが、なあ、透子？　無縫の兄貴のいいところは、お前が一番分かってくれてる気がするぜ」

　認めろ、とばかりに駄だ目め押おしされても、透子は黙だまって立っているだけだ。顔の横に来たシャボン玉がその頰で跳はねて、そのままどこかへ飛んでいった。

「……お前のことも気に入ってはいる。でも、お前は、俺のことが好きじゃないだろう？」

「いいえ、好きです！」

　雄大の言を弾はじき返すように透子は言った。

「でも一番じゃねえ」
















　頑がん是ぜ無ない子供に言い聞かせるように、雄大の声は優しい。唇を引き結んだ透子は彼から眼を逸そらし、そして、そっとうなずいた。

　雄大の手が彼女の肩を無縫に向かって押しやる。同時に無縫もこちらに気づき、驚いたように動きを止めた。

　逃にげ出すようなそぶりを見せたが、子供たちの手前そうもできないのだろう。「ムホーにーちゃん？」の呼びかけに「……なんでもねえよ」と応じ、シャボン玉作りに専念し始めた。

「俺も無縫の兄貴も、仲直りってやつが下へ手たくそなんだ。ガキの頃はお互たがい骨ほねが折れるような喧嘩もしょっちゅうだった。だから、まあ、あれだ。お前のほうが年下だが、手のかかる弟みたいなモンだと思って接してやってくれ」

　苦笑がちに言い添えた雄大が踵きびすを返す。

「後は兄貴次し第だいだ。振られ男に、こっから先は目の毒どくだしな。行くぞ、茜子」

「……は、はい!!」

　瞳を潤うるませていた茜子は、喜き々きとして雄大の後を追った。茜子、と透子がすがるように呼びかけてきたが、知らないふりを決め込んだ。










「星見の丘園」を出て、元来た道を戻り始めたところで、茜子は地面に額ひたいをこすりつけんばかりに頭を下げた。

「あの、あ、の……申し訳ありませんでした!!」

　途端に雄大の顔が険を増す。

「てめえ、俺が振られたことを理由にそいつの妹を責めるような、心が狭い野郎だと思っているのか？」

「と、とんでもない、お命を狙ねらった私でさえも、危険を顧かえりみずに救って下さった雄大様の器は地球サイズです!!　十全などとは大違いです!!」

　首が取れそうな勢いで横に振ると、雄大ははぁ、と大きな息を吐いた。

「……ストーリーテラーの力ゆえに親に捨てられたお前が、姉を巻き添えにしたと考えているのは知っている。だが、透子もそんなに心が狭くはねえだろ」

　それこそ俺が言うまでもねえだろうが、と彼は肩を竦めた。

「前にも言ったとおり、俺は生まれついてのストーリーテラーじゃねーし、前線で戦い始めたのも中三からだ。無縫の兄貴よりただの人間として戦った期間が短い分、偏へん見けんからも自由だ。うまく扱あつかえば便べん利りな力なんだから、卑ひ屈くつになる必要はねえぜ」

　そう言ってにいっと、彼は笑ってくれた。初対面の時に見せてくれたのと同じ、そして最近はめったに見られなくなった気さくな笑顔だった。

　一番好きな表情に触しよく発はつされて、最初に出会い、姉と一緒に救われた時のような言葉が胸に染しみ渡る。同じだけの感動も蘇よみがえってくる。

　あの日の二人はまだ、ターゲットと刺し客かくといえども、ただの少年と少女だった。

「生まれ持った才能の一つだろ。透子は器用で家事が得意、お前はワンダーで勇ゆう敢かんに戦える。それだけの話だ」

　そこまでは尊そん大だいとすら言える態度で断言した雄大が、ふと眼を伏せた。意外と長いまつげの影にどきりとしてしまう。好きになっちまったもんはしょうがねえだろと、いつかの彼が胸の中でつぶやいた。

「……雄大様……」

　真横を通ったトラックが砂すな埃ぼこりを盛せい大だいに吹きつけてきたが、まるで気にならない。初対面の時から彼に対しては感謝の念しかないが、やはりファーストコンタクトの際の感動は格別だからだろう。さらしでは押さえきれないほどに、胸の奥で心しん臓ぞうが暴あばれ始めたのが分かる。

　己おのれの危険も顧みず、全神経を集中させて氷の欠片を溶かす時の真剣な表情。しかめ面つらと嘲ちよう笑しようばかりとの先入観を裏切る、気さくな笑顔。最近見られなくなった、しかしつい先ほどまた見せてくれた、笑顔。

　どうしたのだろう。頰が熱い。

「あ、あの……すみません、私、なんだか、熱が出てきたようで……あっ」

　思わぬ事態に混乱した茜子は、またすぐ側を通りすぎたトラックの振動に足を取られた。よろけそうになった彼女を、雄大が少し乱らん暴ぼうに抱だき寄せる。

　昨日きのう、いや今日ここへ来る途中であっても「ありがとうございます！」か「畏おそれ多いことです！」と言って終わりだっただろう。

　しかし今の茜子は、無ぶ礼れいにも顔を赤くして押し黙ったきりだ。

「……なんて顔、してやがる」

　つむじの上あたりから降ってきた声にも反応できない。まるで狼おおかみに見つかった、か弱き赤あか頭ず巾きん。ただの女の子。

　声もなく身を硬くしている彼女の様子をつぶさに観察していた雄大は、よし、と口の中でつぶやいてからその耳元に唇を寄せた。

「俺はお前に出会って、世の中にはお袋以外に、色恋抜きで俺のために戦ってくれる女がいると知った。……そういうところが……好き、だぜ」

「わ、わわ、私、も……」

　好きです。お慕したいしています。何百回も率そつ先せんして口にしてきた言葉が、うまく声に出せない。

　十全が、初雪が、英え里りが、透子が、頭の中に次々と浮かぶ。そのたび雄大の気配が第三者のイメージを覆おおい尽つくし、二人の世界に連れ戻す。

「私も？」

「わひゃ、し……」

　緊張で舌が絡み、変な音が出てしまった。茜子の頰が髪かみと同じ色に染まったが、雄大は笑いもせずに抱き締める指に力を込めた。

「口で言いづらいなら、行動で示してくれてもいいんだぜ」

「行動……？」

　分かるだろうと言いたげに、雄大の指先がそっと唇に触れた。

　靴くつ先さきにも何かが触れた。

「え？」

　思わず足元に眼をやると、スポーツシューズの先をいばらの蔓つるがつついている。

「おい、雄大！　茜子ちゃん!!」

　ほどなくして、本体である碧人も血けつ相そうを変えて駆かけつけてきた。

「いい雰ふん囲い気きのところにすまない、でもこんなところでは感心しないな。ちゃんと僕のアドバイスを……いや、それよりだ、銀を見なかったか!?」

「銀之助？」

　茜子を抱き締めた形で固まっていた雄大が、たちまちワンダーランドの統とう治ち者しやの顔になった。茜子から離れ、碧人に歩み寄る。

「知らないぞ。一体どうした？」

「それが……敵のストーリーテラーと交戦中、バラバラになってしまったんだ。敵は僕一人で叩きのめしてやったが、銀が途中でいなくなってしまって……面めん目ぼくない。電話をしても出ないし、『アリス郵便局』から何度メッセージを送っても無反応だし……」

　茜子も思わずスマートフォンを取り出して眺めたが、「やぎさんアリス」がデフォルトの状態でちょこんと座っているだけだ。銀之助からはもちろん、緊急メッセージなど何も来ていない。

「あ、君たちにはお邪魔したら悪いかと思って、なんのコンタクトも取っていないよ。もしかして銀のやつ、僕をまいて君たちの邪魔をしに来たのかと思っていたが……外れのようだな」

　碧人の表情は普段どおりだが、声音には隠しきれない不安がちらついていた。雄大も嫌いやな予感を覚えているらしく、「腹が減れば帰ってくるだろ」などと放り出しはしない。

　嵐の前の静けさが、嵐の到とう来らいによって崩くずれていく予感がする。

「クソ、あの馬ば鹿か、何をやっていやがる。仕方ねえ、捜さがすぞ。他の連中には？」

「もう連絡した。風雅さんも天瀬のネットワークを使って捜してくれているが、まだ何も……あっ」

　急に声を上げた碧人が振り返る。するとそこには、妙みようにふわふわとした足取りでこちらに向かってくる銀之助の姿があった。碧人が探たん索さく用ように放っていたいばらが足首に巻きついているが、振り払おうともしない。

「銀！」

「……ああ、碧人……」

　吊つり気味の瞳ひとみは呼びかけに応じて動き、友の名を呼びはしたが、声が明らかに虚うつろだった。いつもの彼らしい闊かつ達たつさが全くない。シグナルレッドのＴシャツの鮮あざやかさがかえって不気味に見えた。

　どこか見覚えのある表情だった。でもどこだったか、思い出せない。

「雄大、茜子も……」

「馬鹿、心配したんだぞ!?　一体どこに行ってたんだ！」

　安心の反動か、一ひと際きわ大きな声で碧人が怒ど鳴なりつけた瞬間、銀之助がくわっと眼を見開いた。喜き怒ど哀あい楽らくの激しい、いつもの彼の表情。

「それは俺の台詞セリフだ!!　やい雄大!!　てめえ、茜子に何をした!?」

　碧人を放り出した彼に食ってかかられ、雄大がわずかに眉を寄せる。

「……別に、何もしてねえよ（まだ）」

「とぼけるんじゃねえ、ピンクな空気を振りまきやがって!!　恋愛に関して、この俺の眼をごまかせると思うなよ!?」

「特に失恋についてはね。やれやれ、やっぱり二人の邪魔をするつもりだったのか」

「うっせーぞ碧人!!　ゲームに出てくる女以外と、まともに付き合ったことがないくせに!!」

　横から茶化した碧人は、反はん撃げきを食らってむっとした顔になる。

「失礼なことを言うな、近頃のゲームはかなりリアルなんだぞ!?　第一僕は、学校でもそれなりに人気なんだ！　雄大には負けるけどな!!」

　あまり自じ慢まんにならないたとえがよくなかったのか、ぎゃあぎゃあと泥どろ沼ぬまの言い争いが始まった。両者さすがにワンダーは出さないものの、勢い余って車道にはみ出しかけ、通りがかったトラックの運転手に「馬鹿野郎、気をつけろ！」と怒られる始末。

「君が押したからだ！」

「なんだと、やんのかコラァ!!」

　新たな火種を得てますますヒートアップする二人を見つめ、雄大がぼそっとまとめた。

「ひとまずこれで、元どおり、だな」

「……はい！」

　おかげさまで銀之助が言うところの「ピンクな空気」もどこかに行ってしまった。それに安心したような、少しだけ残念なような、複雑な気持ちで茜子は返事をしたのだった。







「星見の丘園」にて透子と無縫がどういう会話を交かわしたのかは、結局二人以外誰も知らない。

　表向き大きな変化がある訳でもなかった。無縫は相変わらずどこにいるのか不明で、フラッとワンダーランドにやって来たかと思えば、いきなり天瀬家の自室で昼寝していたりするらしい。

　だが小さな変化は、茜子の眼にも見える形で着実に起こっていた。

「おーい、透子……ありゃ、茜子？」

「星見の丘園」より戻ってから四日目の早朝である。談話室で早めの朝食を摂とっていた茜子は、突然室内に入ってきた無縫を見て眼を丸くした。

「無縫様！　おはようございます」

「ああ、うん、おはよーさん」

　なぜか気まずそうにした無縫であるが、そこへ彼の声を聞きつけた透子が厨房から出てくる。

「無縫！　貴様はどうした、こんな時間に……わっ」

　途端、何かを投げつけられた透子は、危うく受け止めて眼を丸くする。

「な、なんだ、これは……ドーナッツ？」

　紙袋の中に入ったいくつかのドーナッツを確認し、ますますぽかんとする透子から無縫は眼を逸らした。

「……別に。いつも食わせてもらってばっかりだからな」

「な、なんだ……槍やりでも降るんじゃないか……？」

　憎にくまれ口を叩きつつも、透子は紙袋をぎゅっと握って放さない。微笑ほほえましい光景を見やりながら、茜子はさてどうやってこの場からうまく消えようかと、慎しん重ちようにタイミングを計っていた。

「おはよう、茜子」

「ひぃあっ!?」

　室内の状況に気を取られていた茜子は、突然視界に飛び込んできた雄大を見て声を上うわずらせる。

「お、おはようございます、雄大、様……」

　ぎくしゃくと挨あい拶さつを交わしていると、無縫が「じゃーな、透子。茜子も！」と言うなり身を翻ひるがえすのが見えた。

「あっ！　待って下さい、無縫様……！」

「てめえこそ待てよ、まだメシも途中だろ」

　立ち上がって無縫を追いかけようとした茜子は、むんずと首の後ろを摑み止められ足をバタバタさせた。

「だ、だって、無縫様、これからおねえちゃんと……おねえちゃん!?」

　いい雰囲気に、と言いかけた時にはすでに、透子は紙袋を抱いて厨房に避ひ難なんしていた。

「透子と兄貴は放っておけよ。結構順調に仲が進展しているようだしな」

　そんなことより、と雄大が茜子の体を反転させ、瞳を覗のぞき込んできた。

「最近朝食の席で顔を合わさねーと思ったら、こんな時間にメシを食ってやがったのか」

「それは……その、あの、その」

　早朝トレーニングをしているとか、勉強をしているとか、一応言い訳を考えていたはずだがどれも口から出てこない。間近にある雄大の気配に感覚を持っていかれすぎて、まともにものを考えられない。

「言えよ。……どうして、俺を避さける？」

「……あのっ、わ、わらし……」

　嚙み嚙みになりながら、とにかく言葉を絞しぼり出そうとするものの、眉間にしわを寄せた雄大が顔を近づけてくるのに気づいて頭が真まっ白しろになった。

　十全を思わせる強引さだ、と無理やり考えようとしても、あれだけ茜子の中に根を張っていた彼の顔さえ浮かんでこない。こんな状況で、一体何を言えばいいのか。

「言えよ。それともなんだ、俺には言えねー……うぐっ」

「雄大！」

　雄大の首にいばらを巻きつけた後、碧人が談話室に走り込んできた。抗こう議ぎしようとする雄大を問答無用で茜子から引き剝はがし、ぼそぼそと耳打ちする。

「馬鹿、焦あせるなって言っただろ！　大丈夫だって、ちゃんと茜子ちゃんのルートには入ってるから……!!」

「なんだよ、てめえが押せっつーから……!!」

　珍しくこの二人の言い争いが始まった。「フラグが」「好感度が」などなど、飛び交う専門用語はさっぱり分からないが、ひとまずは助かった。

　ほっと息を吐き、椅子に座り直す。本日の朝食は和食だ。雄大たちの注意が逸れている間に食べ終えて部屋に戻ろう。透子が作ってくれた食事を残すのは忍しのびないが、ご飯と鮭さけだけ完食することにしよう。

　そう思って箸はしを取り上げた矢先、背後に人の気配が生じた。驚いて振り仰あおげば、ツンツン逆立った頭が見える。

　銀之助だ。いつ部屋に入ってきたのだろう？　さっき碧人が駆け込んできた後だろうが、あまりにも静かなので気づかなかった。

「ぎ……」

　しっ、と唇に指を当てた銀之助が、小さく折り畳たたんだ紙をそっと押しつけてきた。そして部屋の隅すみでコソコソと「ルート分ぶん岐き」「イベント管理」などと話し合いを続けている雄大たちを尻目に、出て行ってしまった。
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　年若いストーリーテラーズが多いワンダーランドは、就しゆう寝しん時間は遅くとも夜十一時と定められている。中にはこっそり夜中まで起きている者もいるようだが、学生が多いので、平日の夜は翌日に備そなえて早めに休むのが通例だ。

　学校に通っている訳ではない茜あかね子こは、夜十時に寝て朝六時に起きる健康的な生活を続けてきた。そのため真夜中を過ぎた現在、非常に眠い。

　ふわ、と小さなあくびをしながら、落ち着かない気持ちであたりを見回す。寝起きしている寮りようを少し離れ、鯉こいが泳ぎ回る大きな池の畔ほとりに来ているのはそれが銀ぎん之の助すけのメモの指示だったからだ。この場所、この時じ刻こく、誰だれにも言わずに必ずひとりで来いと。

「……どうしたんだろう、銀之助さん……」

　こんなふうに呼び出されるなど初めてだ。迷ったが、結局完全に彼の指示を守り、茜子はひとりで待ち合わせの場所にいる。

　初しよ夏かとはいえ、この時刻に水みず辺べにいると寒い。パジャマの上に羽は織おったカーディガンは、初めてこの家を訪れた際に英え里りに借りて、そのままいただいてしまった物だ。

　畏おそれ多いと百回ほど言ったのだが、意外と強引な英里に押しつけられてしまったカーディガンの前をかき合わせていると、足音が聞こえてきた。雄ゆう大だいほど正確ではないが、相手は大体分かる。

「茜子……」

「あ、銀之助さん」

　色とりどりのペンキをぶちまけたような、いつもながら個性的なＴシャツと、蛍けい光こうグリーンのボトムがまぶしい。頭の中で無む縫ほうが、「元はいーんだよ、実は。俺に任まかせてくれたら、銀ちゃんを世界一のモテ男にしてやるのに……」とため息をついている。

　だが、服装はいつもどおりである分、表情の差異が目立つ。「星ほし見みの丘おか園えん」の帰りに見たような、どこか茫ぼう洋ようとした生気のない顔が妙みように気になった。

「どうしたんですか？　一体。それになぜ、私だけ……」

　戸と惑まどいを込めて尋たずねた瞬しゆん間かん、銀色の光が視界を切り裂さいた。




「『時代錯誤の騎士アンテイークナイト』、推すい参さん!!」




「なっ!?」

　条件反射で後ろに下がった茜子は、大切なカーディガンの裾すそを切り裂かれながら飛び退すさった。こちらも「血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード」を出そうとするが、ワンダーを使おうと集中する寸前に太い槍やり先さきが迫せまってくる。

　元々銀之助及び「時代錯誤の騎士アンテイークナイト」のスペックは、同じ近接戦せん闘とうを得意とする雄大の「美しき獣ビユーテイフルビースト」と同じぐらい高いのだ。遠距離型の碧へき人とならとにかく、同系列のストーリーテラーであり、スペックが劣おとる茜子には荷が重い。

「やめて、どうして、銀之助さん……!!」

　攻こう撃げきが大振りなのが救いだが、いつまでもかわせはしない。『アリス郵ゆう便びん局きよく』で助けを呼ぶ暇ひまもない。

　殺される。

　冷たい予感に凍りついた茜子へ、再び槍の一突きが迫ってきた。

「っ、は、ぁっ！」

　首の筋すじを違たがえそうになりながら顔を背そむけたことにより、穂ほ先さきは耳じ朶だをかすめて行きすぎた。衝しよう撃げきで切られた髪かみがパラパラと宙を舞まう。ポニーテールがほどけてうなじを覆おおったのが分かった。

　ほっと吐いた息を閉じ込めるように、締しめ上げられる。

「っぐ!?　うぅっ」

　ワンダーでの突きは囮おとりだったのだ。銀之助自身の手が伸のびてきて、茜子の華きや奢しやな首を正面から鷲わし摑づかみにした。

　虚うつろな瞳ひとみの底にほの暗ぐらい光が渦うず巻まいている。それは錆さびた矢と化して茜子の眼に突き立った。

「どうして俺の言うことを聞かない」

「ん、ぐっ……う……く」

「どうして雄大を選ぶ」

　血走った瞳の奥に拭ぬぐえぬ悼いたみを宿したまま、銀之助は絶ぜつ叫きようした。

「俺はただ、お前の幸せを願っているだけなのに！　お前は、どうして……！」




「やめろ」




　短い制止と共に、冷たい突風が銀之助を横よこ殴なぐりにした。

「うおっ!?」

「きゃっ!!」

　勢いで銀之助は地面に薙なぎ倒され、解放された茜子もその場に尻しり餅もちをつく。うっすら指の跡が残った喉のどを押さえて咳せき込んでいると、誰かが音もなく近づいてくる気配がした。

　雄大の足音を聞き分けられる茜子だが、今回は違う。足音は聞こえないのだ。

　それなのに、相手が誰か分かった。

「な」

　背せ筋すじが震ふるえる。顔を上げたくないが、それを気づかれるのが嫌いやだ。この男にも、自分自身にも!!

「貴、様ッ……!!」

　恐きよう怖ふを引きちぎるようにして見上げれば、夜空に浮かぶ月が三つ。

　冴さえ冴ざえと光る本物の月に勝まさるとも劣らない美び貌ぼうが二つ、茜子を見下ろしていた。

　御み堂どう十じゆう全ぜん。人形のように整った容かんばせに淡あわい色の髪が月光を透すかし、忌いま々いましいほど美しい。切れ長の瞳や血の色をした唇くちびるに、妖よう艶えんな笑みを浮かべている。

　対して彼の背後、青みを帯びた銀ぎん髪ぱつに宝ほう冠かんを戴いただき、白衣をまとった青年のワンダー……「冷血王ハートレスキング」は全くの無表情だ。

「久しぶりだな、茜子。少し見ない間に、ずいぶんといい眼をするようになった」

　雄大と同じぐらい身長がある十全だが、体のラインに沿うような黒と金の衣い装しようのせいか、遠目にはあまり体格がいいようには見えない。しかしこうしてすぐ側に立たれ、瞳を細めて顔を覗のぞかれると、大だい蛇じやを前にした兎うさぎのような心地ここちになってしまう。

　忘れたと思っていた。少なくとも、記き憶おくが薄れたと思っていた。

　それなのに、いざ本人と相あい対たいした瞬間圧あつ倒とう的てきなオーラに心が押しつぶされそうだ。ほわほわと振りまかれる風ふう雅がの癒いやしのオーラとは対照的な、夜空のただ中にいきなり放り出されたような闇やみの気配が茜子を襲おそう。

　だが月も星も通さぬ闇の中だからこそ、息を継つげる者もいる。両親から、世界から拒きよ絶ぜつされた茜子にとって、初めて迎むかえ入れてくれた闇が安あん寧ねいの場所だったのは噓うそではない。

　その闇からも放り出されたゆえに、今茜子はここにいる。

「どうして貴様がここにいる、十全!!」

　すがるように、カーディガンの布を摑つかんだ。喉へのダメージが大きく、まだ立ち上がれない。それでも震え始めた膝ひざを抑おさえて問えば、十全は倒れたままの銀之助を一いち瞥べつした。

「もちろん、こいつに先せん導どうしてもらい、空そら宗むね自じ慢まんのセキュリティとやらを潜くぐり抜けたのさ」

「銀之助さんに……!?」

　愕がく然ぜんとして茜子も銀之助に眼をやった。その瞬間、違い和わ感かんに気づいた。

　先ほどの突風の一いち撃げきは、間違いなく「冷血王ハートレスキング」の仕し業わざ。心を凍こおらせる能力は英里を従わせられなかった怒りによって後から発現したものであり、このワンダーの元々の能力は雪や氷を操あやつる力だと以前説明された記憶がある。風はどちらかといえば付属物で、温度を下げる能力を使って空気の動きを誘ゆう導どうしているのだ。

　だが、さっきのあれには、あくまで銀之助を吹き飛ばすだけの力しかなかった。普段の彼なら、とっくに起き上がって反撃に転じているはずだ。

　にもかかわらず、銀之助は地面にべったり寝転んだまま微び動どうだにしない。水辺の地面は湿しめり気けを帯び、彼の大切なファッションに透とう子この技術でも拭い去れないような染しみが広がりつつあるのに。

「……この間、銀之助さんの様子がおかしかったのは、貴様がまた『冷血王ハートレスキング』を使ったせいか……!!」

　問い詰めると、意外にも十全は「違うな」と薄く笑った。

「言い逃のがれをする気か！　銀之助さんだって心から雄大様を慕したっているんだ、氷の欠片かけらを使われた以外の理由で貴様なんぞに従うものか!!」

「言い逃れではない。私は確かに『冷血王ハートレスキング』で銀之助を支配している。だが、『また』使ったというのは正確な表現ではない」

　言葉遊びを楽しむように、十全はクスクスと喉を鳴らす。昔から彼にはこういう、迂う遠えんな言い回しを好このむ傾けい向こうがあった。

「下らない言葉遊びはやめろ！　銀之助さんに何をした、言え！」

　凍った心しん臓ぞうには帝てい王おうの典てん雅がな趣しゆ味みと感じられていた物言いも、今となっては腹が立つだけだ。これならまだ、雄大の直ちよく截さいすぎて時々デッドボールになる物言いのほうが百万倍もマシだ。

「むしろ、雄大様とこいつを並べること自体、万ばん死しに値あたいする……!!」

　思考が横に逸それてしまった。後こう悔かいに赤毛を泡あわ立だてるようにしてかきむしる茜子を、十全は面おも白しろそうに見下ろしている。

「空宗雄大、な……お前の主あるじにして、新しい神、か」

　単語同士の繫つながりを味わうように唱となえてから、ようやく種明かしが始まった。

「簡単なことだ。雄大はストーリーテラーとして目覚めてから、まだ日が浅い。だから銀之助の心に刺ささった我わが力の片へん鱗りんを、完全に除去することができなかった。そのため私が近づき、少し手を加えてやれば、あっさりと再支配することができた」

　先ほどの表現は適切だっただろう？　と笑った十全の瞳が弧こを描えがく。

「どうやらお前も条件は同じようだな、茜子」

　体感温度が数度下がったような気がしたのは、十全がワンダーを使ったからではなかった。

　また、支配される。その予感に背筋が震えた。

　最悪なことに、震えの底に確かな喜びが隠かくれていた。それを見たくなくて、叫さけんだ。

「お願い、『血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード』……!!」

　まだ万全の状態ではなかったが、残された力を振り絞しぼってワンダーを出現させる。「赤あか頭ず巾きん」の魅み了りようは主おもに十全に仕込まれたものであって彼には通じない。元より使う気もない。

「ウルフ……、うあっ!?」

　立て続けにウルフモードへ移行しようとしたが、完全に獣けものに変じきる寸前の腕うでを「冷血王ハートレスキング」に踏ふみつけられた。仰あお向むけに倒れ込んだ茜子の両腕は、心ない王の靴くつ底ぞこに敷しかれている。

　少女をまたいだ格かつ好こうで立った「冷血王ハートレスキング」の顔は、いつしか主と同じく嗜し虐ぎやく的てきな笑みに満ちていた。ぞっとしてなんとか起き上がろうとするが、両腕は踏みつけられているだけでなく、十全のワンダーにより周囲の草を巻き込みながら凍りついていた。

　氷に磔はりつけにされた状態の茜子の上へ、己おのれのワンダーに重なるようにして十全が立つ。真下から見上げたその美貌は、一層凄すご味みを増して見えた。

「雄大に妙なことを吹き込まれて浮かれているようだが、ストーリーテラーであることを理由に捨てられた過去を忘れたのか？　相変わらず愚おろかだな、お前は」

　真上から叩たたきつけられた言葉に頰ほおを張られ、一いつ瞬しゆん息を吞のんだ。

「ふ……ざけるな、雄大様はおねえちゃんまで含めて私を拾ってくれた神様だ!!　断じて貴様などとは違う!!」

　自由な足を振り回して必死に暴あばれるが、十全は胸の上に立っている。腕を固定されている状態ではそこまで足を上げるのも難しく、釣つり上げられた魚のようにみっともなく騒さわぐ様をさらすだけだった。

「ふふ、神様か。なつかしい単語だ。私に捨てられたお前は、新たな神にすがらねばならなかったのだな？　かわいそうにな、お前も、雄大も」

　実験体をさばくようにして、十全の言葉が心を腑ふ分わけしていくのを感じる。透子に、碧人に、銀之助に、雄大自身に何を言われても揺ゆらがなかった心に、彼が振るう刃やいばだけは深々と突き刺さり、血を流す。

「違う！　貴様は元々私を拾ってなんかいなかった、元々私の神様なんかじゃなかった!!　貴様のワンダーに心を凍らされ、だまされていただけだ!!」

「そう、皆みなそう言う。そこの銀之助も、この間再会した時には同じような態度で派は手でに食ってかかってきたな」

　瞳を細め、十全は気き位ぐらいの高い猫ねこのように微笑ほほえんだ。

「だがな、茜子。『冷血王ハートレスキング』が全ての人間を完全に洗せん脳のうできる訳ではないことは、お前も知っているだろう？」

「……そうだな。英里様にも、風雅様にも、効きかなかったものな……!!」

　すかさず言い返してやれば、ほんの少しだけ十全は眉まゆ根ねを寄せた。

「……ふん、あの馬ば鹿か夫婦など、最早眼がん中ちゆうにないわ。ではなぜ、お前には効いたのか分かるな？」

　話を逸らすのを許さず、また質問を返される。その手に乗るか、とばかりに唇を引き結んだが、わずかに時間を稼かせいだだけだった。

「言いたくないなら教えてやろう。私に心臓を握にぎり込まれる人間は、救いを求めている者だけだ」

「……黙だまれ」

「満たされている者は私を必要としない。魂たましいに欠けている部分がある者には、私が生み出す氷が自在にはまり込む」

「黙れと言っているんだッ!!」

　顔を歪ゆがめて叫ぶ茜子を見下ろし、十全は「なんと醜みにくい」と含み笑いをした。

「だが、そこも愛らしい。愚ぐ直ちよくなほどに素す直なおなお前は、とても可か愛わいらしい」

「可愛い、なんて、もう、いらない」

　──茜子、てめえはもう、できるだけ「赤頭巾」を出すのはやめろ。

　ワンダーランドに居場所を与えられてすぐだったと記憶している。ようやく見つけた居場所を確保せねば、役に立たねばと張りきった茜子が、功こうを焦あせる様を雄大はきちんと観察していた。その上で、「狼」であれと言ってくれた。

「私はもう、食われるだけの赤頭巾じゃない……!!」

「知っている。お前はきちんと、狼の牙きばと爪つめを隠し持っている。だからこそ、魅み力りよく的てきなのだ」

　必死の叫びをあっさりいなして、十全は静かに身を屈かがめた。そのしぐさに既き視し感かんを煽あおられ、頰肉が引きつれるのが分かる。

「とはいえ、お前の本質が赤頭巾であることに変わりはない。少なくとも私の前では、な」

　十全の手が伸びてきて、今はさらしにつぶされていない茜子の胸むねの上に留とまる。彼の手に重なるようにして、「冷血王ハートレスキング」の雪のように白い手が見えた。

　一年前、雄大と「美しき獣ビユーテイフルビースト」にされたのと全く同じ光景。

「ふふ、やはりな。お前はまだ、私を忘れていない」

　早はや鐘がねを打つ心臓が、そこに象しよう徴ちようされる心の内が早くも読めたらしい。舌したなめずりする蛇へびの顔に、背筋を嫌けん悪お感かんが満たした。

「わ……すれる、はずが、ない。私を、おねえちゃんを、貴様は散々食い物にした!!　だから、忘れるはずがない……!!」

「そうだな。したほうは忘れても、されたほうは忘れない。食い物にされた者も、そこから救われた者も」

　悪びれもせず相あい槌づちを打った十全は、明らかに茜子の怯おびえを楽しんでいる。

「自うぬ惚ぼれるなッ、私は初はつ雪ゆきなどとは違う！　男としての貴様など、願い下げだ……!!」

「知っている。お前は初雪とは違う。あれは心の底から男である私を愛している」

　世界の真理を述のべるような顔をして、彼はあっさりと断言した。

「お前は男など求めていない。人間性など求めていない。私にも、雄大にも」

　同じ口く調ちようで断言されて、息が詰まる。

「お前の心を惑まどわせる厄やつ介かいごとをなんでも放り込める、神という名のブラックボックス。ああ、私はもちろん、それで構わない。そういう形で私に依い存ぞんし続けたいのなら、応こたえてやろう」

　ブラックボックス、あるいはブラックホール。光すら飲み込む闇の鷹おう揚ようさで十全は微笑んだ。

「しかして、雄大はどうだろうな」

「……！」

　違う。何が違うとは言えないが、違う。その思いが茜子を動かした。

「おっと」

　再び出現した「血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード」が、先ほどよりすばやくウルフモードに移行する。だが「冷血王ハートレスキング」の速さには競せり負け、より強く腕を踏みつけられる結果に終わった。

「ずいぶん雄大に肩入れしているようだな。しょせんは私を忘れるための踏み台にすぎないというのに、あいつも気の毒に……」

「……違う！　私は本当に、あの方のこと……を」

　叫ぶ声がかすれる。

　抵てい抗こうの気力を生み出す拍はく動どうがゆっくりと消えていく。白い手の平から伝わる冷気が心臓を覆い始めたのだ。

「あいつはストーリーテラーである以前に名家空宗の血筋であり、生まれつき人を惹ひきつける魅力を持つ。その自信があるからきれいごとが言えるのだ」

　氷に閉ざされていく心臓と違って、耳はふさぐことができない。悪あく魔まの毒どくが鼓こ膜まくからも心を侵おかしていく。

　全てにおいて恵まれた、生まれながらの勝ち組、空宗雄大。初めて彼に会うまでは、そういうイメージしか持っていなかった。だから彼の暗殺自体は抵抗なく受け入れることができた。

　実際に出会い、返かえり討うちに遭あい、許された際は感謝しかなかった。感謝はあっという間に崇すう拝はいにまで成長した。

　雄大という新たな神の僕しもべとして心しん身しんを捧ささげる、それだけで満たされていた。十全の形に空あいた胸の穴に、彼はぴたりとはまり込んでくれた。それ以外何も望まなかった。

　それなのに、最近の彼はおかしい。

　自分も、おかしい。

　──怖い。

　神に仕つかえる狼になることで、ようやく縫ぬい止めていた傷口がまた開いてしまう。

　雄大が神でいてくれないのなら──




「さあ、立て、茜子」




　気がつけば「冷血王ハートレスキング」は消えていた。残ったのは、心なき王すら従えて、人の心を踏みにじる悪魔だけ。

「……は……い」

　先ほどの銀之助同様、空からっぽの声で応じた茜子は、フラリと身を起こした。何分も地面に頭をつけて暴れていたため、泥どろに汚れたその頭を十全が優しくかき抱いだいて汚れを払ってくれる。

　忠誠を誓ちかう奴ど隷れいに対しては、飴あめを忘れない男だったのだと思い出した。だからこそ多くのストーリーテラーが彼に従い、時にはワンダーランドの面々に敗れた後も宗しゆう旨し替がえを拒きよ否ひするのだ。

　頭のどこかで「狼」が叫んでいるが、もうその声は聞こえない。

「お帰り、私の可愛い赤頭巾……」

　本物の獣の前では、茜子の中に眠る獣など少女と変わらぬ子犬でしかない。圧倒的な支配の重圧の中、彼女は薄く笑ってさえいた。

　──この神の期待に、応え続けなければならない。

　期待に応えている間だけは、私は安心してここにいられる。







　真夜中にふと眼を覚ました雄大は、その原因が枕元に置いたスマートフォンから漏もれる光であると気づいた。

「なんだ、こんな時間に……」

　くあ、と大口を開けてあくびをした後、画面を確認して思わず二度見する。
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「……茜子？」

「やぎさんアリス」の受信動作だけでも可愛いのに、もっと可愛いものを見つけて一瞬頰が緩ゆるみかけた。だが寝起きの頭が晴れていくにつれて、そんな場合ではない、と思い直す。

　夜中に急に『アリス郵便局』へメッセージが入るとなれば、大たい抵ていは風雅か、彼が統とう括かつする天瀬あまがせの情報収集グループからだ。十全に動きがあった、敵のストーリーテラーが出現した、基本的にはそのどちらかだから当然だろう。

　しかし今日は茜子から、しかもメンバーたちへの一いつ斉せい送信ではなく、雄大への単独メッセージ。こんなことは初めてである。

　緊張した指先でメッセージ内容を表示させた雄大は、さらに大きく眼を見開いた。







　銀之助に呼び出されてからおよそ一時間。時刻はそろそろ深夜二時だ。鳥も魚も眠りに就ついた丑うし三みつ時どき、風の音さえ聞こえない。

　近づいてくる足音をさえぎるものは何もない。

「……来た」

　スマートフォンの画面をじっと見つめていた茜子は顔を上げ、突進するような勢いで走ってくる長身を見やる。

「茜子！」

　広々とした庭中に響ひびき渡るような大声で彼女を呼んだ雄大が、突然ぴたりと足を止めた。距離にして十歩、互たがいのワンダーの攻こう撃げき圏けん外がいだ。

「お前、一体どうした」

「別に、何も……？」

　パジャマの上に例のカーディガンを羽織った服装は、雄大がタンクトップにジャージ姿であること同様、この時間帯なら自然だろう。髪を下ろしているのも、寝る前なのだから当然だ。

　ただし彼の言わんとしていることは分かっている。いつもの茜子であれば、このような時ははきはきと返事をしただろう。こてんと首を傾かしげ、わざとらしい上うわ目め遣づかいなど見せなかったに違いない。

「……おい。本当に、どうした。そもそも、てめえが俺を呼んだんだろうが。用があるならさっさと言え」

　最近やたらと押せ押せモードだった雄大も、別人のように態度がきつい。初対面の際からはっきりしていたが、彼はベタベタと媚こびてくる女が嫌きらいなのだ。

　しかし、甘い甘い。「赤頭巾」が耳の奥で忍しのび笑う。

　口ではそう言うけれど、こんな時間の呼び出しにノコノコ出てくる時点で勝負あり。そもそもあなたは、本当に相手に興味がなければ、今の時点で背を向けているはず。

　漏れ出そうな笑みを隠すために茜子はうつむいた。一見殊しゆ勝しような態度につられたようだ、雄大が押し黙る。

　期待を含んだ、破られること前ぜん提ていの沈ちん黙もくが二人を包んだ。焦じれた雄大が距離を詰めてくる前に、茜子は口火を切った。

「好き、です」

「星見の丘園」からの帰り以来、ずっと使えずにいた言葉をたどたどしい発音で口に出す。ただし恥はずかしいからではなく、そう見せかけるためだ。

　雄大は驚いたように眼を見開いた。期待どおりの反応に満足しつつ、次のステップへ移行する。

「あなたに救われた時からずっと、お慕いしていました。私の、雄大様……」

　蕩とろけるような視線を送り、誘導する。

「もし……もし、私の気持ちを、受け入れて下さるのなら……口ではなく、行動で示していただければ嬉うれしいです……来て……」

　抱ほう擁ようを、口付けをねだるように、大きく両手を広げてみせる。さらしに守られていない胸元が、パジャマの襟えり元もとからかすかに覗いているのは計算済みだ。

　さあ、来い！　今このタイミングで、私に向かってあと二歩歩いて来い!!

　ところが雄大はポケットに手を突っ込んだまま、その場から動かない。

「……どうしたのですか、雄大様……？」

　かすかな苛いら立だちを抑えつけ、あくまで殊勝な「赤頭巾」として語りかける。

「ごめんなさい、嬉しくないのですね……申し訳ありません、ひとりで勝手に盛もり上がってしまって、私……!!」

「いいや、嬉しいぜ」

　その声には本物の喜びと、それゆえの苦みが入り交じっていた。

「お前ひとりなら、よかっただろうけどなあ？　オラ出ろ、『美しき獣ビユーテイフルビースト』!!」

　複雑な想いを怒りへと一本化し、爆ばく発はつした感情が金色の獣を召しよう喚かんする。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした腕がブンと風を切り、すぐ側にあった茂しげみへと襲いかかった。

「クソッ、『時代錯誤の騎士アンテイークナイト』!!」

　慌あわてて己のワンダーを出した銀之助が、ゴロゴロと転がりながら強きよう烈れつな一撃を避よける。だが防ぼう御ぎよ壁へきとなった「時代錯誤の騎士アンテイークナイト」の足を摑まれてしまい、派手にその場に叩きつけられた。

　たまらずワンダーを消しよう滅めつさせた銀之助が、痛む体をさすりながら舌打ちする。

「チッ、さすが雄大、ばれていたか!!」

「たりめーだ。茜子の急な呼び出し、念のため様子を探さぐれば茜子のことで何かと突っかかってくるてめーが部屋にいない。いざ来てみりゃ、大事なカーディガンの裾をボロボロにして平気な顔だ。罠わながあると思うに決まってる」

　もっとも、と、「美しき獣ビユーテイフルビースト」を背負った格好で雄大は確認を始めた。

「てめーは別に、俺が憎にくい訳でも、茜子に、あー……惚ほれてるって訳でも、ねえんだよな」

「当然だ。俺はそんな下げ種すな気持ちで動く男じゃねえ!!」

　冗じよう談だんじゃないと、銀之助は息巻いた。

「茜子も、透子も、俺の妹みてーなもんだ。だから、こいつらを傷つけるようなことは許さねえ!!」

　強力なストーリーテラーである銀之助は、直情的な性格も相まって、十代の頃は散々ヤンチャを重ねてきた。

　そして恨うらみを買い、たったひとりの理解者だった妹・千ち晶あきを殺された。打ちのめされた銀之助に十全が甘く誘いかけ、支配下に置かれたのだ。

　雄大によって支配を解とかれた後も、妹のような立場の女性に対する悔かい恨こんと庇ひ護ご欲よくは残った。日ひ野の宮みや姉し妹まいを幸福にしたい、その気持ちはもしかすると、雄大や無縫より強いかもしれない。

「そうだな、てめーは十全みてえな下種じゃねえ」

　あっさりと雄大はうなずいた。

「馬鹿だけどな」

　そしていきなり、大きくバックジャンプした。

「なっ!?　なんだてめー、逃げる気か!?」

　ふざけるなとばかりに叫んだ銀之助が、ぬかるんだ足場をものともせずに走り出す。

　しかし次の瞬間、真横から伸びてきた何かが彼の四し肢しに絡みついて動きを封ふうじた。たまらず足を滑すべらせた銀之助は、顔を泥まみれにしながら呪じゆ詛その声を上げる。

「んなっ、てめ、碧人……!?」

「もがけばいい。その分、僕のお姫様の毒は早く回る。君もね、茜子ちゃん」

　至し極ごく冷静に告げた碧人は、同じタイミングでいばらを巻きつけられた茜子へ憐あわれみのこもった視線を向けた。

「くっ、うぅっ……!!」

　拘こう束そくを解こうと銀之助も茜子も身じろぐが、暴れるほどに小さな棘とげが皮ひ膚ふに食い込む。「眠らせ姫キラービユーテイ」自体はさほどパワーのないワンダーであるが、全身を蝕むしばむ睡すい魔まに似た倦けん怠たい感かんが抵抗を許さない。

「君たちを傷つけるのは本意じゃない。毒も弱めにしてある。少しおとなしくしてくれれば、それでいいんだ。雄大！」

「おう」

　待ってましたとばかりに近づいてきた雄大が、まずは銀之助の側に屈み込んだ。

「まずは銀之助、てめえからだ。心臓を握りつぶされたくなかったら、動くんじゃねーぞ……」

「やめろ!!」

　なおも抵抗する銀之助の体を、いばらがさらにぎっちりと拘束する。駄だ目め押おしに碧人がその足の上にまたがり、マウントポジションを取って押さえつけた。

「でかした、そのまま押さえとけよ」

「……あんまり楽しくない体勢だから、早めに頼むよ……」

　苦笑いする碧人に背を向け、雄大と彼のワンダーは銀之助の胸に向かって狙ねらいをつけた。

「ふざけんじゃねーぞ、雄大！　俺はてめーがストーリーテラーの楽園を作るって言うから、年下のガキでも従ったんだ。それがなんだ、てめえの勝手で茜子を振り回して、傷つけやがって……!!」

「ああ、確かに、俺がいろいろと不ふ甲が斐いないせいで、また十全なんぞにいいようにさせちまって悪かったな」

　口での抵抗を続ける銀之助に対し、雄大は素直に謝った。思わぬ反応だったのだろう、黙り込んだその胸に、間かん髪はつを容いれず「美しき獣ビユーテイフルビースト」の手が埋うまる。

「てめっ」

「動くんじゃねえ!!」

　ビリビリと肌はだを刺すような怒声で銀之助の動きを封じてから、雄大は声のトーンを落とした。

「──てめーは馬鹿だがいいやつで、あまりにもいいやつすぎて、そのせいでろくでもないやつに利用される」

　慎しん重ちようにその心臓を確かめながら、雄大はじっと銀之助の眼を見み据すえた。

「情けねえ年下のガキだと思うなら、側にいて見守ってもらわねーと困るぜ。なあ、おにいちゃん？」

　びっくりしたように眼を見開いた銀之助にフッと微笑んだ雄大は、ほどよく力の抜けた体内で凍りついた心臓を握り締める。

　銀之助がびくりと上体を跳はねさせたが、そこまでだった。彼の心をかたくなに閉ざしていた氷はあっという間に溶けていった。

「……ふう」

　額ひたいににじんだ汗を手の甲で拭った雄大は、ぐったりしている銀之助の上から退どいた。

「碧人、そいつは任せた。次は……」

　巡めぐってきた瞳が、銀之助同様地面に転がった茜子とかち合う。その瞬間、茜子は悲鳴を上げて首を振った。

「い、嫌だ……、来るな！」

「眠らせ姫キラービユーテイ」の毒は十分回っている。首を振ったことによりさらに頭がクラクラしたし、無む駄だな抵抗だと分かっていても、何もせずにはいられなかった。

「違う！　来るな！　解放など望んでいない！　私の神は十全様だ、お前なんかじゃない……!!」

「ああ、そのとおり。俺は神様なんかじゃねえよ」

　ぞんざいに相槌を打った雄大が、茜子の足元に屈み込む。必死で避けようとした足首を押さえられ、続いて腰こしを、肩を押さえられた。

　大きな体が自分の上に乗り上がってくる。凍りついたはずの心臓が絶叫を上げて胸の中で暴れていた。

　解放されてしまうと分かっているからだ。人間は自由から逃とう走そうする生き物であると、エーリッヒ・フロムの言葉を引用して語ったいつかの十全が眼まな裏うらで笑っていた。

「放せ！　貴様は十全様の敵だ、すなわち私の敵だ!!」

　自分の本質は「赤頭巾」でも「狼」でもないのは、自分が一番よく分かっている。茜子の本質は犬だ。捨てられて傷ついて、それでも主を求めずにはいられない犬だ。

　首輪が必要なのだ。

「いい加減にしろ!!」

　肌が震えるほどの声量で、間近から怒ど鳴なりつけられた。初めて会ったあの時のように、茜子の上に馬乗りになった雄大が顔を歪めている。

　あまりの勢いに、一発ぐらい殴なぐられるのではないかと思った。状じよう況きようを考えればそれが当然だとも思えたが、雄大は殴らなかった。口から出たのも、茜子を責める言葉ではなかった。

「近頃つくづく、俺の器のなさを見せつけられて嫌になるぜ。氷の欠片は溶かしきれてねえわ、てめえの病気は一年前から全く変わってねえわ……」

　己の力のなさを嘆なげく声はひどく弱々しい。思わずその顔を見つめれば、彼の手と半なかば重なるようにして「美しき獣ビユーテイフルビースト」の分厚い手の平が伸びてきた。

「だが……だったらなおさら、挽ばん回かいしなきゃならねえよな。俺は神様なんかじゃねーし、天瀬の従い兄と弟こにも空宗の長男にも好きでなった訳じゃねえが、ワンダーランドは俺の意思で作ったんだ」

　絶対に放り出しはしねえ。

　まなざし鋭するどく誓う顔に一瞬見み惚とれてしまった茜子は、胸元にズブリとめり込んだ獣の手の平の感かん触しよくにぎょっとする。

　ワンダーによるものであるため、痛くもないが違い和わ感かんは拭えない。有あり体ていに言えば気持ちが悪い。解放を望む望まない以前の問題として、生理的嫌悪感から身をよじろうとしたところ、

「……お前の心臓だけは、死んでも握りつぶしたくねえんだ。頼むから、動くな……」

　耳元で懇こん願がんされて、全身が硬こう直ちよくする。その間に「美しき獣ビユーテイフルビースト」の指は茜子の心臓に辿たどり着き、その熱を分け与えるようにそうっと包み込んだ。

　彼の心の温度を移されて、人より高いそれに胸が満たされていく。










　空がきれいだ。

　星がきれいだ。

　月がきれいだ。

　世界がきれいだ。

　その中でも自分を見つめる男の瞳が、一等きれいだ。

「雄大、さま……」

「……成功だな」

　ふーっと深く息を吐いた雄大は、ゆっくりと起き上がった。二回連続で繊せん細さいな作業を行ったせいだろう、その顔には疲労の色が濃い。

「私……私、申し訳ありませんでした、私……！」

「今はいい、俺も疲れているしな。とりあえず今夜は早く休め。後は俺がどうにかする」

　静かにうなずいた雄大は茜子を抱だき上げようとして、手を止めた。

「おい、碧人、いばらを引っ込めろ」

「ああ、悪い悪い」

　今気がついたような顔をした碧人が、軽く謝罪して茜子の拘こう束そくを解く。

　同時に襲いかかってきたいばらを、「美しき獣ビユーテイフルビースト」が強く打ち払った。

「碧人さん……？」

　雄大の腕に抱き寄せられていた茜子は、朦もう朧ろうとする視界の中の出来事がとっさに飲み込めない。自分は夢を見ているのだろうか？

「驚かないんだな、雄大。だから『俺が』どうにかする、か」

　夢の中のせいか、明らかに雄大目掛けて攻撃しておいて、碧人は落ち着き払っていた。

「銀之助も茜子も、俺の力不足で氷の欠片を溶かしきれていなかったって話だからな。なら最初、俺がもっともこいつの行使に慣れていなかった頃、仲間になったお前が無事だとは思えねえ」

　言いながら、雄大は茜子を近くの木の根本の乾いた地面にそっと下ろした。銀之助も神しん経けい毒どくが回りきっているのか、眼を閉じて胸を上下させているのを確認してから碧人へ向き直る。

「そもそも俺は、てめえに嫌われてるのは知ってたからな」

「ふん、だから、無縫さんまで待たい機きさせてたって訳か？」

　意外な名前に驚いた茜子が緩かん慢まんに瞳を巡らせると、近くの茂みをかき分けて無縫が顔を出した。

「そーゆーこと。こんな時間に急に呼び出されっから、びっくりしたぜ。正直だりぃけど、ま、たまには可愛い弟分の言うことも聞いてあげないとォ？」

　面倒くさがり屋のポーズを崩くずさぬ兄貴分に、雄大はとぼけた相槌を打つ。

「そうだな。事がでかくなれば、透子にも累るいが及ぶしな」

「……可愛くねー弟だぜ……」

　ブチブチと零こぼした無縫だが、のんきに兄きよう弟だい漫まん才ざいをしている場合ではないと思考を切り替えた。

「まあいーや、ここまで十全に入り込まれてるのは確かに問題だからな。たまには働くとしようや、『怠け者の蟻スラツガードアント』!!」

　無縫の叫びに応じて彼の背後に出現したのは、どこか彼自身にも似た、黒くろ髪かみをピンピンと跳ねさせた黒髪の少年だ。生意気そうな顔であくびなどしつつ、己の何倍もあるギターを軽々と持ち上げる。

　数あるワンダーの中でも無縫の「怠け者の蟻スラツガードアント」はかなり特とく殊しゆな能力である。そのストーリーは『蟻ありとキリギリス』。

　手にしたギターをハンマーのように振り回して攻撃するのだが、このワンダーの攻撃力は呼び出す頻ひん度どが多ければ多いほど減っていく。ごくたまに使うことで最大の能力を発揮し、使いすぎると自分の武器すら持ち上げられない役立たずなのだ。

　だが、しばらく見回りにすら参加していなかった無縫である。「怠け者の蟻スラツガードアント」の表情は自信満々でやる気に満ちていた。

　対する碧人の瞳にチラリと焦りの色が浮かんだ。ここまでの力を蓄たくわえているとは予想外だったのだろう。透子と彼女の妹を守らねばならない、との想いが、無縫と彼のワンダーにやる気を出させたのだ。

「持ちこたえてくれ、僕のお姫様!!」

「眠らせ姫キラービユーテイ」がドレスの裾を裂かんばかりの勢いで、いばらの蔓つるを次々と吐き出していく。それは幾いく重えにも複雑に重なって、碧人の前に盾たてのように展開した。

　一撃に全てを懸かける無縫のワンダーは、逆に言えば最初の一撃さえ凌しのげばそれほど怖くない。手数の多さで非力を補おぎなうタイプである碧人は、この一撃を耐えた先に活路を見み出いだすつもりのようだ。

　しかし、本当に活路など見出せるのだろうか？　碧人の相手は無縫だけではないのに、と茜子が思った矢先だった。

「待ちな」

　突然雄大が睨にらみ合う碧人と無縫の間に割って入った。

「無縫兄貴は待機していてくれ。こいつとは俺がサシでやる」

　なに、と碧人が眉をひそめ、無縫もきょとんとした顔をする。

「……ふーん？　でも、いいのか？　たぶん俺のワンダー、次に出した時にはやる気を失ってると思うけど」

　最さい高こう潮ちようのやる気の発はつ露ろを阻そ害がいされ、「怠け者の蟻スラツガードアント」は現時点でちょっと機き嫌げんの悪い顔になっている。それでも雄大は構わない、と意見を変えなかった。

「まあいいや。働かなくてすむなら大だい歓かん迎げい～。茜子と一緒に、のんびり観戦してるわ」

　あっさりうなずいた無縫は、茜子の側にやって来てしゃがみ込んだ。本当に傍ぼう観かん者しやに徹てつするつもりのようである。

「……侮あなどってくれるじゃないか、雄大。貴様のそういうところが、本当に嫌いだ」

　しばらく呆あつ気けに取られていた碧人が、敵意にぎらついた眼で雄大を睨みつけた。雄大はなんら臆おくすることなく、その正面に立つ。

「侮る？　逆だろう。俺は、俺とは正反対の能力を持っているてめえを、一番警戒しているぜ」

　攻撃範はん囲いが広い上に、一度触れさえすれば神経毒で相手を無力化できる有能なストーリーテラー。雄大にとっての碧人は、自身がワンダーに目覚めてから初めて戦った相手でもある。
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「だからこそ、サシで徹てつ底てい的てきにつぶしたい」

「……ふん。望むところだ」

　決別の宣せん言げんと取ったのだろう。碧人は強気にうなずき、茜子は表情を曇くもらせたが、雄大はそういう意味で言ったのではないらしい。

「勘かん違ちがいするんじゃねえ。サシで徹底的につぶさねえと、てめえみたいなやつは負けを認めねえ。負けを認めねえと、俺に従わねえだろ？」

「……雄大様！」

　今度は茜子が瞳を輝かがやかせ、碧人がぎりっと奥おく歯ばを嚙かみ締めた。

「貴様……まだ僕に勝つ気でいるのか？」

「当然だろ。一回勝ったんだ、二回目も勝つに決まってる。まして……」

　表現に迷うような間を置いた後、結局雄大はシンプルに言いきった。

「茜子の前なんだからな。誰にだって、負ける訳にはいかねえぜ」
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　ヒュー、と無縫が口くち笛ぶえを吹く。茜子はぽうっと頰に火が灯ともるのを感じて慌てたが、悠ゆう長ちように自分の反応に戸惑っている暇はなかった。

「ほざいていろ!!　いい気になりやがって、この僕がいつまでも、貴様の下で道化を演じていると思うなよ……!!」

　ワンダーランド内の調停役を担になっていた碧人であるが、本来はかなり自じ尊そん心しんの強い性格だったのだろう。好戦的な表情を隠しもせずに、全く同じ表情をした「眠らせ姫キラービユーテイ」を雄大にけしかけた。

　だが当然、雄大はそれを読んでいた。「美しき獣ビユーテイフルビースト」が咆ほう吼こうを上げ、殺人姫を迎え撃うつ。

　自由自在に蠢うごめくいばらの蔓が獣に触れる、その直前で獣の爪と牙がいばらを引き裂く。筋骨隆々とした「美しき獣ビユーテイフルビースト」であるが、生きた人間の心臓を扱あつかえるほどの繊細な動作が可能なのだ。四方から襲いかかるいばらを巧たくみに捕つかまえ、引きちぎっていく。

「……ぐっ」

　ワンダーが受けた痛みは本体にも返るのだ。碧人の場合は操るいばらの量が膨ぼう大だいであるため、ちぎられた個々のダメージはそれほど大きくはないようだが、累るい積せきすれば当然ただではすまない。

　しかし、疲労が積み重なっていくのは雄大も同じだ。

「雄大様、危あぶない！」

　思わず茜子が叫んだ瞬間、一瞬対応が遅れた「美しき獣ビユーテイフルビースト」の右足にいばらが絡みついた。

「はは、かかった……っ、ぐっ！」

　歓かん喜きの表情を浮かべた碧人だが、次の瞬間彼の目の前に「美しき獣ビユーテイフルビースト」が突進してきていた。足に絡んだいばらを伝うようにして向かってきた獣が、彼の腹部目掛けて強烈なストレートを繰り出す。

　危あやういところでいばらの盾が機能し、直撃は避さけられた。それでも衝撃の全てを殺すことはできず、数メートルも吹き飛ばされた碧人は、松の木にぶつかって動きを止めた。

「油断するんじゃねーよ。てめえの毒には、そこまで即効性はねえんだからな」

　汗に濡ぬれた前髪をかき上げた雄大は、ぜいぜいと喉を鳴らしながら低く笑った。

「厄やつ介かいな能力じゃあるが、要は毒が回りきらないうちに勝てばいいってことだろ!!」

　なんとも単純な発言であるが、茜子は「さすが雄大様……！」と感かん涙るいにむせぶ。隣の無縫が「まあ真理じゃあるけどなあ」と苦笑いした。

「……なら、長引かせれば、僕の勝ちってことか？」

　痛めつけられた腹を押さえ、碧人がヨロヨロと立ち上がった。

「その手に乗るか!!　どうせ『美しき獣ビユーテイフルビースト』の皮膚には、ほとんど僕のいばらは通用しない……」

　本体である雄大ならいざ知らず、ワンダー相手では効き目が薄いことを碧人はきちんと把は握あくしている様子だ。無む論ろん全く効き目がない訳ではないから、さっきは一瞬喜んだのだろうが。

「ばれたか」

「大方眠りの毒が回ったふりをして、僕を近づかせるつもりだったんだろう？　そうだろうな、貴様の能力上、僕にかなり近づかないと倒せない……」

　だがな、と碧人は寒気のするような笑みを浮かべた。

「僕だって、せっかくの貴様との再戦を、眠りの毒なんかで終わらせるつもりはない!!」

　喉も裂けよとばかりの慟どう哭こくは力と化し、中空に浮いた「眠らせ姫キラービユーテイ」の腕が痙けい攣れんした。次の瞬間そのドレスの下から、大量のいばらが吐き出される。

「うげぇ、気持ち悪わりぃ……」

　折り悪くそこで眼を覚ました銀之助が、ギャリギャリと不快な音を立てながら空を滑るいばらを見て口元を押さえた。夜間のためはっきり見えないのが救いだが、茜子も昼間にこの光景を見ていたら気分を悪くしたかもしれない。

「……おい、よせ。それ以上いばらを出すのはやめろ!!」

　雄大もはっとした顔で止めようとしたが、それは視界を埋めるいばらに生理的嫌悪感を刺し激げきされたからでも、身の危険を感じたからでもない。

「やめろ馬鹿！　それ以上いばらを出すな、てめえがもたねーぞ!!」

「うるさい!!　僕はもう、いいや、最初から、貴様の仲間でもなんでもないんだ!!　余計な心配など無用だ……!!」

　据わった眼をして叫んだ碧人の「眠らせ姫キラービユーテイ」は、いつの間にか美び姫きの姿さえ消し去っていた。可か憐れんな姫君の姿を保たもつための力さえ全て、この大量のいばらに注そそぎ込んでいるのだ。

　今や碧人の周りに人影はない。彼自身の力を削けずり取りながら生み出された、いばらの海が広がっているだけだ。そこに碧人はひとり、難なん破ぱ船せんのように漂ただよっている。

「……碧人さんの、大事なお姫様が、いなくなっちゃった……」

　思わず茜子はつぶやいていた。「眠らせ姫キラービユーテイ」が形を変えただけだと頭で分かっていても、言わずにはいられなかった。

　茜子も銀之助も碧人も、共に生まれついてのストーリーテラーである。周囲にはワンダーの使い手はおらず、幼よう少しよう期きから孤こ独どくに苛さいなまれていた。

　しかし、茜子には透子がいた。銀之助にも妹がいた。

　碧人には誰もいない。

　天瀬・空宗ほどではなくても裕福な家に生まれ育った碧人だが、厳格な両親は息子むすこを鋳い型がたにはめ込むようにして育てた。それが僕にワンダーが目覚めた原因じゃないかな、などと本人は人ごとのように笑っていたが、銀之助がこっそり教えてくれたことがあるのだ。あいつはワンダーについて口にするだけで引っぱたかれるような暮くらしをしてきたんだ、だから俺はあいつを甘やかしてやってるんだぜ、と。

『碧人のやつは、いまだストーリーテラー以外に心を開かねえ。学校で友達を作ろうとしねえんだよな』

　いつかの雄大の言葉がふと思い出された。

　ワンダーランドに来て間もない頃だったと思う。碧人が通う学校の授業料は彼ではなく空宗家から出ていると知り、憤ふん慨がいしたことがあった。それなのにどうして、碧人さんはあんなに学校をサボるのですか!?

『あいつは頭がいい。通信教育だけでも十分だというのを、ワンダーランド以外の知り合いを作れと説とき伏せて、俺が無理やり入学させたんだ。……だが、俺と仲がいいと誤ご解かいされた結果、いろいろと嫌な思いもさせちまったようだけどな。将を射いんと欲ほつすればなんとやらで、ヘンな女につきまとわれたりよ』

　雄大にしては珍しい、丁てい寧ねいな説明を聞いて茜子は心底反省し、「腹を切ります」と訴うつたえたものである。代わりにワンダーを持たない透子と一緒に、碧人に勉強を教わることになったのだ。

　だが、雄大の想いは通じていなかったのか。本物の「眠り姫」よろしく、侵しん入にゆう者しやを拒こばむいばらの向こうで碧人が吠ほえている。

「貴様の首を手て土産みやげに、僕は十全様のところへ帰る！　茜子ちゃんとは違う、僕はあの方をただ崇拝するだけじゃない!!　あの方の理想のために、役に立ってみせる!!」

　いばらの棘同士が擦こすれ合う、不快な音が強くなる。碧人自身をも締め上げそうな勢いで集まったいばらの蔓たちが、鎌かま首くびをもたげるのに似た動きをした。初雪が全力でワンダーを使うところを茜子は見たことがないが、今の碧人の迫はく力りよくなら彼女と張り合えそうだ。

　しかし、標的となった雄大と「美しき獣ビユーテイフルビースト」は微動だにしない。それどころか、敵に塩を送りさえした。

「だったら茜子や無縫の兄貴を人ひと質じちにすりゃどうだ」

「……下らない、それで挑ちよう発はつしているつもりか？」

　碧人が馬鹿にしたように鼻を鳴らす。

「そっちこそ、それで覚かく悟ごを示したつもりかよ。相変わらず甘いぜ、碧人」

「なんだと……」

「覚悟っていうのは、こういうのを言うんだよ!!」

　言うが早いか、雄大だけが、碧人に向かって突っ込んできた。

「なっ……行け、『眠らせ姫キラービユーテイ』!!」

　慌てた碧人の指示に合わせ、いばらの海が波打った。まっすぐそこに向かって飛び込んできた雄大の四肢にいばらが襲いかかる。

「馬鹿め、なんのつもりだ!?　当たり前だが、本体が弱ればワンダーも使えないぞ!?『美しき獣ビユーテイフルビースト』だけが眠りの毒を逃れても、意味がないんだぞ!?」

「ああ、全くだな」

　当たり前のことを言うなとばかりに、雄大は笑った。

「そのわりには、締めてくるばかりで、毒が打ち込まれるようじゃねえが？　小こ細ざい工く抜きで俺を倒したいってのは本当のようだな」

「……負け惜おしみを。ああ、そうさ。地位も名誉も知性も容姿も親の愛も、おまけに強力なワンダーまで与えられた今の貴様のみじめな格好を見てみろ、小細工が必要か!?」

　神経毒こそ注入されないものの、雄大の手足には何重にもいばらが絡みついている。一本一本は非ひ力りきなワンダーとはいえ、これだけの数を引きちぎるのは容易ではない。まして『美しき獣ビユーテイフルビースト』は離れた場所にいるのだ。

「しかしな、碧人。てめえも知ってるだろう？　俺のストーリー、『美女と野獣』にも、いばら、つまり薔ば薇らは関係しているんだ」

　挑発に乗ることなく、雄大は平気で話し続けた。その遙はるかな後ろでは、「美しき獣ビユーテイフルビースト」が主あるじを縛しばるいばらの一本に手を伸ばそうとしている。

「十全の野郎だって、ハナっから心を凍らせる能力を使えた訳じゃねえ。茜子だってモード切替で別の能力が使える。なら俺の『美しき獣ビユーテイフルビースト』だって、これぐらいできるはずだ!!　食らいな!!」

「しまっ……、うわぁっ!?」

　何をする気か理解した瞬間、碧人は悲鳴を上げて仰のけ反ぞった。

　彼が操るいばらが枯れていく。野や獣じゆうの心の象しよう徴ちようであった薔薇が、物語が進むにつれて生気を失っていったように。

　ぼろぼろと枯れ落ちたいばらをうるさそうに払った雄大は、あ然としている碧人に近づき、思いきりその頰を殴り倒した。

　ギラギラと光る瞳は野生そのもの。薔薇を枯らしたことにより、彼が内包するストーリーどおり人間性を失いかけているのだろう。

「ハッ、いばらを乗り越えて来てみりゃ、ずいぶん貧ひん相そうなお姫様じゃねーか……」

「あ……」

　ワンダーを使い果はたした碧人はただの高校生である。一回り体格の勝まさる、おまけにいわゆるバーサク状態の雄大に敵かなうはずがない。

　しかし次の瞬間、枯れて消え去っていくいばらの海をかき分けるようにして近づいてきた「美しき獣ビユーテイフルビースト」が、雄大の頰を殴り飛ばした。

「おい、雄大!?」

　これにはさしもの無縫も度ど肝ぎもを抜かれたようである。碧人など腫はれた頰の痛みも忘れ、ぽかんと間抜けに口を開けている。

　茜子も一瞬、ワンダーを制せい御ぎよできないほどの状態なのかと危ぶんだ。だが「美しき獣ビユーテイフルビースト」はそれ以上の無体を働くことなく、静かに本体の側に立っている。

「……あー、いてえ。ったく、ストーリーテラーとして目覚めて間もないってえのに、俺はワンダーまで一級品だからな……」

　愚ぐ痴ちだか自じ慢まんだかよく分からない文もん句くを言った雄大は、切れた唇を拭って碧人を見やった。

　完全に正気を失う寸前、自みずからを殴らせて強制的に意識を取り戻したのだ。状況を考えると恐おそるべき精神力だと言えよう。その眼からはもう、危なっかしい輝かがやきは消えている。

「碧人」

　びく、と肩かたを揺らす彼を見下ろし、雄大はすっかり乱れたオールバックを軽くかき上げながら、

「てめえは俺にとって、俺の思想の正しさを初めて証明してくれたやつだ。お前の氷の欠片を取り除のぞけたことで、ワンダーランドを作ろうと腹が決まったんだからな」

「……捕まえた虫を入れる虫むし籠かごがほしかっただけだろ」

「そうとも言うな。だが、捕まえた以上、俺の友も達のだろ」

　退路を断つように言い放った雄大は、碧人の手を引っ張って無理やり座らせようとした。氷の欠片を除去するためには、お互いが立っているとやりにくいからだ。

「は、放せ」

　この期ごに及んで拒もうとする碧人に、雄大ははあ、と大きく息を吐いてからガリガリと後頭部をかく。

「……なあ、知ってるか？　てめえも学校に友達がいねーようだが、俺も兄貴たち以外に、対等な立場で付き合ってくれる友達はお前が初めてなんだぜ」

　碧人にとって、共犯者ではない、最初の友達が雄大だったように。

　雄大にとっての碧人も、家のしがらみとは無関係に得た、最初の友達なのだ。

　大きく眼を見開いた碧人の足を、雄大がすばやく払う。わあ、と間抜けな声を上げて倒れた彼の上に馬乗りになった雄大が右手を振り上げた。

「だから、悪い虫は駆く除じよしねえと。いいか、動くなよ……」

　これで三連続だ。眉間に深い谷を刻きざんだ雄大が、「美しき獣ビユーテイフルビースト」の手を碧人の胸に潜もぐり込ませる。

　その瞬間、冷たい風に乗って冷たい声が聞こえてきた。

「美しい友情だな」
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　みぞれ交じりの突風が吹きつけ、碧へき人との体を跳はね飛ばす。

　車にぶつかったかのように弾はじき飛ばされた彼は、その勢いで池の上に放り出された。

「碧人!?」

　絶ぜつ叫きようした雄ゆう大だいが「美しき獣ビユーテイフルビースト」で彼を支えようとする。しかしそれより前に、池から伸びた何かが絡みつくようにして碧人を受け止めた。「眠らせ姫キラービユーテイ」ではない。

　氷だ。

　池の水が凍こおりながら伸のびて、その一部が碧人の体を半分飲み込んだのだ。月明かりにきらきらと輝かがやく姿は、オブジェのような美しささえ感じさせた。

「碧人さん……!!」

　直前まで「美しき獣ビユーテイフルビースト」に心しん臓ぞうを握にぎられていたのだ。この勢いでは、と茜あかね子こは真まっ青さおになったが、半なかば凍りついた碧人の胸むねは緩ゆるく上下している。

　少なくとも死んではいない。さすが雄大のワンダーは優秀だ。

　楽観できる状じよう況きようではないが。

「雄大の力をだいぶ削けずれたようだ。ご苦労だったな、碧人。パワー不足のお前にしては上出来だ」

　いつからそこにいたのだろう。

　凍った池の上を滑すべるように進んできた十じゆう全ぜんが、硬こう直ちよくしたワンダーランドの面々を見回した。

　その視線が自分の顔の上を通りすぎた瞬しゆん間かん、茜子は我われながら滑こつ稽けいなほどに身じろいでしまった。しかし十全は風景を見たのと同じ反応しかせず、彼の瞳ひとみは雄大だけを映して止まった。

「おかげで、注意力がだいぶ散さん漫まんになっていたようだな？　雄大」

「……まさか、てめえがまだ、ここにいたとはな」

　碧人に聞いたのか、雄大は十全がワンダーランドに侵しん入にゆうしたことまでは理解していた様子だ。

「目上に対しての口の利きき方を知らん男だな」

「そっちこそ、今まで散々逃にげ回っておいて、記念すべき初対面ときた日にゃ名乗りもしねえのかよ。デッドカントリーの王様は礼れい儀ぎを知らねーな」

　茜子の足を竦すくませる十全の迫はく力りよくを前にして、雄大は平然と言い返した。しかしわずかに寄った眉み間けんに、額ひたいににじむ汗に、内心の緊きん張ちようは表れている。

「なるほど、それは道理だ。では教えてやろう、我わが名は御み堂どう十全。『冷血王ハートレスキング』を従えるデッドカントリーの王だ」

「ありがとよ。じゃあ、俺も」

「必要ない」

　傲ごう然ぜんとあごを上げ、十全は雄大の名乗りをさえぎった。

「どうせ貴様も貴様の仲間も今夜ここで死ぬ。覚える必要はない」

「そうか？　俺はてめーの名前を覚えておくぜ」

　見え透すいた挑ちよう発はつに乗らず、雄大は低く笑った。

「そのご大層な肩書きを含めて、墓はか石いしに刻きざんでやりてぇからな」

「……大した自信だ」

　わずかに十全の声が下がる。彼から漂ただよう威い圧あつ感かんもさらに増したが、雄大は調子を崩くずさない。

「そっちこそ、噂うわさどおり大した自信家だな。全部の手て駒ごまを使い尽つくしての大おお盤ばん振ぶる舞まい、親玉はひとりまたどこかへ雲くも隠がくれかと思っていたら……いい度ど胸きようじゃねえか」

「は、兵力の逐ちく次じ投下など下策の下策よ。今夜貴様を始末する、そのために何重にもわたって下らぬ芝しば居いを用意したのだ。結末がどうなるかぐらい、きちんと見守らねばなるまい？」

　動き回って居場所を悟さとらせない。十全本人は直接仕掛けてこないと思い込ませる。茜子たちの中に氷の欠片かけらが残っていると知りながら、その爆ばく弾だんをすぐには爆ばく発はつさせなかった。何もかも、この日のために。

　自分が十全の僕しもべであった時ならば、主あるじの計画に陶とう酔すいしていたことだろう。生あい憎にくと自由な心臓を手に入れた今の茜子は、下らぬ芝居、という言葉にぎゅっと下した唇くちびるを嚙かんでしまう。

「十全様!!」

　碧人が悲痛な声で主を呼んだ。心臓を握りつぶされるのは免まぬかれたものの、彼の心臓はいまだ「冷血王ハートレスキング」の力で拘こう束そくされている様子だ。茜子よりもずっと、主の心ない仕打ちは堪こたえているだろう。

　それが分からぬはずがないのに、十全の態度には甘さの欠片もない。必要に応じて飴あめを惜おしまぬ男であるが、一度切り捨てると決めれば容よう赦しやはない。

「黙だまれ碧人。お前のような半はん端ぱ者ものは、私の国デツドカントリーにはもういらん。程度の近いお仲間たちと、仲良く乳ちち繰くり合っているがいい」

　震ふるえる碧人の唇が、そんな、という言葉を象かたどるのが見えた。いたたまれずに眼を背そむけた茜子の耳にも、十全の声は強引に侵入してくる。

「もっともお仲間も貴様も、ここまでだがなぁ？」

　にいと笑った十全の上空に、もうひとりの王が出現した。月光を紡つむいだような銀色の髪かみがまぶしく光る。

「征ゆくぞ、『冷血王ハートレスキング』!!」

　最初から弓ゆみ月づきの形に瞳を細めた「冷血王ハートレスキング」が、右手を高々と夜空に掲かかげる。その手を中心に出現した吹雪ふぶきの渦うずが、たちまち猛もう威いを振るい始めた。

「ぐっ、このっ、行け、『美しき獣ビユーテイフルビースト』……!!」

　暴ぼう風ふうに吹き飛ばされそうになりながら、雄大が必死にワンダーを出現させる。だが銀ぎん之の助すけ、茜子、碧人の三連戦で消しよう耗もうが激しい。せっかく出てきた「美しき獣ビユーテイフルビースト」も、せいぜいが本体の風かぜ除よけぐらいにしかならない。

　他の面々はといえば、風に飛ばされないように地面にしがみついているのが関の山。銀之助も茜子もワンダーを出せるほど回復できていない。碧人は捨すて駒ごまとされた衝しよう撃げきに震ふるえながら、哀あわれなオブジェとしてそこにいるだけだ。

「舐なめるなよ。心を凍らせるなど余技に過ぎん。これが私の、本来の戦せん闘とうスタイルだ!!」

　逆さか巻まく風の向こうから聞こえるのは、余裕綽しやく々しやくの十全の声だけ。

　生きた災さい厄やくのごとき強力無む比ひなワンダーの前では、みっともなく地べたにひれ伏しているしかないのか。

「ほう……？　天あま瀬がせ無む縫ほうか。お前がいるだけでも意外であるのに、逃げ出しもせず向かってくるとはな。なんのつもりだ？」

　興味深げな十全の声。驚いて振り仰あおげば、茜子の横で同じように風に耐えていたはずの無縫が身を起こしている。

「別に……俺、努力とか、がんばるとか、大だい嫌きらいだし？」

　本当に嫌いなのだろう。心底嫌そうに、彼は吐き捨てた。

「でもなぁ、てめーのことはもっと嫌いなんだよ、十全!!　俺がメンドクセーことをしなきゃならねーのは、全部てめーが原因だからな!!」

　最大限に顔を歪ゆがめた無縫の後ろで、黒くろ髪かみの少年が怒りの形ぎよう相そうを浮かべている。巨大なギターが振り上げられた。さっきまでやる気がなさそうだった彼のワンダーであるが、諸しよ悪あくの根こん源げんを叩たたきつぶすためなら働いてくれるようだ。

「ぶっ飛ばそうぜ、『怠け者の蟻スラツガードアント』!!」

　勢いで風の中に飛び出した無縫とそのワンダーが、掲げた武ぶ器きを闇やみ雲くもにあたりに叩きつけながら十全に向かって突進していく。

　だが十全はその場から動かない。示した反応といえば、さもつまらなそうに一言吐き捨てただけだった。

「『怠け者の蟻スラツガードアント』、か……下らん。面つら構がまえ以外、お前は本当に兄と似ていないな」

「うっせーな、俺のほうが風ふう雅が兄貴よりイケメンだってーの！　下らねーかどうかは、この一いち撃げきを受けてから……おわっ!?」

　怒ど鳴なり返した無縫の側に、突然「冷血王ハートレスキング」が自みずから起こした風に乗って移動した。慌あわてて無縫が打ち下ろしたギターを、白い手があっさりと受け止める。

「温ぬるいわ。こんな未み熟じゆくなワンダーでこの私と渡り合おうとは、笑止千万!!」

　カッと眼を見開いた十全が一いつ喝かつし、「冷血王ハートレスキング」の眼が吊つり上がる。長くて美しい、女性的ですらあるその指先がひらりと宙を舞まったかと思うと、「怠け者の蟻スラツガードアント」のギターが池の中に向かって投げ捨てられた。

「あーっ!?」

　ワンダーでできた武器ではあるが、そんなことをされれば思わず眼で追ってしまうのが人情である。すっとんきょうな声を上げた無縫を、冷たい風の一撃が襲おそった。

「うぐっ」

　内ない臓ぞうまで響ひびく一撃を浴あびた無縫が、もんどり打って地面に転がる。

「……ちぇ。やっぱり、ちょっとは真ま面じ目めに、訓練しておくべきだったか……」

「むほ……、んぐっ」

　思わず彼に駆かけ寄ろうとした茜子は、横から伸びてきた銀之助の手に口元を覆おおわれた。抗こう議ぎしようとした瞬間、切せつ羽ぱ詰つまった彼の瞳に吞のまれて動きを止める。

「逃げろ、茜子」

　この上なく真剣な兄の眼だった。

「無縫さんが隙すきを作ってくれたんだ。今のうちに、お前だけでも逃げろ……!!」

「でも……！」

　迷う茜子に、雄大も視線だけで合図を送る。行け、と。だから彼は、兄貴分の無む謀ぼうな行為を止めもしなければ追つい従じゆうもしなかったのだ。

　だが、決死の連れん携けいプレイでさえ、十全の手の平の上だった。

「逃げるのか？　茜子」

　何もかもお見通しと言わんばかりの声が風の向こうから聞こえてくる。

「逃げても別に構わないぞ。お前だけでなく、他の連中も」

　逃げられるものなら。

　声ならぬ声は、一気に体感温度が下がったことによって発せられた。

「ううっ……！」

　皮ひ膚ふを刺す銀の針のような寒さに耐えかねて、茜子はより一層地面と自分を密着させた。風に飛ばされないように、というより、そうしないと寒さに耐えられないのだ。先ほど打だ撃げきを受けて転がされたばかりの無縫でさえ、痛みより寒さを凌しのぐことに懸けん命めいになっている。

　しかし、いじましい努力で耐えきれるだけの温度はあっという間に通り越した。吐く息が白いどころの騒さわぎではない。唇と唇が貼りつき、まつげに霜しもが降り、四し肢しの末まつ端たんの感覚が消えていく。

　ひどく、眠い。碧人と「眠らせ姫キラービユーテイ」が放つ神しん経けい毒どくが催もよおすものとは違う。低体温により引き起こされた、死へと向かう睡すい魔まだ。

「そろそろ凍とう傷しようにかかり始めるか」

　うつらうつらと霞もやがかった頭の中に、十全の楽しげな声が響いた。はっと眼を見開いた茜子は、とっさに強く拳こぶしを握り手の平に爪つめを食い込ませる。痺しびれた手ではろくに力が入らなかったが、一瞬眼を覚ますことはできた。つい先ほど、完全なる獣ビーストになりかけていた雄大が、自分を張り飛ばして正気に戻ったように。

　しかし、一瞬我に返っただけではだめなのだ。死ぬまでの時間を引き延のばしただけでは意味がない。

「よかったな、茜子。今度こそ本物の神に会えるぞ？」

　彼女を捨てた神の嘲ちよう笑しようさえ、睡魔の向こうにかすれて消える。何もかもが闇やみに落ちていく。

　──力がほしい。

　雄大のような、あるいは十全のような、絶対的な切り札がほしい。

　不意に、頭の中で何かがひらめいた。

　自分を張り飛ばして正気に戻った雄大。

　──十全の野や郎ろうだって、ハナっから心を凍らせる能力を使えた訳じゃねえ。

　──茜子だってモード切替で別の能力が使える。

　──そんなに強くもねえくせに、敵を引きつけないと攻撃が相手に届かねえだろ。

　ワンダーとして具現化するほどにこの魂たましいに秘められた、「赤あか頭ず巾きん」のストーリーを思い出せ。あの話を閉じたのは、一体誰だった？




「力を貸して、私の、『血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード』……」




　相手を油断させるだけの「赤頭巾」よりも、引き寄せた相手を爪と牙きばで引き裂さく「狼おおかみ」よりも、もっと強力な力を持つ者。

「赤頭巾」の物語に終しゆう止し符ふを打つ者へ。




「ハンター、モード……!!」







　吹雪を切り裂き、ワンダーの塊かたまりである銃じゆう弾だんが空を疾しつ走そうする。

　十全は、茜子が「血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード」を出したこと自体は想定内だったようである。しかしさすがに、彼女が今この時発現させた能力までは看かん破ぱし得なかった。

　あ然と見開いた瞳が心地ここちよい。彼の胸を、足を、「血まみれ赤頭巾ブラツデイレツドフード」が撃うち出した弾丸が貫かん通つうする感かん触しよくはさらに心地よい。

「ぐあっ……!!」

　苦痛にまみれた十全の声ごと、彼の体が遠くに吹っ飛んでいく。

　気づけば吹雪はやんでいたが、積もった雪があたりを真まっ白しろに染めている。その中に赤い色をまき散らしながら、十全は壊こわれた人形のようにパタリと後ろ向きに倒れた。

「やっ……、た……？」

　はあ、と白い息を吐きながら、茜子はよろよろと身を起こした。

　雪はやんだが、一度下がった気温まで急に回復した訳ではない。凍傷は避さけられたようであるが、かじかんだ指先にはほとんど感覚が残っていなかった。

「やっ……やったぜ！　茜子ぉ!!」

　そんな中、歓かん声せいを上げて抱だきついてきたのは銀之助だ。先に倒れていた分、体力が温存されていたようである。

「お前、もう、すげぇ、すげぇよ、まだそんな力を隠し持ってたのかよ！　水みず臭くせぇよ、早く教えろよ!!」

「い、いえ……私も、無む我が夢む中ちゆうで……」

　自分でも、何をどうやったかよく分からないぐらいなのだ。答えようもなく、途と方ほうに暮くれた茜子から、銀之助の体がべりっと引き剝はがされた。

「てめえ、何をベタベタしていやがる」

　頭や肩に乗った雪を振り払いつつ近づいてきた雄大だ。

「なんだよ、ちょっとテンション上がっただけだろ!?」
















「うるせーよ、それより碧人を下ろしてやれ！」

「あっ、そーだ、おーい、大丈夫かこの馬ば鹿か!!」

　慌てた銀之助が急いで凍った池に入っていく。雪同様池に張った氷も消えてはおらず、碧人はいまだに氷のオブジェに飲み込まれた状態なのだ。

「しょーがねーな、俺も手伝うか」

　そう言って身を起こした無縫は、雄大にパチンとウインクを飛ばして歩き出す。気の利く兄貴分に感謝を込めてうなずくと、雄大はまだどこか心ここにあらずの茜子に声をかけた。

「大丈夫か、茜子」

「は、はい……」

　仲間たちとのやり取りを交かわすうちに、遅まきながら震えがきた。倒れそうになった茜子を、雄大が慌あわてて支えてやる。

「無理するな、座って……ちゃだめだな。俺に摑つかまれ」

　半分凍っている地面に座るところなどない。それは分かっているが、まさかの提案に、茜子は眼を剝むいた。

「そんな！」

　滅めつ相そうもない！　と残った力をかき集めて首を振ろうとしたところ、ぐいと頭から抱だき寄せられた。

「俺もまだ寒いんだ、助けると思ってくっつけよ」

　なるほど、彼の息は確かにまだ白い。鼻先や頰ほおはうっすら朱が散って、ひどく温かそうだが、その胸に顔を押しつけている茜子には見えない。

　再び吹いてきた冷たい風は、嫌いやでも感じ取れてしまったが。

「！　てめえ……!!」

　うなり声のような雄大の叫さけび。感触、体温。

　その全てが、突とつ如じよとして二人の側に出現した「冷血王ハートレスキング」の拳によって吹き飛ばされた。

「雄大様、あっ!?」

　彼を追おうとした茜子の腕に冷たい感触が触れた。そのまま右手を乱らん暴ぼうにねじり上げられる。

「あかねっ、ぐおっ!?」

　突然起き上がった十全に仰ぎよう天てんした銀之助と無縫は、「冷血王ハートレスキング」が繰くり出した吹雪によって雄大同様吹っ飛ばされる。

　後にはオブジェ状態のまま昏こん倒とうしている碧人、呆ぼう然ぜんとしている茜子、そして彼女の手首を強く摑んだ十全と彼のワンダーだけが残った。







「この土ど壇たん場ばで、まだ成長するとはな」

　先ほど銃弾を受けた際に血を吐いたのだろう。一層紅あかい唇から零こぼれた声は、意外なほどに優しく聞こえた。

「な、なぜ……」

「決まっている。ぎりぎりのところで風を生み出し、銃弾の威い力りよくを殺した」

　事もなげに説明してくれたが、十全の興味は手品の種明かしにはない。先ほどは路ろ傍ぼうの石でも見るように通り過ぎた瞳が、茜子の顔を食い入るように見つめていた。

「なるほど……お前はやはり、なかなか興味深いストーリーテラーではないか。雄大が執しゆう着ちやくするだけのことはある」

「なっ!?　違う、そんな、雄大様が私になんて……、あぅっ!!」

　うっすらと頰を染そめて否ひ定ていした刹せつ那な、手首の縛いましめが力を増した。

　凍傷を起こす直前まで冷やされた皮膚には、指の跡がくっきりと刻まれたことだろう。ハンターモードで残っていたワンダーを絞しぼり尽くしてしまったため、抵てい抗こうの術すべは完全に失われていた。

　十全の顔色も雪のようではあるが、ひりつくような光を宿した眼は執着に燃えている。英え里りや天瀬家について語る時に近いものを感じ、背せ筋すじを戦せん慄りつが駆け抜けた。

「気が変わった。お前は助けてやろう、茜子。もう一度私のものになれ」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえみながら言われ、冷えた体の奥から熱い怒りが込み上げる。

「ふざけるな！　誰だれが……」

「私のものにならないのなら、全員この場で死ぬだけだ。ならばお前だけでも生き残ったほうがいい、そうではないか？」

　質問を投げかけておいてから、十全はこれみよがしにあたりを見回した。

　夏に向かう広い庭の一角だけが雪ゆき化げ粧しようをした異様な光景。そのあちこちに、四つの人影が力なく散らばっている。池の上には碧人。茂しげみに中に銀之助と無縫。少し離れた木こ陰かげに、雄大。

「みんなを……助けてくれるのでは、ないの？」

「そう言えば、お前は私を信じるか？　信じないだろう」

　お前の知る私に相応ふさわしい交こう渉しようを持ちかけているだけだと、十全は薄笑う。どこまでもふざけた態度に腹が立つ反面、納得もしてしまうのがさらに腹立たしい。

「冗じよう談だんじゃない！　もう二度と貴様と一緒になんか行かない、ましてみんなを助けてくれる訳でもないのに……!!」

「確かに、ここにいる連中は全員生かしておくつもりはない。しかし、可か愛わいいお前と可愛い姉には価値を感じている」

　解放されたはずの心臓が、冷たい手に握り込まれるのを感じる。

　目の前が翳かげるような絶望の中でこそ、十全の美び貌ぼうは一層鮮あざやかに映った。

「透とう子この料理は大変美味だった。私の部下の中には、お前よりむしろ透子を惜しむ声もあってなあ」

「やめて……」

　蒼白になって首を振ると、支配者の指がからかうように頰の輪りん郭かくを辿たどった。

「そんな顔をするな、茜子。また前のように、姉し妹まい仲良く暮くらせばいいと言っているだけだ」

「やめて……やめて、ください」

「なんなら英里も連れてくるか？　私の配下の女ストーリーテラーは、どうにも性格ががさつなのが欠点だ。氷の欠片を使うと好戦的になってしまうからな。だが、透子も英里も、お前という人ひと質じちがいれば、ワンダーを使うまでもなく言うことを聞くだろう」

「やめて！」

「どうした、初はつ雪ゆきのことなら心配はいらないぞ？　あれは私が誰を側に置こうが、私だけを愛する」

　茜子の否定の意味が分からないはずもないだろうに、十全は平然と茜子をからかった。

「そうだな……お前と英里が私を巡めぐって争う様を、風雅に見せてやろうか」

「やめて！　やめて、やめてよ……!!」

「狩人ハンター」どころか「赤頭巾」以下の、無力な少女と化した茜子が必死に訴うつたえても無む駄だだ。分かっているが他にどうしようもなく、力なくうめく声に力強い声が割り込んできた。

「待てよ」

　雄大だ。頭についた雪を律りち儀ぎに払いながら、静かにこちらへ近づいてくる。銀之助や無縫ほどファッションに対してこだわりがある訳ではないが、彼はだらしない格かつ好こうは嫌いなのだ。

「そんなにボロボロの状態で、どうするつもりだ？」

　茜子は期待に瞳を輝かせたが、十全は全く意に介した様子がない。雄大も気にしたふうなく、冷静に言い返す。

「そっちこそ、格好をつけちゃいるが、茜子の力がかなり効きいたみてえだな。俺たちをぶん殴なぐるだけで手て一いつ杯ぱいのようじゃねーか。さっきみたいに、めちゃくちゃにワンダーを使って暴あばれりゃすぐカタはつくのによ」

「子犬をいたぶる遊びを楽しんでいただけだ。飼かい犬いぬに嚙まれた手が思ったよりも痛んだのは事実だが、貴様のほうがひどい有あり様さまだろう。少なくとも、もうワンダーは使えまい？」

　雄大は黙っている。事実だからだろう。一瞬見えた希望の星が流れて落ちていく様を茜子は幻げん視しした。

「素そ養ようのほどは認めるが、しょせん貴様は目覚めて日が浅い。ワンダーの使い方が粗そ雑ざつだし、力の配分が下へ手ただ」

　茜子が抱いだいた絶望を育てるのが愉ゆ快かいでたまらないらしく、十全は滑なめらかにしゃべり始める。

「もっとも力の配分に関しては、お前の初めてのオトモダチの功こう績せきだが？」

　ついでに雄大の神経まで逆さか撫なでして楽しむつもりのようだ。しかし碧人のことを持ち出されても、雄大の対応は変わらない。とても静かだ。

「確かに俺には、もうワンダーを使うような力は残ってねえよ」

　怒るでもなく、弁解するでもなく、はっきりと十全の指摘を肯こう定ていする。

「だがな、十全。偉い大だいなるストーリーテラーさんよ。実は俺には、もう一つ武器がある」

「ほう？」

　十全がわずかに興味を示した。ただしその声にはからかいの色が強く、この期ごに及んでのみじめなはったりを楽しもうとしているのは明らかだった。

「てめえも知ってるはずだが、忘れたのかよ。まあ、そうだよな。俺自身も忘れていたんだからな!!」

　いきなり肉にく薄はくしてきた雄大が、思いきり拳を振り上げた。

「なッ」

　殴りかかってくるにしても、先ほどの碧人のように心しん身しんを削り取って出現させたワンダーだと思っていたのだろう。まさか本体が本体に直接攻こう撃げきしてくるとは思わなかったらしく、対応が遅れた。

　鼻はなっ柱ぱしらに一発食らった十全は、驚きよう愕がくの表情で後ずさる。その腕の中から慌てて抜け出した茜子に代わり、雄大が彼の懐ふところに飛び込んだ。

「冷血王ハートレスキング」が主の危き機きに反応して飛び出した。しかし十全の動どう揺ようを反映してか、動きが鈍にぶい。風を操あやつり、雄大の皮膚に幾いく筋すじか切れ目を入れたが、威力はないに等しい。

　対する雄大の動きは途と轍てつもなく速い。殴り、殴り、蹴けって、殴る。体を丸め、ひたすら防ぼう御ぎよに徹てつしている十全は最も早はや彼のサンドバッグだ。

「俺はストーリーテラーとして目覚める以前から、この体一つでてめえらと戦ってきたんだ!!　風雅の兄貴と同じようにな!!」

「冷血王ハートレスキング」が消える。最早完全にストーリーテラー同士の戦いではなくなっていた。二人の見た目上、不良高校生がマフィアに制せい裁さいを加えているようにしか見えない。

「ストーリーテラーとして目覚めた後は、自分でも気づかねーうちに、ワンダーに慣れきっちまってたけどな!!　サシでの殴り合いじゃ、まだまだてめえみてーなヒョロヒョロした野郎に負ける気はしねえぜ!!」

　鍛たん錬れんを怠おことらずにいた筋きん力りよくを駆く使しし、とどめとばかりに振りかぶる。

　そこに一瞬の隙が生じた。




「全ては十全様のために!!　『鶴の倍返しクレインズ・バツクダブル』!!」




　溶けかけた雪の上に、濃こい紫の袂たもとが舞う。

　緩く波打つ黒髪の和わ装そう美女が、着物姿とは思えない速さで走り寄ってきた。

「初雪……!?」

　茜子が眼を剝き、雄大が「こいつが!?」と驚きの声を上げる。影のように帝てい王おうに従う初雪の姿を初めて見たことに加え、ワンダーを出したようであるのに、彼女本体がためらいなく王を庇かばう位置に滑り込んできたからだ。

　ワンダーならば雄大もワンダーで対たい抗こうするしかない。その点生身の女性なら生身の拳は通用するが、茜子は雄大の性格もこの後の展開も知っていた。

「くそっ」

　ぎりぎりで拳の軌き道どうを逸そらした雄大をするりとかわし、初雪が十全を軽々と抱かかえ上げる。どこか「夜泣き鳥ナイト・クライ」にも似た細身の美女でありながら、恐おそるべき腕わん力りよくだ。

「は、女は殴らないか。だが、命拾いしたな、雄大」

　初雪の腕にもたれた十全が、腫はれ上がった顔を手の平で覆いながら吐き捨てた。

「戦略的撤てつ退たいだ、『冷血王ハートレスキング』!!」

　最後の意地で叫ぶなり、青年の形すら取れない彼のワンダーが、冷気の霧きりをあたりにまき散らす。先ほどと違って目くらましの力しか持たない霧の中、初雪と自身のワンダーに担かつがれた十全の姿が遠ざかっていく。

「てめえ、待ちやがれ!!」

　いきなり視界を奪われた雄大が吠ほえたが、時すでに遅し。冷たい霧が晴れた時には十全の姿は消えていた。
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　十じゆう全ぜんがいなくなっても数分間、雄ゆう大だいは油断なくあたりを警けい戒かいしていた。しかし血の跡が庭の外に向かって点々と落ちていることを確認すると、溶けた雪でぐしゃぐしゃの地面にどっかり腰こしを下ろす。

「チッ、さすがにとどめまでは無理か……ああ、いてて」

　十全が指摘したように、雄大も満まん身しん創そう痍いだ。まさかの肉にく弾だん戦せんでなけなしの体力を使い果はたしたらしく、座っているのでさえ億おつ劫くうそうである。

「やれやれ、本当に治ち癒ゆができる仲間がほしいところだな……」

　ぼやく雄大の側に、茜あかね子こは足を引きずるようにして駆かけ寄った。

「申し訳ありません！　申し訳ありません!!」

「謝るのは後でいいぜ。それより、碧へき人とたちを助けてやらねえと……」

　十全が去り、雪は溶けかけているが、今の状態で氷が溶けると碧人が落下してしまう。

「わ、分かりました」

　慌あわてて碧人の側に行こうとした茜子を、銀ぎん之の助すけが押しとどめた。

「俺たちに任まかせとけよ、茜子。な、可か愛わいい俺の弟くんよ」

　なぜか雄大のほうに話しかけた銀之助は、すっかり兄の顔をしていた。ちょっと驚いたような顔をした雄大は、すぐにフフンと不敵な笑えみを浮かべる。

「そうだな。だが、俺の兄貴を名乗るなら、もうちょいセンスを磨みがいてほしいぜ」

　からかう雄大も銀之助も、泥どろ交まじりの雪の中で奮ふん戦せんしたせいでひどい有あり様さまである。センスも何もない互たがいの格かつ好こうを交こう互ごに見やった彼らは、どちらからともなく軽かろやかな笑い声を上げた。

「てめーも碧人も、っとに可愛くねーなぁ!!　無む縫ほうさん、すみませんが手伝って下さい！」

「えー？　ちぇ、しょーがねーなぁ」

　銀之助は意い気き揚よう々ようと、無縫は愚ぐ痴ち愚ぐ痴ち言いながら、疲れた体を引きずって碧人を助け下ろしてやる。途中で氷に貼りついた服がビリビリと裂さけたが、「悪わりぃな、碧人。今度俺の服やるから！」と銀之助は悪びれず、無縫は「いや俺の服やるわ」と真顔で言い添えた。

「う……」

　身の危険を感じたのか、二人に抱かかえ下ろされながら碧人が眼を覚ました。ぼんやりとした顔であたりを見回し、呆ほうけたようにつぶやく。

「十全……様は？」

　氷の欠片かけらの支配が残っているようだ。夢見るような問いかけに、茜子がさっと反応した。

「雄大様が、ボコボコにして追い払いました!!　残念ながら、とどめは刺させませんでしたけど……でも、勝てました!!」

　誇ほこらしげな答えを聞いた碧人は眼も口も丸く開いた。

「……『美しき獣ビユーテイフルビースト』で？」

「拳こぶしでだ」

　ぐっと拳を握にぎった雄大を見て硬こう直ちよくすること数秒、はは、と乾いた笑いがその唇くちびるから漏もれる。

「……そうだよな。君と無縫さんはストーリーテラーに目覚める前から僕らと戦い、しかも勝利していたんだものな……」

　その言葉に茜子は、雄大の前にもうひとり、十全に勝利した男のことを思い出した。

「まさか……風ふう雅が様が昔、十全に勝ったのって……」

「あ、そーそー。そういや言ってたよ、英え里りさんに手を出されそうになって、無む我が夢む中ちゆうで殴なぐったって……結局同じことされて撤てつ退たいしたんだから、十全のやつも成長しねーよな」

　苦笑した無縫は、「俺もか」と首を竦すくめた。ワンダーを嫌きらっておきながら、いつしかワンダー抜きでストーリーテラーとやり合う姿勢を捨てていた己おのれに思い当たったのだろう。

「俺だって、ワンダーのことは便べん利りな道具だとしか考えていなかった。だが気がつくと、生身で殴り合う選せん択たく肢しが意識から消えていたことをぎりぎりで思い出したんだ。昔はワンダーには素す手でで触さわれねーから、どうにかこうにか、本体をぶちのめしていたってのにな」

　知らぬ間に異能ワンダーに頼りきっていたことは同じと認めた雄大は、一転して無縫をからかう。

「もっとも兄貴に至いたっちゃ、正面から立ち合わず、罠わなを張ったり口先でだましたりが得意だったがな？」

「労せずして勝てるなんてサイコーだろ？　生身でストーリーテラーと戦って勝とうってんだから、それぐらい多めに見ろよぉ」

「別にいいけどな。俺だって、そこまで勝ち方にはこだわらねえ」

　悪びれない無縫に相あい槌づちを打ち、雄大は改めて碧人を見た。

「だが、仲間として選ぶ相手にはこだわりがあるつもりだぜ。倒した相手全てを味方に引き入れてきた訳じゃねえ。てめえは俺のことを嫌っているが、嫌っているだけじゃねえってことぐらいは分かってるつもりだ」

「……数少ない口く説どきのレパートリーを、僕相手に使っていいのか？」

　げんなりする碧人だが、雄大は意に介さない。

「ならこれからまた、お前が増やしてくれりゃいいだろ。それにお前がいなくなると、遠くのものを取る時不ふ便べんだし、銀之助も茜子も寂さびしがる」

「……マジックハンド扱あつかいですか……」

　もっとげんなりして雄大から眼を逸そらす碧人を、銀之助と茜子がじっと見つめた。

「なあ、碧人……」

「碧人さん……」

　馬鹿な犬の兄きよう妹だいのごとき視線に見つめられ、碧人ははああ、と大きな息を吐く。

「ふん、分かっているよ。……悔くやしいけど、きっと寂しいって分かってるよ、僕だって」

　つんとした表情で鼻を鳴らした碧人に、雄大はにやっと笑った。

「てめえの心しん臓ぞうは、自然解かい凍とうを待つので問題なさそうだな。それよりさっさと着替えろ、風か邪ぜをひくぜ」

「……そうさせてもらうよ」

　紫色に変じた唇にかすかな笑みを浮かべ、碧人が歩き出す。途中で彼は、嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるませている銀之助の肩かたにぐいっと手を回して寮りようのほうへと引っ張った。

「お？　なんだよ碧人、焦あせるな、俺のコレクションの中から一番いいのをやるからさぁ」

「いや、ヘッキー、俺のを着ろよ」

　また真顔になった無縫が二人の背を追いかける。その一方で碧人の気き遣づかいに勘かんづいた彼は、去り際ぎわ雄大にウインクを飛ばしていった。

「雄大様、私たちも戻りましょう。手当てを」

「茜子」

　踵きびすを返そうとした茜子を、雄大が真ま面じ目めな声で引き留めた。気づけば白しらみ始めた空の下、怖いほど真剣なまなざしが彼女を見下ろしている。

　夏の太陽はまだ顔を見せていないが、気配だけでその熱が伝わってくる。ああ、この方にはやはり夏が似合う……そう思いながら、しっかりとうなずいた。

「分かっております」

　夜と朝の境さかい目めに流れる風に名前と同じ色の髪かみをなびかせ、爽さわやかに微笑ほほえむ。

「自決します」

「全然分かってねーじゃねーか」

　半眼で睨にらみつけた雄大に、茜子は慌てた。

「私をひとり残されたのは、最さい期ごの姿をさらさせまいとするお慈じ悲ひだったのでは……!?」

「違う馬ば鹿か。……まあいい。らしくもなく、お前が気づくまで段階を踏ふむ、なんて真ま似ねをしようとした俺が馬鹿だったんだ」

　少々の落らく胆たんを振り切った雄大の顔が引き締まる。氷の欠片を排除してくれた時に似た緊張感が茜子の肌はだまで刺した。

「いいか、茜子。この世界がそんなに都つ合ごうよくできてねーことぐらい、本当はわかってるんだろう？　てめーの全てを肯こう定ていしてくれる神様なんて、いねえんだよ」

　ビクッと痙けい攣れんするように震えた茜子が心の耳をふさぐ前に、体温を持った声は続く。

「だが、神様ほど出来がよくはねえが、俺はいるぜ。いつだって、お前の側に」

　あの日見た、初夏の風のような少年の笑顔が心しん臓ぞうを直ちよく撃げきした。

「わ……私っ、あの……も、申し訳、ありません……!!」

　ますます焦り、理由が分からないまま謝罪を始めた茜子の髪かみに体温が触ふれた。先ほど十全をサンドバッグにした指先が、ぎこちないしぐさでポンポンと頭を叩たたく。

「お前の気持ちは、お前自身よりも分かっているつもりだ。いつか自覚させてやる。分かったな？」

　最後に人差し指で額ひたいを押され、離れていく指先を思わず眼で追ってしまった。そんな彼女にニッと笑いかけた雄大が、不意に身を屈かがめる。

「分かったから、肩を貸せよ」
















「えっ、あっ、雄大様!?」

　声がひっくり返った。雄大がいきなり茜子の肩を抱だき、軽く体重をかけてきたのだ。

「無縫兄貴じゃねーが、正直歩くのもだりぃ。お前も疲れているところ悪いが、部屋まで連れて行ってくれ」

「は、はいっ、分かりました、命に代えても!!」

　ここまではっきりと、頼りにされたのは初めてだ。がぜん張りきる茜子にほどほどに寄りかかりつつ、雄大は「なるほど、この手が一番効きくか……」と独りごちた。

　気づけば夜が明けようとしている。一日の始まりを告げる朝陽の中に、二人で一つの姿が鮮あざやかに照らし出されていた。











終












[image: ]




　ビーズログ文庫アリスでは初めまして！　小お野の上がみ明めい夜やと申します。「偏へん愛あいストーリーテラーズ」をお読みいただきましてありがとうございました！　初めての現代舞ぶ台たい、かつ異能バトル!!　ルビが大変うるさいですが、異能バトルとはこういうものですよね!!




　思い込んだら一直線なわんこ系ヒロイン・茜あかね子こが、高スペックが仇あだになっているヒーロー・雄ゆう大だいを無自覚に振り回すお話です。仲間たちとワイワイやってる学生たちは書いていて楽しいですね。




　麗うるわしいイラストでドキドキさせてくださった直なお江えまりも様、毎度のろくでもないスケジュールを（略）担当・山内様に支えられて無事に出版の運びとなりました。それではまた、どこかでお会いできますように！





二〇一五年七月　　小野上明夜　　　　　



















著

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

童話ネタと異能バトルが昔から大好きなので混ぜてしまいました!!　厨二能力名を考えるのが最高に楽しかったです！

ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/










イラスト

直江まりも

Marimo Naoe




はじめまして、こんにちは。趣味はＴＶとゲームです。

最近はゲーム・オブ・スローンズの続きを心待ちにしています。
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫アリス『偏愛ストーリーテラーズ』

2015年7月27日初刷発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

https://www.kadokawa.co.jp/
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（かならず商品名をご明記ください）















item/image/p000-00-9-1.jpg
/
//
tﬂ!

7

EwF Dl REHICT T —
YR CBLLTINS, T
F—3FLBND N REED
BUEZXZ A5 LoNWE,

B DA IN—TC
ERDSHENEEFETRY
9M§ii;;[bk9y
SF—[ERSEEIDZ~—")—

——
Uyﬁ—%yﬁ%ﬁ%?éf
BRORBTE %
PEFUEYRIETET S S
RS- 1R EGT )
i i






item/image/logo-bslogA.png





item/image/p000-00-34-1.jpg





item/image/p000-00-3-1.jpg





item/image/p000-00-83-1.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p000-00-23-1.jpg





item/image/p000-00-63-1.jpg





item/image/p000-00-88-1.jpg
Oy
C‘A
‘ RPN
y -
ol -
&
p &
The Obsessive Story Tellers i 4}‘ A
A tale about stories. = !

and the ones who are possessed.
in this distorted reality...






item/image/p000-00-67-1.jpg





item/image/p000-00-39-1.jpg





item/image/p000-00-8-1.jpg
The Obsessiye Story Tellers

CHARACTER FiL g *

BACLBTS. DV
KOAVN =+ 2ICBSNT
WVeBEER D, [FEMIETE

)T A

RENEDBBEK-DVF—F LFEER/- TV NN —%
Y RDiREE [EXREFFE] READE[ATHRIZTT—
EEFT—FlsLiED DY~ LDy —smE]D
[ELEEHIDZ -1 — P70 —,

F 7o






item/image/p000-00-12-1.jpg





item/image/p000-00-58-1.jpg





item/image/gaiji-0001.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章　出会いの寓話



		第一章　不思議の国の赤頭巾



		第二章　愚直な騎士



		第三章　怠け者には愛がある



		第四章　いつか王子様が



		第五章　終止符を打つ獣



		終章　終わって始まる



		あとがき



		プロフィール



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-2-1.jpg





item/image/p000-00-10-1.jpg





item/image/p000-00-52-1.jpg





item/image/p000-00-75-1.jpg





item/image/p000-00-79-1.jpg





item/image/p000-00-49-1.jpg





item/image/p000-00-20-1.jpg





item/image/p000-00-71-1.jpg





item/image/p000-00-71-2.jpg





item/image/p000-00-85-1.jpg





item/image/p000-00-87-1.jpg





